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第１章　梨り央おと雪せつ奈な





「「ここからは──蒐しゆう集しゆうの時間だ」」

　深夜の千せん羽ば学がく園えんの校舎の前。

　そこで二人の少女は声をそろえてそう告げた。

　辻つじ峰みね梨央と霧きり谷や雪奈。

　彼女たちが持っているウィッチクラフトは、《血核ハートレス》と《魔狼フエンリル》。

《血核ハートレス》の能力は蘇そ生せい。一度死んでしまった梨り央お姉ねえを生き返らせたウィッチクラフトにして、魔女から遺産№すら与えられなかった未完成品。

　そして、もう一つの能力は、血液操作。名前からして自分の血液を操る能力なのだろう。その証拠に、梨央姉は自らの血で作ったと思われる赤い刀を手に握っていた。

　そう、目の前にいる宿敵と戦うために──。

「───」

　そんな梨央姉と相対するのは、セツナ。

　彼女の身体からだを覆うのは、《魔狼フエンリル》。

　この状況の発端となったウィッチクラフト。その第二獣化形態を発動させ、まるで鎧よろいでも纏まとうように《魔狼フエンリル》と同化したセツナは、静かに梨り央お姉ねえのことを見つめている。

　次の瞬間、相対する二色のウィッチクラフトの所有者である彼女たちは、まるで鏡合わせのようにその一歩を踏み出して──。



　──激突した。



　最初に動いたのは梨央姉。一気にセツナとの間合いを詰めた彼女は、手に持った刀を横よこ薙なぎに一振り。三年間も戦っていなかったとは思えない俊敏かつ精密な動作。

　狙ねらいは、首。

　勢いよく放たれた赤い刃はセツナの急所に瞬く間に迫るが──。

「──ナメんなっ！」

　瞬間、校庭に響き渡ったのは鈍い金属音。

　迫り来る刃を、セツナは《魔狼フエンリル》の装甲で覆われた右腕で弾はじいていた。

「あはは」

　しかし、自分の攻撃が防がれたにもかかわらず梨央姉は微笑ほほえみながらバックステップ。そして、にっこりといつものスマイルを浮かべてから、

「さすが《魔狼フエンリル》の第二獣化形態だね。こんなにあっさり防がれちゃうなんてさ」

「チッ。何を今さら言ってやがるんだよ、梨央。所有者と同化することで獣化の度合いをさらに高め、全身を装甲で覆うことで一撃の破壊力を上げる。それが、《魔狼フエンリル》の第二獣化形態だろーが」

「もちろん知ってるよ。なにせ三年前に第二獣化形態になったセツナを退けたのはボクだもん。だから、今夜もきみを斃たおしてみせる」

「──ハッ。やってみろよ、この天才」

　まるで吐き捨てるように言うセツナ。

　……そうだ。

　天才。

　昔から剣の才能に優れていた梨央姉は周囲の人間からそう呼ばれていた。俺や真ま由ゆ香かが剣術の稽けい古こで勝ったことは一度もなかったし、現に今だって鋭い一ひと太た刀ちを放ってみせた。

　だけど……。

「くっ……！」

　梨央姉は、勝てるのか？

　確かに今の一太刀は鋭かったけど、あれぐらいなら今の俺や真由香だってできると思う。もしかしたらこの三年間のブランクのせいで、俺たちの実力が梨央姉に追いついてしまったのかもしれない。

　そして、俺は今さっきセツナに敗れてしまった。

　あいつの拳こぶしを身体からだに受けたせいで重傷を負い、しかも梨り央お姉ねえが生み出した血の鎖で身体を縛られて動けねえ。

　だから、今の俺にできるのは目の前の戦いを見守ることだけで──！

「じゃあ、今度はこっちから行くぜ」

「！」

　夜の校庭に木こ霊だまするセツナのハスキーボイス。

　校舎を背にするようにして立つ梨央姉に向かって、彼女は一目散に疾走。そして、加速する勢いそのままに黒い左拳を振りかぶって、

「おぅううウウラアアアッ！」

　咆ほう哮こう。

　そして、衝撃音。身体ごとぶち当てるようなセツナの左拳を梨央姉は寸前で回避。行き場を失った拳は、いとも簡単に校舎の壁を粉砕。その衝撃にコンクリートの壁が蜘く蛛もの巣のようにひび割れ、陥没。当たってしまえば十分相手を仕留められる一撃だが、

「逃げろ、梨央姉っ！」

　今のセツナの攻撃は明らかに手加減されたものだった。

　あいつの拳を直に喰くらった俺にはわかる。きっとセツナが全力で拳を撃ち抜けば、あの程度の被害じゃ済まなかっただろう。

　だから、今のはただの牽けん制せいだ。

　そして、牽制の後には──。

「らあああああああアアアアアアアアッ！」

　再び飢えた獣のように咆哮を上げながら、セツナは牽制を躱かわしてわずかに体勢を崩した梨央姉に向かって跳躍！

　振り下ろされるのは、右拳。

　今度こそ正真正銘全力の一撃。さきほどのものとは比べ物にならないほどの速さと破壊力を持った拳は、黒い鉄てつ槌ついのように梨央姉へと叩たたき下ろされて──！

「ぐっ!?」

　直後、耳を塞ふさぎたくなるような轟ごう音おんが夜の校庭を戦慄わななかせた。

　俺の視界に映るのは舞い上がる土煙と砕け散るアスファルト。そして、地面に空いた直径二十メートルほどの大穴。

「なっ……！」

　……嘘うそだろ？

　目の前の光景がただただ信じられなかった。セツナはたったの一回拳を振り下ろしただけだ。なのに、あれだけの大穴を穿うがつなんて……！

　これが《魔狼フエンリル》。

　最強にして最悪と謳うたわれるウィッチクラフト。三年前の事件で霧きり谷や家を壊滅寸前にまで追い込み、梨り央お姉ねえを殺した圧倒的な暴力──。

「──ふぅ。危なかった」

　けれど。

　目の前の光景に言葉を失う俺の耳に届いたのは、気の抜けるような声だった。

「大丈夫だったかな、冬とう夜やくん？　飛び散った瓦が礫れきとかで怪け我がしてない？」

「り、梨央姉……」

　そして、俺はいつの間にか自分の隣に立っていた彼女に目を向ける。

　さっきの一瞬、間違いなくセツナの拳こぶしは梨央姉の身体からだを捕らえたはずだった。しかし、実際梨央姉は拳を躱かわすどころか俺の傍そばまで……約十五メートルもの距離を一瞬で移動しやがった。まるで、瞬間移動でもするみたいに。

　脳裏を過よぎるのは、二日前に行った海での出来事。

　夏の日差しに焼かれた砂浜で、俺は手に持った木の枝を梨央姉に打ち込んだ。しかし、その瞬間突然目の前から梨央姉の姿が消えていて、気付いたら背後を取られていた。

　たぶん、今梨央姉がやったのはあのときと同じ技。

　確か、あの人はこの技のことを──。

「……瞬しゆん転てん、か」

　俺の疑問に答えるように、一撃を躱されたセツナが呟つぶやいた。

「しゅ、瞬転……」

「そーだよ、おにーさん。そこにいる梨央の十八番にして、梨央だけが使えるとっておきの切り札。そして、辻つじ峰みね梨央が天才と呼ばれるようになった所以ゆえん。それが瞬転だ」

「もう、やだなぁせっちゃん。こんなのきみの第二獣化形態に比べたら全然大したことないよ。やってることはすごく単純だしね」

　言って、梨央姉はトントンと靴の爪つま先さきで足元の地面を蹴けってから、俺に視線を向けてきた。

「せっかくだから教えてあげるよ。冬夜くんも戦闘用のウィッチクラフトが所有者の身体をある程度強化することは知ってるでしょ？　そのおかげで、所有者は常人よりも優れた治癒能力や運動能力を手に入れることができる。要は、瞬転もそれと同じなんだ」

「えっ……」

　同じって……じゃあ、何か？

　今の瞬間移動は、ウィッチクラフトで自分の身体を強化した結果だってことか？

「ふざけんな！　だとしたら余計に理屈が合わねえじゃねえか！　今の技がウィッチクラフトで強化された身体能力を使ったんだとしたら、俺にだって同じことができるはずだ！」

　俺だって《剣舞士の首飾りソードダンサー》の……戦闘用ウィッチクラフトの所有者なんだ。けど、今の俺にはあんな真ま似ねは到底不可能で……。

「そうだね。でも、それは冬とう夜やくんがウィッチクラフトの強化を三割くらいしか使いこなせてないからなの」

「さ、三割？」

「これは辻つじ峰みね家に魔女が遺のこした文献に書かれていたことなんだけど、戦闘用のウィッチクラフトは所有者に強化の力を三割程度しか引き出させないようにリミッターがかけられてるの。なぜかと言うと、それ以上引き出したら反動で所有者の身体からだが壊れちゃうから」

「じゃあ……普段俺や真ま由ゆ香かが使ってる強化は……」

「ウィッチクラフトにとって全力じゃない。でも、それでいいんだよ。所有者の身体を強化するっていうのは結構危険なことなんだ。車だって車体の限界速度を超えるスピードで走り続けたら、エンジンがオーバーヒートするでしょ？　それと同じで、強化を三割以上引き出すと所有者の身体が壊れちゃう可能性がある。でも──」

　ボクは違う、と。

　梨り央お姉ねえははっきり言い切った。

「たとえば、ほんの一瞬。コンマ数秒の間だけ強化を三割以上引き出すのなら、所有者の身体にかかる負担は大分減らせるんだ」

「負担を減らせるって……まさか、それが瞬しゆん転てんの正体か？」

　ウィッチクラフトの強化。所有者を守るために普段は半分の力しか出せないように設定されているリミッター。

　それを、梨央姉が意図的に外せるとしたら──。

「──そう。ほんのコンマ数秒だけ、ボクは他ほかのウィッチクラフトの所有者よりも優れた身体能力を発揮できる。冬夜くんが使う強制解放フオルテに似てるかな？　まあ、ボクの場合は使用時間が短いかわりに、身体能力の強化も上だけどね」

「で、でも、一体どうやってそんな……」

「さあ？　自分でもよくわからないよ。だって、子供の頃ころに鍛錬をしてたら偶然できちゃったことだし」

「なっ──」

　……ふざけんな。

　この人ははっきりした手順もわからずに、感覚だけでそんな危険なことをやってるっていうのか。

　強化のリミッターを外すってことは何らかの方法でウィッチクラフトに干渉してるんだと思うけど……そんなことどうやってやったらいいか見当すらつかない。しかし、梨央姉は偶然……しかも無意識のうちにその方法を掴つかんでしまっていた。

　これじゃ、まさに……。

「──天才。わかったろ、おにーさん。そこにいる辻つじ峰みね梨り央おの強さの秘密が。コイツは生まれながらにしてウィッチクラフトの強化を全開で引き出して、なおかつ無事でいられる才能を持ってたんだよ。ま、常人のアタシたちにはまったく理解できねーけどな」

　ゆっくりと梨央姉ねえに歩み寄りながら、セツナは口を開く。

「あはは、そんなに褒めないでよせっちゃん」

「うるせー。今のは嫌みで言ったんだ。それに、てめえもわかってるはずだぜ？　確かに瞬しゆん転てんはすげえ。おそらくてめえはコンマ数秒だけなら第二獣化形態になったアタシに匹敵する身体能力を発揮できるんだろ？」

「たぶんね。じゃなければ三年前セツナに勝つことができなかったもん」

「アハハ！　まったく、ふざけたヤツだよてめえは！　天才、辻峰梨央。辻峰家歴代当主の中でも最強と呼ばれただけはある」

「それはきみも一緒でしょ？　瞬転は使えなかったけど、セツナだってウィッチクラフトの扱いにかけては歴代の霧きり谷や家当主の中でも随一って言われてたじゃない」

「ああ、そうだな。だからこそアタシは《魔狼フエンリル》の所有者になれたのかもしれねー。しかし、てめえの言う通り三年前アタシは瞬転に敗れちまったんだ。だが──今夜は違うぜ？」

　それは、まるで未来を見てきたかのようなはっきりとした断言だった。

「忘れてねーぞ。てめえを生かしてる《血核ハートレス》は激しい運動をすると壊れる可能性がある。そして、瞬転は普段以上の激しい運動を身体からだに強いらせる技だ。その二つが組み合わさったら、どうなる？」

「………っ！」

　そんなの子供だってわかる理屈だ。

　瞬転を使い続ければ、梨央姉は間違いなく死ぬ。

　あと何回瞬転を使えるのかすらわからない。

　極端な話、次の一回を使った瞬間に《血核ハートレス》が壊れてしまう可能性だって……！

「──うん。せっちゃんの言いたいことはわかるよ。でも、《魔狼フエンリル》の第二獣化形態にだって弱点はあるでしょ？　それに、ボクは戦うのをやめるわけにはいかないんだ」

「はんっ。そこにいるおにーさんを守るためか？　だとしたら、くだらねえ自己犠牲だぜ。てめえは聖者にでもなったつもりかよ」

「自己犠牲？　バカなことを言うのはやめてほしいな。ボクは決して冬とう夜やくんを助けてる自分に酔ってるわけじゃない。ただ守りたいから、守る。そんな当たり前のことを実行してるだけだよ。冬夜くんは、ボクのかけがえのない家族だもん」

「………。相変わらず、てめえは甘ったれだ」

「えへへ。褒めてくれてありがと。さて、それじゃあ──」

　続きを始めようか、と梨り央お姉ねえが呟つぶやきかけた瞬間、すでにセツナは走り出していた。

　そして、俺の眼前で再び激突する刃と拳こぶし。

　──頂上決戦。

　まさにその言葉がふさわしい。同じ《Ⅸノウエム》の所有者である俺や真ま由ゆ香かやアリスですら、間に入ることができないであろう戦い。

　辻つじ峰みね梨央と霧きり谷や雪せつ奈な。

　三年前の事件の因縁に決着を付けるように、二人の最強はただひたすら互いの命を削り合った。



×　　　×　　　×



　もしかしたら、梨央姉がわざわざ俺に瞬しゆん転てんの説明をしたのは、時間稼ぎのためだったのかもしれない。

　つまりは今にも壊れそうな《血核ハートレス》を少しでも休ませる時間が欲しかったんだろう。

　そう思えてしまうほどに、目の前で行われている戦いは凄せい惨さんなものだった。

「……くっ!?」

　校庭の中心で交じり合う赤と黒。

　セツナの猛攻を、梨央姉はすべてギリギリのところで捌さばききっていた。しかし、もはやその顔にいつもの余裕スマイルはない。代わりに、目を背けたくなるような痛々しい苦く悶もんが刻まれている。

《血核ハートレス》の能力──血液操作。

　おそらくそれは自分の血液を増殖させ金属のように固めるもの。たぶん性質自体は真由香の《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》に近い。その証拠に校庭には血で作られた壁、矢、鎖、杭くい、小刀などの様々なものが散乱している。

　しかし、

「どうした梨央！　さっきからてめえの攻めは生なま温ぬるいんだよっ！　こんなもんに頼らねーで直接アタシの首を落としてみやがれっ！」

　梨央姉が打ち出す血の矢を片手だけで振り払いながら、咆ほう哮こうを上げるセツナ。

　そう、梨央姉の攻撃はすべてセツナに通用しない。

《血核ハートレス》の能力も、卓越した剣技も、そして切り札の瞬転さえも……第二獣化形態になったセツナの超絶な身体能力の前に捌かれ、対応され、逆襲される。

　剛と柔。

　圧倒的な運動能力で攻め込むセツナと、神がかり的な技術力で守り続ける梨央姉。二人の戦闘スタイルはまるで正反対だった。十数分の間だけ、二人の実力は拮きつ抗こうしていたと思う。今のセツナの圧倒的な強さを考えれば、梨り央お姉ねえがいかに強いかがよくわかる。

　けれど──。

「遅おせえっ！」

「!?」

　夜を斬きり裂くような怒声とともに放たれたセツナの蹴けりが、梨央姉の下腹を掠かすめた。攻撃をすべて捌さばき続けた梨央姉だが、ここで初めて身体からだに触れられてしまった。

　……ダメだ。

　徐々にだが確実に、梨央姉の動きが鈍くなってる。彼女の顔には大量の汗が浮かび、呼吸は乱れ、その身体が限界だと叫んでいる。あれじゃいつ《血核ハートレス》が壊れてもおかしくねえ……！

「くっ……はあっ……!?」

　しかも、セツナの蹴りがたったの一撃身体を掠めただけで、梨央姉は苦く悶もんを漏らしながらガクッと校庭に膝ひざを突いてしまった。そして、その口から零こぼれるのは血液。

　吐血だ。

　第二獣化形態になったセツナの蹴りは、わずかに掠めただけで梨央姉の内臓まで衝撃を伝え、組織を破壊したんだろう。あれじゃもはや呼吸すら満足にできないに違いない。

「うっ、うぅうううっ……！」

　しかし、まるで末期の結核患者みたいに激しく咳せき込んで、服を吐血で赤く染めながらも……梨央姉は満身創そう痍いの身体で必死に立ち上がろうとしている。

　俺のことを守るために……。

「……やめてくれ」

　今まで見たこともない従姉いとこの悲惨な姿に、思わず俺はそう呟つぶやいていた。

「もういい！　やめてくれ梨央姉っ！　それ以上戦ったらホントに《血核ハートレス》が壊れちまうんだろ!?　俺は梨央姉が……自分の家族が死ぬところなんか見たくねえんだよっ！」

　身体に絡みついた赤い鎖を揺らしながら叫ぶ。

　セツナの拳こぶしを喰くらった身体じゃロクに動けないし、頼みの綱の《円舞曲ワルツ》もヘシ折られた。現に、俺はこの鎖から抜け出すことすらできやしねえ。そう、俺にできるのはもはや叫ぶことだけ。

　──チクショウ。

　あまりの無力さに自分自身を殺したくなる。

　俺は、自分の家族を守るって決めたはずだったのに──！

「おにーさんの言う通りだぜ、梨央」

　膝を突いた梨央姉を見下ろしながら、セツナがどこか憐あわれみの籠こもった声で呟いた。

「三年前のアタシは《魔狼フエンリル》を暴走させちまった。そのせいで理性もないただの獣に成り下がってたんだ。だが、今は違う。今のアタシは冷静に《魔狼フエンリル》の力をコントロールすることができる」

「くっ……」

「ま、それでも全盛期の……三年前のてめえなら勝ち目があったかもしれねー。だが、今のてめえはボロボロだ。たぶん、胸の《血核ハートレス》が壊れかかってるんだろ？　そのせいで動きが鈍ってアタシの攻撃を喰くらっちまった。だから──」



　もうあきらめろよ、梨り央お。



　それは、どう考えても最終通告だった。

　セツナから梨央姉への……自分の親友への最後の説得。ここで梨央姉が頷うなずけば、もしかしたらセツナは彼女のことを見逃してくれるかもしれない。その後で治癒能力を持った七なな海みのところに連れていけば、梨央姉の身体からだだって……。

「ありがとね、せっちゃん」

　けれど、セツナの言葉を拒絶するように、梨央姉は再び立ち上がって刀を構えた。

　その瞳ひとみに浮かぶのは明確な闘争心。

　いつもの和やかな表情とは程遠い、覚悟を決めた人間の表情。

「きみがボクを気遣ってくれるのは嬉うれしい。でも、ボクはそれでも冬とう夜やくんのことを守りたいんだ。だからボクは──あきらめることを、あきらめる」

「………っ！」

　梨央姉の言葉を聞いた瞬間、どうしてかセツナは大きく後ろに跳んだ。

「……いや、」

　もしかして後退したのか？

　戦況はセツナが圧倒的に有利だったはずだ。

　なのに、どうして──。

「たぶん、これが最後だろうね」

　困惑する俺を無視するように、梨央姉は自分の口についた血を手で拭ぬぐい取った。直後、その血がみるみる増殖し、違う形へと変へん貌ぼうしていく。

《血核ハートレス》の能力、血液操作。

　今まで作りだしたものは、セツナの攻撃を防いだり、セツナを足止めする武器だった。けど、今回梨央姉が作ったのは──。

「……鞘さや？」

　そう、全長一メートルにも満たない真っ赤な鞘。何を思ったのか、梨央姉は持っていた刀をその鞘に納めてしまった。そして鞘を左手で掴つかんだまま、腰を低く落す。

　──居合。

　漫画やドラマの中でしか見たことがないような抜刀術。梨り央お姉ねえが今しようとしていることは、まさしくそれに違いなかった。

「……正気か、てめえ」

　居合の構えを取った梨央姉に向かって、吐き捨てるセツナ。その顔には、さっきとは比べ物にならない緊張……いや、恐怖が浮かんでいるように見えた。

「その構えを、アタシは忘れてねーぜ。なにせ、三年前に《魔狼フエンリル》を暴走させたアタシはその構えに負けたんだからな。だが、梨央。てめえは自分が何をするかわかってんだろうな？」

「もちろん。今からボクは、ウィッチクラフトの強化のリミッターを完璧に解除する。今までのボクはウィッチクラフトの強化を七割くらいしか引き出していなかった。けど──次の瞬しゆん転てんに、ボクは全力を尽くす」

　覚悟を決めたような、梨央姉の低い声。

　……やめろ。

　声を嗄からしてそう叫びたくなった。

　梨央姉曰いわく、普通の所有者はウィッチクラフトの強化を三割しか引き出せない。

　しかし、梨り央お姉ねえはリミッターを解除してセツナと戦っていた。

















　けど、今までの瞬しゆん転てんが全力じゃなかったとしたら……！

「──冬とう夜やくん」

　七割であそこまで身体からだが疲弊したんだ。ウィッチクラフトの強化を全開にしたら、今度こそ《血核ハートレス》が壊れちまうはずだ。

「セツナはボクが何としてもここで斃たおす。だから、きみは本家に帰って……ラピスや真ま由ゆ香かたちのことを守ってあげて」

「なっ……梨央姉！」

　……ふざけんな。

　お願いだからそんなことを言わないでくれ。

　これじゃまるで、遺言じゃねえか……！

「──上等だ。今ここで、三年前の事件の決着を付けてやる。──辻つじ峰みね梨央。てめえだけは、他ほかの誰だれにも殺させない。てめえだけは、アタシがこの手で殺す」

　俺の思考を遮るように響き渡るハスキーボイス。

　その主はセツナ。彼女は対たい峙じする梨央姉を見つめながら、その身体を低く沈めた。まるで、獲物に跳びかかる直前の狼おおかみのように。

　きっと、あれこそが正真正銘セツナの本気の構え。

　さっき戦った俺にはわかる。第二獣化形態になったセツナはあの体勢から爆発的に加速し、勢いそのままに相手に自らの拳こぶしを打ち込む。現に戦場舞踏を使った俺ですら反射的に剣で身体を庇かばうのが精一杯だった。

　──スピード勝負。

　瞬転を使った梨央の居合と、第二獣化形態になったセツナの拳。どっちの一撃が先に相手に当たるかのシンプルな戦い。

「───」

　交錯するお互いの視線。

　校庭を支配するのは鉛のように重い緊張感。

　その中で、二人はただ言葉を交わした。

　まるでこれが最後の会話だってわかっているかのように。

　──そして。

「さよなら、冬夜くん」

　梨央姉は。

　刀を構えたままでにこやかに微笑ほほえんでから。



「ボクは、冬夜くんのことが大好きだよ」



　──その瞬間。

　俺は梨り央お姉ねえの名前を叫ぼうとしたんだ。

　しかし、実際はそれすら叶かなわなかった。

　それは一瞬の交錯劇。

　梨央姉とセツナ。

　二人の全力の一撃が、夜空の下で激突して──。



×　　　×　　　×



　その一瞬、目の前の空気が爆はぜた。

　俺の視界がかろうじて捉とらえることができたのは、敵に向かって突貫するセツナ。そして、それを居合のままで待ち受ける梨央姉。

　けれど──。

「……がっ!?」

　そのわずか一瞬で、状況は大きく一変していた。

　突如舞い上がる砂すな埃ぼこりと土煙。その中心にいるのはうめき声を上げながら突貫の勢いそのままに地面に叩たたきつけられたセツナ。

　そして、さきほどまで納められていた刀を振り切っている梨央姉。

　この状況は、まさか……！

「………っ！」

　しかし、そこで異変が起きたのは意外なことに俺の身体からだを縛っていた鎖だった。

　まるで砂漠の風化現象のように、梨央姉の血で出来た鎖はボロボロと崩れてしまったのだ。

「──梨央姉っ！」

　そして、梨央姉本人も校庭へと倒れ伏していた。そのまま、まるで死人のようにピクリとも動かない。

　頭を過よぎるのは、さきほどの会話。

《血核ハートレス》が未完成のウィッチクラフトであるということ。さらに、今まで俺を縛っていた鎖が消えちまったってことは──！



「──アタシの、勝ちだ」



　ゾクッと。

　その声に背筋が凍りついた。

「セ、セツナ……」

　徐々に収まる砂すな埃ぼこりと土煙。

　その中心にいるのは、胸の辺りをナナメに斬きり裂かれたセツナ。傷ついた鉄くろがねの装甲の間から大量の血を零こぼし、表情を苦痛に歪ゆがめながらも彼女は立ち上がっていた。

「いや……正確には負けか。さっきの一瞬、梨り央おが放った一ひと太た刀ちはアタシの拳こぶしが自分の身体からだを貫くよりも早くアタシを斬り裂いた。普通だったら、アタシは身体を両断されて死んでただろうよ。だが……最後の最後で、《血核ハートレス》が限界を迎えた」

「なっ──」

　……嘘うそだ。

　そんなの、嘘だ。

「……梨央。てめえはホントに大したヤツだったよ。てめえはアタシに勝ったんだ。けど、その刃を完かん璧ぺきに振り抜く前に《血核ハートレス》が限界を迎えちまった。だからアタシはこうして生きてる。だから……最後に勝ったのは、アタシだ」

　じゃあ、梨央姉ねえはどうなったんだ？

　今一度、俺は彼女に目を向ける。

　だが、そこにいるのはやはり死人のように動かない家族の姿で──！

「う、おおおおおおっ！」

　頭の中を埋め尽くそうとする最悪の思考を打ち消したくて、俺は咆ほう哮こうを上げていた。そして、折れた剣を握って立ち上がろうとするが、

「ぐっ!?」

　悔しいことに、立ち上がることすらできなかった。わき腹から全身に響き渡る激痛。身動き一つできないほどに、俺の傷は深いのだろう。

　けど、強制解放フオルテを使えば……！

「やめとけよ、おにーさん」

　俺の思考を先読みしたように、セツナが言った。

「おにーさんのウィッチクラフトの能力を使えばまた立ち上がれるかもしれねーが、そこからどうするんだ？　傷を負ったとはいえ、アタシはてめえなんかに負けやしねーぞ。アタシに刃向えば、確実に死ぬぜ」

「くっ──！」

「だから……大人しく《剣舞士の首飾りソードダンサー》を渡せ。命を無駄にすんじゃねー。そんなことしたら、梨央は何のために死んだのか──」

「黙れ！　てめえが梨央姉の名前を呼ぶなっ！」

　そうだ。

　コイツが殺しやがったんだ。

　梨り央お姉ねえを……俺の家族を……！

「……そうだな」

　鮮血を零こぼしながら、セツナは頷うなずいた。

「確かに、アタシは梨央を殺しちまった。けど……それは、あいつがさっきアタシのことを本気で殺す覚悟を決めてたからだ。そして、アタシも梨央を殺す覚悟を決めた。その結果、勝ったのはアタシだ。だから──アタシが、《血核ハートレス》を狩る」

「なっ──」

　言葉を失う俺なんかまるで眼中にないといった様子で、セツナは梨央姉の下へと歩いていく。《血核ハートレス》を梨央姉の身体からだから取り出すために……。

　……そんなことさせるか。

　おまえなんかに、梨央姉を触らせるか！

　その一心で自分の剣を──《円舞曲ワルツ》を握り締める。確かに強制解放フオルテを使ってもセツナには勝てないだろう。

　けど、それでも俺は──。



「──へぇ。やっぱり面白いことになってたのね」



　しかし。

　唐突に響いたのは、場の空気に似合わないひどく幼くて無邪気な声だった。

「「………っ！」」

　あまりにも突然響いた声に、セツナと俺の目線は声のした方向に……校庭の一角に向けられる。

　そこに立っていたのは、白い少女。

　俺の胸のあたりまでしかない低い身長、華きや奢しやな体たい躯く。腰まで届く明るい色の髪と丸い帽子。全身を着飾る白い衣装。そして、その手には古びたヌイグルミ。

　まるでおとぎ話に出てくるみたいな可か憐れんさを持った女の子は、楽しそうに傷ついた俺たちを見つめていた。

「──この気配ニオイ。てめえ……ウィッチクラフトか！」

　血ち塗まみれになったセツナが殺意の籠こもった声で叫んだ。

　すると、少女はクスッと可憐な容姿には似合わないどこか妖よう艶えんな仕草で微笑ほほえんだ。

「はじめまして、セツナ。あなたはラビのことを知らないと思うけど、ラビはあなたたちのことをよく知ってるもん」

「……どういう意味だ？」

「それだけラビはあなたたちに興味があるってこと♪　けど、あなたも魔女の子孫なら少しくらいは知ってるでしょ？　過去にあなたたちの先祖である魔女はウィッチクラフトを奪おうとする敵と戦ったことがあった。そして──ラビはその戦争の首謀者なの」

　微笑ほほえみを浮かべたままで、少女は断言した。

　……まさか。

　今のコイツの言葉が真実だとしたら……。

「ええ」

　そして、白い少女はゆっくりと告げる。

　そう、紛れもない宣戦布告の言葉を──。

「過去に起きたウィッチクラフトを巡る戦い──魔女戦争ヴアルプルギス。ラビはその首謀者にして、魔女の……そして、魔女の子孫であるあなたたちの敵。遺産№13──《白兎ホワイトラビツト》」








第２章　彼女からの宣告





《白兎ホワイトラビツト》。

　魔女の最高傑作であるラピスの言葉を思い出すなら、それは魔女を裏切ったウィッチクラフトの名前だ。

　魔女戦争ヴアルプルギス。

　魔女からウィッチクラフトを略奪するために、《白兎ホワイトラビツト》は彼女に敵対する人間を集めて戦争を起こした。結果、当初は魔女側が圧倒的有利と思われていたが、実際は敵味方問わず多くの犠牲者が出てしまったんだ。

　──強肉弱食ジヤイアントキリング。

　それが《白兎ホワイトラビツト》の抱く思想。様々な策略を巡らせて自分よりも強い者を斃たおす下げ剋こく上じよう主義。

　ウィッチクラフトの戦闘は遺産№だけで勝敗が決まるわけじゃない。所有者の使い方や相手との相性、そしてウィッチクラフト同士の能力を上う手まく組み合わせたりすれば、下位の№でも上位に勝つことができる。

　きっと、彼女はそれを利用したんだろう。結果、《白兎ホワイトラビツト》は魔女をもっとも追い詰めたんだ。

　──そして。

　彼女が俺たちの前に現れたのは──。



「──兄さん？」



　聞き慣れた声に呼びかけられて、不意に意識が回復した。

　視界に映ったのは見慣れた天井。

　どうやら俺は、自分の部屋のベッドの上に寝かされているらしかった。

「……ああ」

　──そうか。

　確か、俺はセツナと戦って負けたんだ。

　けど、梨り央お姉ねえのおかげでなんとか生き延びることができた。

　しかし、そこにあいつが……《白兎ホワイトラビツト》が現れて……。

「兄さんっ！」

「!?」

　身体からだを起こそうとした瞬間、ベッドの横にいた人影が抱きついてきた。

　辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　俺の従妹いとこにして、遺産№９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者。トレードマークの黒髪ポニーテールを揺らしながら、彼女は俺の胸に思いっきり抱きついてきた。そのまま、俺の身体からだはベッドに押し倒されてしまう。

「兄さん、兄さん兄さん兄さん兄さん……！」

　俺を抱きしめる手に力を込める真由香。くしゃくしゃになった涙声で、必死に俺の名前を呼びながら。

「ほっ……ほんとに、ほんとに心配したんですよっ！　兄さんが、いつまで経たっても起きないから……！」

「……真由香」

「それに……どうして一人でセツナさんと戦いになんか行ったんですか！　兄さんが……兄さんが一言言ってくれれば、私だって……！」

「……ごめん」

　今の俺には、ただ謝ることしかできなかった。

　溢あふれ出す涙を拭ぬぐうように、真由香はただ俺の胸に顔を埋うずめてくる。泣きじゃくる彼女の背中は、小刻みに震えていた。

　……そうだ。

















　必死になって過去の記憶を思い出す。

　俺は《白兎ホワイトラビツト》が現れた後──。

「あら、やっと目が覚めたのねお兄様」

　そこで、ガチャっとドアが開くと当時に大人びた声が響いた。視線を向けると、部屋に入ってきたのは紅あかい髪を持った少女。

　霧きり谷や七なな海み。

　霧谷家の現当主にして、遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。そして今は俺たちと同盟関係にある女の子……。

「真ま由ゆ香かさん。お兄様が元気になって嬉うれしいのはわかるけど、いきなりイチャイチャするのはどうかと思うわ。一応、お兄様は病み上がりなんだし」

「………っ！」

　七海の指摘に、バっと俺の身体からだから離れる真由香。従妹いとこは顔を赤くしたまま「す、すみませんでした兄さん……」と謝ってきた。

「七海。俺の傷を治してくれたのはおまえか？」

「もちろん。それが私のウィッチクラフトとしての能力だもの。ただ、傷をすべて治したのにお兄様が三日も目を覚まさなかったのにはビックリしたけど」

「三日!?　俺はそんなに長い時間眠ってたのか!?」

「その通り。ちなみに今は八月四日の午後十一時。傷を治しても起きなかったってことは精神的なショックが大きかったんじゃないかしら」

「精神的なショック……」

　その言葉で、思い出した。

　砕けてしまった赤い鎖。

　ボロボロになって学園に倒れ伏す梨り央お姉ねえ。

　傷つきながらも勝利したセツナ。

　そして、現れた白い少女。

《白兎ホワイトラビツト》。

　七海の言葉が正しいとするなら、あいつと初めて遭遇したのはもう三日も前になる。

　そう、あいつが現れた後で、俺は──。



×　　　×　　　×



「──アタシたちの敵……だと？」

　夜の千せん羽ば学がく園えんの校庭。

　突然現れた《白兎ホワイトラビツト》に、セツナは警戒心を露あらわにしていた。

「ふざけんじゃねー。いきなり現れて何を言ってやがるんだてめえは」

「くふふ♪　ラビは当たり前のことを言ってるだけだけど？　だって、あなたたちの目的はウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうでしょ？　でも、ラビは蒐集なんかされたくない。だって、ラビには目的があるもん」

「……目的？」

　訊きき返すセツナ。

　すると、ラビは幼い少女のような無む垢くな笑顔のままで応こたえた。

「──戦争よ。ラビはあなたたちと……辻つじ峰みね家と霧きり谷や家と戦いがしたいの」

「ハッ。だったらさっさと襲えばいいじゃねーか。そこにいるおにーさんや梨り央おは辻峰の人間だ。それに、アタシだって元は霧谷の人間だぜ？」

「もぅ、わかってないわねぇセツナ。そんな無粋なことはしないわよ。だって、ラビはただあなたたちを斃たおしたいんじゃないの。ラビの敵は強ければ強いほどいい。だから、こんな弱ってるところを叩たたいても意味がないもん」

「……そりゃあどういう意味だ？」

「だって、ラビの目的は本調子のあなたたちと戦うことなの。今の辻峰と霧谷の戦力は魅力的だわ。《蒼柩ラピスラズリ》、《紅柩ピジヨンブラツド》、《剣舞士の首飾りソードダンサー》、《四銃奏カルテツト》。そして……あなたの《魔狼フエンリル》。これだけの《Ⅸノウエム》を揃そろえているのに、わざわざ弱ってるところを狙ねらうなんてもったいないでしょ？」

「………っ」

　その言葉に、俺は息を呑のむしかなかった。

　……おかしい。

　なんなんだ、コイツは。

　普通敵と戦うんだったら弱ってるところを叩くのが定石だ。それがもっともリスクのない冴さえたやり方。なのに、コイツはあえてその逆をやろうとしている。

　これじゃまるで……。

「じゃあ、何か？　てめえはアタシに勝つことじゃなく、本調子のアタシたちと戦うことが目的だって言いてえのか？」

「大正解！　でも、ラビはできれば勝ちたいのっ！　だって、ラビは遺産№13。あなたたちが所有してる《Ⅸノウエム》に比べたら大分格下よ。けど、そんなラビが本調子のあなたたちに勝ったら……面白いと思わない？」

「ハハハッ！　そりゃあ面白いだろーな！　だが、てめえは自分で何を言ってんのかわかってんのか？」

「ええ、もちろん。ラビの目的は──強肉弱食ジヤイアントキリング。弱者が強者を斃すこと。それがラビの信条。じゃなかったら、あんなに強かった魔女に戦いを挑んだりしないわよ」

　クスクスと微笑ほほえみながら、ラビは言いやがった。

「──くっ」

　言いようのない悪寒が、俺の身体からだを襲ってきた。

　……ヤバイ。

　コイツは俺たちが今まで戦ってきた敵とは違いすぎる。

　ただ魔女と再会したかった《蜃気楼ミラージユ》。

　自由と家族を求めていた七なな海み。

　そしてすべてのウィッチクラフトを狩り尽くすことが目的のセツナ。

　少なくとも、今まで俺たちが戦った敵は……俺たちを斃たおすことだけが目的だった。

　でも、コイツは違う。

　コイツの目的は、本調子の俺たちと戦うこと。強肉弱食ジヤイアントキリング。その言葉通り、勝利を得ることだけじゃなく、強い人間と戦うこと自体を楽しんでやがる。

　つまりは──戦闘狂。

《白兎ホワイトラビツト》。

　コイツは……俺からしたらどこまでも異質な相手だ。

「なるほどね」

　小さく舌打ちをした後で、セツナが毒づいた。

「どんなヤローかと思えば、頭のネジが外れたイカレ女かよ。それで、勝算はあんのか？　アタシはともかく、今の辻つじ峰みねと霧きり谷やは《Ⅸノウエム》を五つも所有してんだぜ？」

「ふふっ♪　今はまだ教えてあげない。だって教えちゃったらつまんないもん。ラビはただ、全力のあなたたちと戦いたいだけなのよ。だから、そのために──今夜、ここに来たの」

　瞬間、目の前の光景に俺は息を呑のんだ。

　──時計。

　小さな懐中時計である。突然ラビが手を掲げると、彼女の掌には白い懐中時計が現れたのだ。

　まさか、あれがあいつのウィッチクラフトとしての能力なのか？

「……ああ、その時計を見て思い出したぜ」

　俺の疑問に答えるように、セツナが口を開いていた。

「昔霧谷の屋敷で読んだ魔女の文献に書いてあったっけな。《白兎ホワイトラビツト》は懐中時計のウィッチクラフトの名前だ。そして、その能力は──火薬時計」

「火薬時計？」

「おー。気を付けろよおにーさん。アタシの記憶が正しければ、あのちっこい時計は爆弾だ。あれ一つで《四銃奏カルテツト》のセカンドショットぐらいの威力がある。ま、能力自体は大したことねーはずだ」

「あはは♪　その通りよ、セツナ。あなたたちが持ってる《Ⅸノウエム》に比べたら大したことがない能力よね。でも、能力が大したことなくても……使い方次第では勝つことができるもの」

「──はんっ。面白いじゃねーか。やれるもんなら、やってみろよ」

　そう言ってから、血ち塗まみれの身体からだで拳こぶしを構えようとするセツナ。

　……無理だ。

　いくらセツナが手負いだからって、《白兎ホワイトラビツト》の遺産№は13。とてもじゃないが《魔狼フエンリル》とマトモにやりあえるとは思えない。それはコイツが所有してるはずの遺産№12《屍操書ミツドナイトヘブン》を使っても同じだと思う。

　それとも、はなからコイツはマトモに戦うつもりがないのか？

　強肉弱食ジヤイアントキリング。

　様々な策略を用いて自分よりも強い相手を斃たおすのがラビの信条だとしたら──。



「──撃ち抜け、ファーストショット」



　突如。

　そこで校庭に響いたのは、乾いた銃声だった。

「チッ！」

　放たれたのは一発の炎の弾丸。大きく跳び上がって回避したセツナの足元に着弾し、地面に小さな穴を穿うがった。

「大丈夫、お兄様？」

「な、七なな海み？」

　声のした方向に振り向くと、そこにいたのはドレスを着た七海。

《四銃奏カルテツト》を構えるアリス。

　そして、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を手に持った真ま由ゆ香かの姿だった。

「ど、どうしてここに？」

「それは……さっき、霧きり谷やの屋敷に彼女が来たのよ。彼女はお兄様と梨り央おさんがセツナさんと戦ってるって私に教えたわ。だから真由香さんにも連絡してここにやってきたの」

「か、彼女って……」

　まさか、わざわざそんなことをしたのは……。

「ふふっ♪　遅かったわね、《紅柩ピジヨンブラツド》。もう少しで手遅れになっちゃうところだったわ」

「まさか、七海に情報を教えたのは……」

「ラビに決まってるでしょ？　勘違いしないで欲しいけど、ラビは今あなたたちと戦うつもりはないもん。ここに来たのは──争いを止めるため。だから霧きり谷や家を訪ねて《紅柩ピジヨンブラツド》に情報を伝えた。だって、こうすればセツナも逃げるしかないもの」

　楽しそうに言ってから、セツナに微笑ほほえみかける《白兎ホワイトラビツト》。

　すると、セツナは「くっ……」と悔しそうに口唇くちびるを噛かみしめた。

「……ナメんな。メイド女とまゆっちが来たところで状況は変わらねー。第二獣化形態になったアタシなら──」

「もぅ、意地は張らなくていいのに。だって、さっきからあなたの傷は全然治ってないじゃない。《魔狼フエンリル》の第二獣化形態の弱点。それは──傷の治りが格段に遅くなってしまうことでしょ？」

「……てめえ、どうしてそれを……」

「あははっ♪　何を言ってるの？　だって、《魔狼フエンリル》はラビが始めた戦争に勝つために魔女が生み出したものよ？　だったら、能力ぐらい知ってて当然じゃない。《魔狼フエンリル》の第二獣化形態は攻撃に特化した姿。しかし、特化するあまり傷の治癒に割くエネルギーがなくなっちゃう。だから、身体からだを装甲で覆ってるのよね？」

「くっ……！」

　図星だったのか、セツナは悔しげに唸うなるしかなかった。

　……そうか。

　それが梨り央お姉ねえの言ってた《魔狼フエンリル》の弱点か。

　もし今コイツが言ったことが本当だとしたら、戦況はわからない。いくら第二獣化形態になったセツナが強かろうと、今は梨央姉によってかなりの深手を負わされている。しかもその傷はいつものように瞬時に回復はしない。

　その状態で、《Ⅸノウエム》の所有者である真ま由ゆ香かとアリスを相手にするのはかなりリスクのある選択のはずで……。

「──だから」

　学園に生まれた三みつ巴どもえの抗争図。その緊張感を払うようなおどけた声で、《白兎ホワイトラビツト》は言葉を紡ぐ。

「今夜は仕切り直しね。戦いはまた後日。セツナもトーヤもしばらくは自分の傷を癒いやすことに専念して。傷が治ったら、もっと楽しくて面白い戦いをラビとしましょう。そして、そのとき──」

　一瞬だけ、《白兎ホワイトラビツト》はその顔に張り付いていた笑顔を消してから、



「ラビは、アリスを手に入れる」



「なっ──」

　アリスだって？

　それは霧きり谷やアリスのことか？

　一瞬だけ七なな海みとアリスに意識が行く。すると二人も警戒したように《白兎ホワイトラビツト》から距離を取った。

　瞬間、《白兎ホワイトラビツト》は片手に持った懐中時計を空に投とう擲てき。

　緩やかな放物線を描きながら、白い懐中時計はゆっくりと地面に落下して、



　爆はぜた。



　すぐさま強烈な熱風が学園を襲う。

　校庭の中心に生まれたのは黒煙と爆炎。

　懐中時計の落下場所から若干距離があったせいで俺たちに被害はなかったが……爆発に気を取られた一瞬の隙すきに、セツナと《白兎ホワイトラビツト》の姿は消えてしまっていた。

　たぶん、二人ともこの場から逃げることを選択したんだと思うが……。

「──兄さん!?」

　そこで響いたのは、ひどく慌てた真ま由ゆ香かの声。

　そして彼女の視線の先で、俺の身体からだは地面に倒れてしまっていた。おそらく、緊張が一気に解けてしまったせいでなんとか繋つなぎ止めていた意識が途切れたんだろう。その証拠に、もはやセツナに殴られた傷の痛みすらおぼろげだ。

「───」

　それでも、目に映っているのは校庭を照らす爆炎の明かり。

　俺にはそれが──何かの始まりの合図のように思えて仕方がなかった。



×　　　×　　　×



　──そして、現在。

　校庭で倒れた俺はきっと真由香たちに運ばれて辻つじ峰みね本家に帰ってきたんだろう。傷は七海が治してくれたが、三日間も俺は眠っていた。

　たぶん、その原因は──。

「くっ……！」

　思い出したら、目の前が真っ暗になりそうだった。胸を埋め尽くすのはどうしようもない後悔と深海のように底が見えないほどの絶望。

　だって、俺を庇かばったせいで梨り央お姉ねえが……。



「あれ？　冬とう夜やくん、やっと目が覚めたの？」



　が。

　そこで聞こえたのは、天てん真しん爛らん漫まんで能天気な声だった。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　寝巻姿の従姉いとこは、ごく自然な感じでドアを開けて俺の部屋に入ってきていた。

「………」

　……そうか。

　きっと俺は梨央姉ねえが死んでしまったことを認めたくなくて現実逃避をしてるんだろう。じゃなきゃ梨央姉が化けて出たとか。いや、幽霊でも梨央姉に会えるのはすごく嬉うれしくて……。

「えへへ、冬夜くん♪」

「!?」

　そんな思考をしていたら、いきなり目の前の梨央姉がダイビングハグをして……って、なんでこの人は俺の顔面に抱きついてくるんだ！

「ふごっ！　ふごごっ！」

「え？　なんて言ってるの冬夜くん？　ひょっとして、『梨央姉が生きててくれて本当に嬉しい！』とか？　うわぁ、だとしたらボクもすっごく嬉しいなぁ」

「ち、違います姉さん！　どう考えても兄さんは『梨央姉！　このままじゃ呼吸困難で死ぬ！』って言っています！」

「あら、そうかしら？　私には『この感触はＤ……いや、Ｅカップだな!?』って言ってるように聞こえるけど？」

「ふごおおおおおっ！」

　叫び声を上げながら、なんとか俺は梨央姉の身体からだを引きはがしていた。

　ちなみに、正解は真ま由ゆ香か。

　あのままじゃマジで呼吸困難で天国に行くとこだった。……いえ、それをいったらさっきの状況こそが天国と呼ぶにふさわしい気もするが。

　まあ、それはともかく……。

「り、梨央姉。ホントに梨央姉なのか？」

　少し緊張しながら、目の前にいる従姉に話しかける。

　すると、梨央姉はにっこりといつものスマイルで微笑ほほえんでくれた。

「もちろん。今抱きついて証明した通り、幽霊でもないよ？」

「でも、梨央姉はセツナとの戦いで《血核ハートレス》が壊れて……」

「だいじょーぶ。あのとき倒れたのはセツナの蹴けりのダメージのせいだったから。《血核ハートレス》が壊れちゃってたらボクは今この場にいないわけだし。それに、お腹なかの傷も七なな海みちゃんの能力で治してもらって──」

　そこまで言って、梨り央お姉ねえは黙った。

　ぎゅっと。

　俺がその華きや奢しやな身体からだを抱きしめていた。

「……と、冬とう夜やくん？」

　俺の腕の中で、梨央姉は少し驚いているようだった。そんな彼女の身体を、俺はぎゅっと抱きしめながら──。

「……よかった」

　噛かみしめるように、心からの本音を口にする。

　……ああ。

　梨央姉は、生きてる。

　たった今聞いた声も、俺の身体が感じてる温かさも、トクントクンって伝わってくる心臓の鼓動も……すべて梨央姉が生きてる証拠だ。

　それだけで……それだけで俺は……。

「……うん。ボクも、自分が生きててよかったって思うよ」

　そう言ってから、梨央姉は俺の身体を抱きしめてくれた。

　より伝わってくる梨央姉の体温。

　直に触れる彼女の身体は、やっぱり温かくて……。

「でも、いきなり抱きつくのはえっちだと思うなぁ」

「それを言ったらさっき梨央姉も抱きついてきたよな!?」

「ボクはいいんだよ。だってボクは冬夜くんのお姉ちゃんだもん」

「いや、そんなよくわからない理屈を……」

「えへへ。けど、冬夜くんがぎゅっとしてくれて嬉うれしかったよ。ありがとね」

　そう言って、梨央姉は俺の身体から離れた。

　でも、本当によかった。

　梨央姉が無事でいてくれて……。

「……姉さん。今は安静にしていなくちゃダメですよ。それに、兄さんに胸を押し付けたりして……」

「ひょっとして、真ま由ゆ香かもぎゅってしたかった？」

「ち、違います！　私はただ姉さんと自分の胸の大きさの違いが……いえ、姉さんの身体が心配なだけです。七海さんに傷を治してもらったとはいえ、三日前に無茶をしたのは事実でしょう？」

「あはは、わかってるよ真由香。じゃあね、冬夜くん。ボクは自分の部屋に戻るから」

　真ま由ゆ香かに引き連れられるように、寝巻姿の梨り央お姉ねえは部屋を出ていった。

　たぶん、真由香は梨央姉のことを心配してるんだろう。

　三年前の事件で梨央姉が死んだのを間近で見ていたのは真由香だ。だから真由香は梨央姉が戦うことをひどく嫌っていたっけ。いや、案外梨央姉と自分の発育の違いについてコンプレックスを抱いてるだけかもしれないが。

　何はともあれ、梨央姉は全然元気そうだし、これならきっと心配なんてする必要はないだろう。

「さすがね」

　梨央姉たちが去っていったドアを見ながら、七なな海みが呟つぶやいた。

「辻つじ峰みね家の当主だけのことはあるわ。たぶん、梨央さんはお兄様を不安にさせないために普段通りに振る舞ってたのよ」

「は？　どういう意味だよ？」

　すぐさま訊きき返す。

　すると、七海は少しだけ黙った後で。

「三日前──セツナさんとの戦いで梨央さんは倒れたわよね？　傷を治した私だから言えることだけど、それは身体からだに負った傷のせいじゃなくて、間違いなく《血核ハートレス》が壊れかけたからよ」

「なっ……」

　……何を言ってるんだよ。

　だって、梨央姉はあんなに元気そうに……。

「言ったでしょう？　普段通りに見えるように振る舞っていただけだって。セツナさんとの戦いで、梨央さんはかなりの無茶をしてしまった。正直な話、今の《血核ハートレス》はいつ壊れてもおかしくない状態にあるの」

「………っ！」

　七海の言葉に、絶句するしかなかった。

　じゃあ、何か？

　梨央姉は、ただ俺を安心させるためにいつも通りに微笑ほほえんでくれてたのか？

「……そのことを真由香は知ってるのか？」

「ええ。だから梨央さんを無理やり部屋に引きつれていったんでしょうね。真由香さんも今はなんとか冷静でいてくれるけど……三日前はひどく動揺していたわ。真由香さんにとって梨央さんはたった一人の家族だから、無理もないと思うけど」

　どこか責めるような口調で言う七海。

　その瞳ひとみは、真まっ直すぐに俺のことを射抜いていた。

「お兄様。あなたはセツナさんと決闘をするという取引をしていたんでしょう？　だから、たった一人で戦った」

「……すまない」

「謝らないで。むしろ謝るのはこっちだもの。お兄様がセツナさんとそういう取引をする原因を作ったのは……この私だから」

「七なな海み……」

　今の言葉通り、俺がセツナと決闘する取引をしたのは、梨り央お姉ねえを人質に取った七海と戦うためだった。

　霧きり谷や七海。

　遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。

　彼女が自由を求めて戦争を起こしたから──。

「だから……ごめんなさい、お兄様」

「いや、謝らなくていい。あんな取引を呑のんじまった俺にも責任はあるんだ」

「……ありがとう。そう言ってもらえると少しだけ気分が楽になるわ。それに、今はお互いに謝っている場合でもないと思うの。三日前に起きた戦いで、ウィッチクラフトを巡るこの街の戦況は大きく動いたわ」

「それは……」

「遺産№13《白兎ホワイトラビツト》。過去に起きた魔女戦争ヴアルプルギスの首謀者にして、魔女をもっとも追い詰めたウィッチクラフト。彼女が何をしてくるかわからない以上、しばらくは警戒が必要よ」

「ああ。その意見には俺も賛成だ。あいつは今まで俺たちが蒐しゆう集しゆうしてきたウィッチクラフトとは異質な気がする」

《白兎ホワイトラビツト》の目的は自分より強い相手と戦うこと。

　そして、策略を駆使して弱者である自分が敵である強者を斃たおすこと。

　あいつがどんな策略を用意してるかはわからないが、魔女戦争ヴアルプルギスを起こして多くの犠牲者を出したのは事実なんだ。

　だとしたら、今まで以上に警戒するのは当然だろう。

「でも、あいつは俺だけじゃなくセツナとも戦うつもりだ。そのために、セツナの傷が癒いえるまで待つって言ってたぞ」

「そうね。セツナさんに傷を負わせた張本人である梨央さんの話だと、セツナさんが傷を治すのには一週間ぐらいかかるって言っていたわ。第二獣化形態のときに負った傷は、すぐには治せないそうだから」

「それが《魔狼フエンリル》の第二獣化形態の弱点か。あれだけ攻撃に特化してる分、リスクも大きいってことだな。だから、セツナはこの街のどこかで傷を癒いやしてる……」

「彼女を捜す方法ならあるわ。灰はい原ばら家が所有する外がい套とうのウィッチクラフト。遺産№６《夜魔ヴアンパイア》。あれなら外套を無数の蝙蝠コウモリに変えて街を捜索することができる。だから、もし運が良ければ……」

「けど、もし捜し出せたとしてもあいつが俺たちと手を組むとは限らねえだろ？」

「ええ。むしろ、共闘を求めても断られる可能性の方が高いと思うわ。でも、可能性の一つとしては考えておいた方が良いと思って。何にせよ、セツナさんが傷を治すには後四日ほど時間がある」

「その間に俺たちも戦力を整えなくちゃいけないってことか」

　現に俺は七なな海みに怪け我がを治してもらった。

　これならすぐにでも戦線に復帰できるだろう。

「あっ、七海。一つ質問なんだけど、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は……」

「心配しないで。セツナさんとの戦いで折れてしまっていたけど、《Ⅸノウエム》クラスのウィッチクラフトならかなり早い時間で自己修復する。もちろん、未完成である《血核ハートレス》は違うけどね」

「そっか。じゃあ、《剣舞士の首飾りソードダンサー》はもう治ってるのか？」

「ええ。ただ……」

　どうしてか、真剣な顔で黙り込む七海。

　……なんだ？

　何か言いづらいことでもあるのか？　そう言えば、普段俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を首から下げているが、今はどこにも見当たらない。

　だとしたら、俺の代わりに誰だれかが持ってるのか？

「お兄様」

　ふうっと、一度だけ息を吐いてから七海は俺を呼ぶ。

「今後、私たちがすることは一つ。それは《白兎ホワイトラビツト》の襲撃に備えて、自分たちの戦力を整えること。もし彼女が襲ってきたら、万全の態勢で迎え撃たなくちゃいけない。そのためには──チームワークを整えることが重要よ」

「………っ」

　そこまで七海が言ったところで、俺には彼女が何を言いたいのかわかってしまった。

　どんな事情があろうと、俺がセツナと一人で戦ってしまったのは事実。

　そして俺はセツナと戦いにいくために──あいつにひどいことをしてしまったんだ。

　そう、俺が所有しているもう一つのウィッチクラフトである、彼女に──。

「──冬とう夜や」

　ドクンッと。

　唐突に響いたその声を聞いた瞬間、胸の鼓動が大きく脈動した。

　反射的に目を向けると、ドアを開けて部屋に入ってきたのは金色の髪に蒼あおい瞳ひとみを持った小さな少女。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　魔女の最高傑作であり、封印のウィッチクラフトである少女だった。

「ラ、ラピス……」

　彼女の姿を見てしまったせいか、ひどく声が上ずってしまった。

　思い出すのは、三日前の光景。

　セツナとの戦いに行く前、自分の所有者であり家族である俺を必死に引き留めようとしたラピスを……俺は、所有者の権限を使って無理やり柩ひつぎの姿にして、眠らせてしまったんだ。

　あのときの俺が所有者としてラピスにした命令は『明日の朝まで眠っていてくれ』というもの。

　だから、今はこうして人間の姿になっているんだろうが……。

「───」

　──沈黙。

　ひどく重い無音が、部屋を満たす。

　ラピスは俺のことを見つめているだけで、何も言ってくれない。

　けど、何の追及もしてこない彼女の態度から余計に読み取れてしまう。きっと、ラピスはひどく俺に対して怒っているんだろう。

　だけど、いつまでも黙っているわけにはいかない。

　当然、ラピスだって《白兎ホワイトラビツト》が現れたことを七なな海みや真ま由ゆ香かから聞いているはずだ。

　だったら、今は俺たちが争ってる場合じゃないってことぐらい……。

「冬とう夜や。あんたに、一つ言っておくわ」

　しかし、そんな甘い考えを裏切るように、ラピスはその小さな手の中に握られたものを見せつけてきた。

「なっ……ラピス、それは……」

　ラピスの掌に載っていたのは、銀色の十字架のペンダント。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　それは間違いなく、俺が所有者になったウィッチクラフトにして、俺が戦うためのたった一つの手段だった。

　けれど、ラピスはおもむろに銀色のペンダントを自分の首にかけながら──。



「もう二度と、あんたに《剣舞士の首飾りソードダンサー》は渡さない」



「なっ──」

　突然の宣告に、心臓を鷲わし掴づかみにされたような悪寒が走る。

　すると、ラピスはひどく冷え切った表情を浮かべながら、口唇くちびるを動かす。

「冬とう夜や。リリィとの約束を破ることになっちゃうけど……わたしは、もう二度とあんたにウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうをさせるつもりはないわ。だから──」

　次の瞬間。

　彼女の紡いだ言葉は、俺にとって絶望でしかなかった。



「あんたはもう、ウィッチクラフトと戦わないで」

















第３章　騒乱ストレンジキャット





「兄さん、もうそろそろ終わりにしませんか？」

　八月五日、午後五時。

　俺が三日間もの睡眠から目覚めた翌日。俺と真ま由ゆ香かは千せん羽ば学がく園えんの剣道場で二人きりで竹刀を使った鍛錬をしていた。

「ああ。ありがとうな、真由香。三日も寝てたせいか身体からだが鈍ってたんだけど、真由香と鍛錬できたおかげで大分勘を取り戻せた」

「それはよかったです。でも、いくら勘が戻っても今の兄さんは……ウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうできません。だって、《剣舞士の首飾りソードダンサー》が……」

「……おう。わかってるよ」

　昨日、俺が目覚めた後でラピスとした会話。

　あいつは俺に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返すことを拒否した。

　思えば、俺がウィッチクラフトの蒐集を始めるきっかけは今年の四月にラピスと出会ったこと。

　そこでいきなりあいつは俺を自分の番い犬ぬ呼ばわりしたんだっけな。

　けれど……。

「………」

　その関係は、昨日破は綻たんしてしまった。

　ラピスは俺から《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪った。もちろんラピス自身が所有者になるというわけじゃないが、昨日は『強引に取り返すつもりなら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を私の中に封印する』とまで言いやがったんだ。

　あいつは、本気で俺をウィッチクラフト蒐集から遠ざける気なんだ。

　そう、戦う手段である《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪うことで……。

「……たぶん、ラピスはショックだったんですよ」

　剣道着を着た真由香が小さな声で言った。

「ラピスから聞きましたけど、兄さんはあの人との戦いに行くためにラピスを強引に柩ひつぎの姿にしてしまったんですよね？　ラピスが必死に引き留めようとしていたのに……。もし私がラピスの立場だったら……きっとすごく悲しんでしまいます」

「真由香……」

「もちろん、兄さんが私たちを……自分の家族を守るためにそういうことをしたんだっていうのは理解できますよ？　けど……それでも……」

「わかってる。俺は、五十年前に魔女があいつにしたことと同じことをしちまったんだ」

　脳裏を過よぎるのは三日前に交わしたラピスとの会話。俺が『絶対に本家に帰ってくる』と言ったとき、あいつはこう言ったんだ。



『そんなの信じられないわよっ！　だって……五十年前、リリィは死んじゃったもん！　今の冬とう夜やと同じようにわたしを眠らせた後……もう二度と会うことはできなかった！』



　実際、俺は魔女と違って生きて帰ってくることができた。

　しかし、それでもラピスを拒絶したことには変わりない。

　心に中にあるのは、取り返しのつかないことをしてしまった後悔と、ラピスに対しての深い罪悪感。

　俺は、あいつの気持ちを裏切ってしまったんだ……。

「……なんとか、しなくちゃな」

「はい。たぶん、昨日話してから兄さんとラピスは一言も口を利いてませんよね？《白兎ホワイトラビツト》の件もありますし……なんとかラピスを説得しなくちゃなりません。でも、私や七なな海みさんが何を言ってもラピスは聞いてくれなくて……」

「それだけあいつも俺に対して怒ってるってことだと思う。だから……この問題は俺が解決する」

　どうにかして俺はラピスとの関係を修復しなくちゃならない。

　来たるべき《白兎ホワイトラビツト》との戦いのために。

　そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を使って家族を守るために。

「そろそろ帰ろうぜ、真ま由ゆ香か。あんまり本家を離れてるのも危険だしさ」

《白兎ホワイトラビツト》の目的は全力の俺たちと戦うこと。

　だから俺や真由香がいない辻つじ峰みね本家に襲撃をかけるとは考えにくいが……それでも注意は必要だろう。

　そんな感じで、着替えるために剣道場を出ようとしたが……。

「えっ……」

　ぎゅっと。

　唐突に、真由香が俺の胸に飛び込んできた。

「ま、真由香？」

　俺の胸に顔を埋うずめている従妹いとこに話しかける。

　その身体からだは……微かすかに震えている気がした。

「……兄さん」

　そして、彼女は消え入りそうな声で……。

「ショックを受けてるのは、ラピスだけじゃありませんよ？　私だって……兄さんが一人であの人と戦いに行ったって知ったときはすごく驚いたんです。そして、兄さんがあんなに傷だらけになったのを見たときは……不安で胸が潰つぶれそうでした」

「真ま由ゆ香か……」

「四日前……兄さんが私の告白を断りましたよね？　そのとき、私がなんて言ったか覚えていますか？」

「……ああ、当たり前だろ」

　忘れられるはずがない。

　告白を断られた直後だっていうのに、真由香はこう言ったんだ。



『きっと──またいつか、私がもう一度兄さんに告白するときが来ると思います。そのときが来るまで……私、あきらめずに頑張ります。兄さんに女の子として好きになってもらえるように努力します。だって……私は、兄さんのことが大好きですから』



「……ひどいですっ」

　俺の身体からだをぎゅっと抱きしめながら、真由香は絞り出すように口にした。

「私が自分の気持ちを伝えたとき、兄さんはたった一人でセツナさんと戦うことを決めていたんでしょう？　だったら……私にそのことを教えてくれてもよかったじゃないですか。そうすれば、兄さんや姉さんがあんな目にあうことは……」

「……すまない。セツナとは一対一の決闘をするって取引だったんだ。それに取引に応じなかったら、セツナは俺以外の人間を狙ねらうって宣言した。真由香や梨り央お姉ねえや七なな海みたちのことを……」

「───っ」

　俺の言葉に、ぎゅっと真由香は両腕に込める力を強めた。

「……ずるいですっ。そんなこと言われたら……何も言い返せないじゃないですか！」

「……悪い」

「謝らないでください！　私は……悔しいんです！　私は七海さんとの戦いで、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなせるようになりました！　だから、前よりも強くなれたって思って……いいえ！思い上がっていたんです！」

「………」

「ウィッチクラフトを使った鍛錬でも兄さんに何度も勝てるようになって……それがすごく嬉うれしかった。でも……私がそうやって浮かれている間も、兄さんはセツナさんと戦うために必死だったんですよね？　だから……あんなに厳しい鍛錬をしていた……」

「……そうだな。真由香の言葉通りだ」

　そう、俺はただ守りたかっただけなんだ。

　だからたった一人でセツナと戦った。

　けど、そのせいで大事な人間を傷つけてしまったのも事実。

　必死に引き留めようとしたが俺に裏切られてしまったラピス、俺を庇かばって戦ってくれた梨り央お姉ねえ、そして……今こうして俺に抱きつきながら震えてる真ま由ゆ香か。

　仕方がなかったこととはいえ、俺はきっと許されないことをしたんだと思う。

「やっぱり、私はまだ弱いです」

「えっ……どういう意味だよ？」

「だって、兄さんは私たちを守るためにセツナさんとたった一人で戦ったんですよね？　私がもっと強かったら、きっと兄さんを助けることができたのでは？」

「……そこまで気に病むな。おまえは十分強い。その証拠に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》だって十分使いこなして──」

「そんなことはありません！　だって、私はまだ姉さんより弱いんです！　兄さんだって姉さんの戦いを見たんでしょう!?　辻つじ峰みね家歴代最強の当主……天才と呼ばれた姉さんの戦いを！」

「それは……」

「だから、私はもっと強くなりたいんです。そのためには……今のままじゃダメなのかもしれません。もっともっと、強くなるための方法を考えなくちゃ──」

　そこまで言ったところで、真由香の言葉は止まった。

　ぎゅっと。

　俺が真由香の華きや奢しやな身体からだを両腕で抱きしめていた。

「あっ……に、兄さん？」

　不安そうな声が聞こえたが、構わずに抱きしめる。

　──どうしてか、急に嫌な予感がした。

　これじゃまるで、俺が本家に帰ってきたばっかりの頃ころの真由香だ。自分を庇って一度死んでしまった姉のために、ただ必死に鍛錬をしていた一人ぼっちの女の子。

　俺は自分の家族がまたあんな風になるのが嫌だったんだ。

　だから、少しでもコイツを安心させたくて──。

「！」

　そこで、不意に軽やかな電子音が聞こえた。発信源は剣道場に置かれた俺のケータイである。

「……悪い、真由香。電話に出てもいいか？」

「あっ……はい。もしかしたら、本家からの連絡かもしれませんし……」

　確認すると、真由香はどこか名残惜しそうに応こたえた。

　そんな彼女の身体から離れてからケータイを手に取ってディスプレイを見ると……そこに映っていた名前は意外な人物だった。

「……イツキ？」

　そう、灰はい原ばらイツキ。

　魔女の子孫ではないが、辻つじ峰みね家と霧きり谷や家をサポートする役目を持った一族の現当主である。コイツから連絡があるってことは、やっぱりウィッチクラフト関係なのか？

　そんなことを考えながら、真ま由ゆ香かにも話を聞かせるために電話をハンズフリーモードにすると、

『辻峰くん。学園でまゆっちとイチャつくのはどうかと思うっすよ』

「いきなり何を言い出すんだよおまえは!?」

　しかもやけに的を射たコメントじゃねえか！　もしかしてどっかから見てるのか!?

『あれ？　どうしてそんなに慌てるんすか？　イツキはただ冗談で言っただけなのに。まさか、ホントにまゆっちと──』

「そ、そそそんなわけねえだろっ！」

『んー、でも最近のまゆっちはちょっと様子が変わったというか、具体的に言うとひと夏の経験を経て大人の女になった的な……ハッ!?　まさか、辻峰くんとまゆっちはもうすでに！』

「な、なな何がもうすでにですか！　私と兄さんはいやらしいことなんか……あぅ」

「真由香！　そこで黙っちゃダメだ！　つーか、なんでそんなに顔を赤くしてんだよ!?」

「だっ、だって……兄さんは私に……」

　そこまで言ったところで、恥ずかしそうに顔を隠してしまう真由香。かろうじて見えるのは真っ赤になった耳だけ。たぶん顔全体も真っ赤になっているだろう。

　ちなみに、俺も顔が熱くなって仕方がなかった。

　脳裏を過よぎるのは、四日前の夜の光景。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を支配されかけた俺は真由香と……とても口では言えないようなことをしてしまった。

　思い出すのは、あのとき瞼まぶたに焼きついた真由香の姿。

　乱れた黒髪、脱がされた白いシャツ、微かすかに汗の雫しずくが浮かんだ瑞みず々みずしい肌、あられもない従妹いとこの姿……。

『あっ。辻峰くん、なんかえっちなことを考えてるっすね？』

「う、うるせえ！　余計なことを言うな！」

「……兄さん。ちょっとぐらい考えるのでしたら、私は別に……」

「真由香も混乱してるからっておかしなことを言うのはやめろ！　それより、イツキ！　なんで俺のところに電話してきたんだよ！」

『え？《夜魔ヴアンパイア》で辻峰くんとまゆっちがイチャついてる気配を察知しただけっすけど？』

「てめえは自分のウィッチクラフトをなんてことに使ってんだ!?」

《夜魔ヴアンパイア》は《Ⅸノウエム》の一角だぞ。そんな使い方してたらきっと死んだ魔女も天国で卒倒するぞ。

『いえいえ、今のはジョークっす。ホントはただの勘で辻つじ峰みねくんとまゆっちがイチャついてるって思っただけで』

「なんか……それはそれで怖い気もするな」

『？　どうしてっすか？　やっぱり辻峰くんとまゆっちは大人の関係に──』

「イ、イイイツキっ！　いい加減にしないと怒りますよ！　あなただってこんなことを言うためだけに電話してきたんじゃないでしょうっ！」

『あっ、バレたっすか。さすがまゆっち。イツキとは中学時代からの親友同士なだけはありますね』

「……親友？　誰だれと誰がです？」

『悲しいリアクションをするのはやめてくれないっすかねぇ!?　もう、せっかくイツキが灰はい原ばら家の当主として電話をかけたのに……そんなつれない態度じゃ仕事のモチベーションが下がるっす』

「──待て、イツキ。つーことは、やっぱりこの電話はウィッチクラフト関係のことなのか？」

　胸の辺りからせり上がってくる緊張感を抑えながら訊たずねる。

　すると、イツキは『そうっす』と頷うなずいた。

『イツキの《夜魔ヴアンパイア》。そして灰原家の情報網を駆使した結果、この街で一つの事件が起きてることを察知できたっす。まあ、事件って言ってもまた都市伝説の類たぐいっすけど』

「まあ、ウィッチクラフトが起こす事件は都市伝説としてウワサになることが多いからな」

《蜃気楼ミラージユ》が現れたときもそうだった。

　あのときは『深夜の音おと原はら市には亡霊騎士が出没する！』みたいな感じだったはずだ。たぶん、その都市伝説ゴシツプを調べてウィッチクラフトの事件だと断定したのも灰原家なんだろう。

『じゃあ、教えるっすね』

　そして、いつもとは少しだけ雰囲気が違う口調で灰原家の当主──灰原イツキは言葉を紡いだ。



×　　　×　　　×



　最近、夜になると街の一角にある森林公園に緑色の猫が現れるらしい。

　もちろんこの世界に緑色の毛皮を持った猫なんていやしない。いるとしたら縁日のカラーひよこみたいな感じで強引にペイントさせられたヤツだろう。

　だから、これは紛れもなく都市伝説の類たぐいだ。

　ウワサによると、その猫はとんでもなく逃げ足が速く、今まで捕まえたヤツはいないとか。そして、その猫を捕まえたヤツは漏れなく幸せになれるそうだが……まあ、最後のウワサは尾ひれがついただけだろう。

　そう、灰はい原ばらイツキが教えてくれたウィッチクラフトの情報。

　その猫の名前は、遺産№38──《鏡猫ストレンジキヤツト》。

　魔女が遺のこした九十九のウィッチクラフトの一つにして、今回俺たちが蒐しゆう集しゆうするターゲットだった──。

「──くそっ！」

　時刻は午後十一時。

　場所は奇くしくも三月に俺が重騎士に襲われた森林公園。

　人ひと気けのなくなったその敷地内を、本家から持ち出した木刀を持った俺は小さな猫を追いかけて走り回っていた。

　放課後──イツキから話を聞いた後、俺と真ま由ゆ香かはいったん本家に帰ってから、梨り央お姉ねえも交えて今夜のプランについて考えた。

　そして、その後で霧きり谷や家にいた七なな海みとアリスと合流。

　結果、こうして《鏡猫ストレンジキヤツト》を蒐集してるわけだが──。

「さっきから邪魔だぞ、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者。それにおまえはウィッチクラフトを持ってないんだろう？　だったら、大人しく辻つじ峰みね本家に帰れ」

　メイド服を着た女の子がやけに冷めた口調で言ってきた。

　彼女の名前は霧谷アリス。

　七海が魔女の遺灰を使って生み出した《遺灰人形ウイツチドール》の一体にして、遺産№８《四銃奏カルテツト》の所有者である。

「さっさと消えろ。あんな猫一匹捕まえるのなんてアリス一人で十分だ」

「その割りにはおまえもさっきから全然捕まえられないじゃねーか」

「うっ……だ、黙れっ。仕方ないだろうっ。アリスの《四銃奏カルテツト》は攻撃に特化したウィッチクラフトだ。だから普段ならウィッチクラフトに焔えん弾だんを撃ち込んで仕留めるんだが……」

「それじゃ《鏡猫ストレンジキヤツト》が壊れちまうかもしれないだろ？　これはおまえの主である七海が言ってたことだぜ？」

「ぐっ……確かにあんなに可愛かわいい猫を壊すのはアリスも嫌だな……」

「いや、可愛さは関係ないだろ？」

　ツッコミを入れると、アリスは「う、うるさいっ！」と赤面してしまった。

　ともかく。《鏡猫ストレンジキヤツト》は逃げ足は速いが戦闘用ウィッチクラフトじゃない。だから迂う闊かつに《四銃奏カルテツト》の弾丸を撃ち込めば壊れてしまう。

　だから、俺たちはあいつを傷つけずに捕まえるしかない。

　そして今公園にいるのは俺、アリス、七なな海みの三人。身体からだが本調子でない梨り央お姉ねえが動けないため、真ま由ゆ香かは万が一のことに備えて本家で護衛をしている。ラピスも《白兎ホワイトラビツト》のことを調べるために本家で魔女の文献を調査中。

　だから、なんとか三人だけで《鏡猫ストレンジキヤツト》を捕まえなくちゃならないんだが──。

「お兄様」

　息を切らす俺に、紅あかいドレスを着た七海が話しかけてきた。

「正直に言うけど……さっきアリスが言ったセリフは当たってるわ。ウィッチクラフトを持ってないあなたは戦力になんてなりはしない。だから、ここは私たちに任せてくれない？」

「七海……」

　その突き放すような言葉に、俺は黙るしかなかった。

　そう、今日俺はここに来るはずじゃなかったんだ。いくら《鏡猫ストレンジキヤツト》が戦闘用ウィッチクラフトじゃないとはいえ、ラピスに《剣舞士の首飾りソードダンサー》を取り上げられた俺じゃ蒐しゆう集しゆうの役に立てないってことはわかってる。

　けど、それでも……。

「……あきらめねえよ」

「えっ……」

「誰だれかに往生際が悪いって思われようが、それでもいい。いくら《剣舞士の首飾りソードダンサー》がなくなろうが、俺はウィッチクラフトの蒐集をやめるつもりなんかねえ。俺の意思をあいつに……ラピスに表示するために、俺はここに来たんだ」

「……そう。なら、私はお兄様の意思を尊重するわ」

　そう言って、七海は黙ってしまった。

　大事なのは俺がウィッチクラフトを蒐集するって意思を表示することだ。

　それに、ラピスが本気で俺から《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪うつもりならもう話は終わってる。最初から自分の中に封印しちまえばいいだけだからな。

　けど、それをしないってことは……。

「………」

　たぶん、ラピス自身も迷ってるんだと思う。

　俺を……自分の所有者を戦わせるべきなのか？

　その決断を出せないでいるから、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を封印できないんじゃ──。

「お兄様。考え込んでいる暇はないわ。今この公園には《夜魔ヴアンパイア》の人ひと避よけの結界が張られているけど、近隣の人たちが動き出す朝まで結界を張っておくわけにはいかないもの」

「ああ。わかってる」

　今日の作戦は簡単だ。

　アリスが《四銃奏カルテツト》の弾丸を《鏡猫ストレンジキヤツト》の近くに撃ち込み、怯ひるんだところを捕まえることなんだが、

「……ダメか」

　俺の前方を走っていた緑色の影が消えた。公園のどこかに隠れてしまったようだ。

　鬼ごっこ。

　言うなれば、俺たちがやっていることはそんなゲーム。

　しかし、お互いのスピードには圧倒的な差があった。七なな海み曰いわく、《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力自体は戦闘用じゃないので危険性はないらしいのだが、あいつは元々逃げ足が速いらしい。

　しかも、あいつは追いかけてる俺たちを挑発するように走ってやがる。もしかしたら、必死になっている俺たちをバカにしてるかもしれん。

　いつもの俺ならあんなヤツは簡単に捕まえられたはずだ。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　それが俺の所有するウィッチクラフトであり、その能力は刀剣変化。

　元々戦闘用ウィッチクラフトは持ち主の身体能力や治癒能力を強化してくれるものが多いし、強制解放フオルテを使えば《鏡猫ストレンジキヤツト》にだって追いつける。

　しかし、今の俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を持っていない役立たず。これなら本当に本家に残っていた方がいいかもしれない。

　けれど──。

「──ナメんなよ」

　確かに、俺一人じゃ絶対に《鏡猫ストレンジキヤツト》に触れることすらできなかった。

　でも、今の俺は……俺たちは、一人じゃねえ……！

「──お兄様！　右よ！」

　夜の森林公園に響く七海の声。

　そして、俺は七海の声に応こたえるように──疾走スタート。

　俺の右にあったのは小さなシーソー。一気に駆け寄ると、その陰から緑色の猫が飛び出した。突然自分の居場所がバレて動揺しているのか、その姿は少し焦っているように見えた。

　──行ける。

　そう思った瞬間、俺は一気に加速。《鏡猫ストレンジキヤツト》を公園の隅っこへと追い込むように、徐々にスピードを上げていく。

　言うなれば、今回の蒐しゆう集しゆうにおける俺の役目は──追跡。

　戦闘用のウィッチクラフトを持っていないが、比較的体力のある俺が《鏡猫ストレンジキヤツト》を追い立てる役を買って出たわけだ。

　次に、七なな海みの役目は──索敵。

　あいつらは発動中のウィッチクラフトが近くにあればすぐにその気配を察知できるから、《鏡猫ストレンジキヤツト》の居場所を掴つかんだらすぐさま俺たちに指示を出す司令塔だ。

　最後に、霧きり谷やアリス。

　あいつの役目はもちろん──。

「──アリス！」

　再び響き渡る七海の指示。

　その声に呼応するように、《四銃奏カルテツト》を持ったアリスが大きく跳躍。《遺灰人形ウイツチドール》だからこそできる人間離れした動作。加速する勢いそのままに、《鏡猫ストレンジキヤツト》の走るコースを塞ふさぐように躍り出た。

　アリスの役目は──捕獲。

　俺たちが《鏡猫ストレンジキヤツト》を追い詰め、突出した運動能力を持ったアリスが捕まえる。

　だから、ここからは俺とアリスで《鏡猫ストレンジキヤツト》を挟み撃ちにするのが理想なんだが──。

「──ハッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、アリスは自分に向かって一直線に走ってきた《鏡猫ストレンジキヤツト》に左腕を振るう。

　刹せつ那な、瞬く銀光。

　銀刀変化。

　アリスの《遺灰人形ウイツチドール》としての能力。一本の銀色の刃に変わってリーチの伸びた左腕が、《鏡猫ストレンジキヤツト》の行く手を阻もうとして、

「!?」

　瞬間、息を呑のむアリス。

　あろうことか、《鏡猫ストレンジキヤツト》は駆け抜ける勢いを殺さずに大きくジャンプ。ギリギリのところで斬ざん撃げきを躱かわし、そのまま正面にいるアリスすら跳び越えようとしていた……！

「……チッ！」

　なんてヤツだ。普通なら、アリスの攻撃にビビってブレーキをかける場面だろう。それこそが俺たちの狙ねらいだった。これならたとえアリスの攻撃が躱されても、俺がスピードの落ちた《鏡猫ストレンジキヤツト》を捕まえられる。

　けれど、あいつは逆にスピードを上げることでアリスの攻撃を躱し、俺との距離まで離しやがった。

　目の前に刃が迫ってるっていうのに、あえてそれに向かって行くことで窮地を乗り越え──いや、文字通り跳び越えやがったのだ。

　こうなった以上、もはや俺たちに《鏡猫ストレンジキヤツト》を捕まえることは──。

「──まだだ！」

　確かに、俺は今《剣舞士の首飾りソードダンサー》を持っていない。

　けれどこの数か月間、毎日毎日真ま由ゆ香かと鍛錬をしてきたのは事実。身体からだを強化されてなくても、普通の高校生より身体能力は上のはずだ──！

「アリスっ！」

　前にいたメイドの名前を叫ぶと、彼女は俺の思惑を悟ったのか、素早く横に跳んでコースを空けてくれた。

　アリスが空けてくれた道を、俺は一気に駆け抜ける。

　狙ねらいはあいつの着地。

　さすがの《鏡猫ストレンジキヤツト》でも、空中では加速できない。

　それなら、今この一瞬にすべてを賭かけるしかねえ……！

「おおおおおおおっ！」

　咆ほう哮こうを上げて風を切りながら、《鏡猫ストレンジキヤツト》の着地点へと文字通り頭から突っ込む。ほとんど野球のヘッドスライディングに近かった。

　電光石火。

《鏡猫ストレンジキヤツト》の前足が地面に着く瞬間、俺の腕がその毛皮を抱きしめる。

　──やった。

　これで今日の蒐しゆう集しゆうは完了。

　それに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を持っていなくても俺はウィッチクラフトを蒐集することができたんだ。これならラピスも考えを変えて俺に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返してくれる可能性も──。

「!?」

　が。

　そこで、俺の視界は緑色の光に包まれた。

　その中心にいるのは、《鏡猫ストレンジキヤツト》。

　緑色の毛皮を持った猫は、俺の腕の中で光をバラ撒まいて──。



　視界が、反転した。



「………っ!?」

　意識が一瞬跳んだみたいな奇妙な感覚。

　身体に触れるのは冷たい地面の硬さ。

　どうやら、俺は地面の上に倒れているらしい。

「……いや、当たり前か」

　だって、さっき俺は《鏡猫ストレンジキヤツト》を捕まえるために地面にダイブしたんだ。

　けど、今の光はなんだったんだろう？

　そんなことを考えながら、俺は倒れた身体からだを起こすと──。

「……あれ？」

　強烈な違和感が、全身を襲ってきた。

　なんだか自分の手がやけに細く見える。それに、今聞いた自分の声もまるで女の子みたいに高い。そして何より着ている服が、やけにヒラヒラしたフリルが付いた……メ、メイド服に変わっていて……！

「えっ……？」

　だが、最悪なことに違和感はそれだけじゃなかった。



　恐ろしいことに……俺の前に、俺がいる。



　おそらくは《鏡猫ストレンジキヤツト》の本体なのであろう、小さな手鏡。それを握り締めているのは、まさしく俺こと辻つじ峰みね冬とう夜や。あっちも俺と同じように混乱しているらしく、ペタペタと自分の身体を触っていて……。

「きゃあっ!?」

　なぜか、股こ間かんの辺りを触った瞬間、まるで女の子みたいに可愛かわいい悲鳴を上げやがった。

　……ちょっと待て。

　まさかこの状況は……。

「………」

　試しに、俺も自分の胸あたりを触ってみる。

　すると……ほんの微かすかだがふにふにと慎つつましい感触が。あいにく俺は豊胸手術を受けた記憶はないので、この状況は絶対におかしい。

　そんなわけで。

　さらなる状況確認のために自分のフトモモの付け根あたりに手を伸ばしてみたが──。

「や、やめろ！　アリスの身体に触るな！」

「ごっ!?」

　目の前にいた俺が、手に持った手鏡を投げつけてきやがった。

　至近距離からの一撃に、自分の身体が再び地面に倒れるのを感じる。その拍子に、投げつけられた手鏡に俺の姿が映って……。

「──げっ」

　瞬間、頭にできたコブよりも大きな困惑が俺の心に生まれた。

　霧きり谷やアリス。

　手鏡に映っているのは、まさしく彼女の姿だった。しかし、手鏡を覗のぞき込んでいるのは間違いなく俺自身なのだ。

　こ、これは、やっぱり……！

「あら」

　そこで、響いたのは小さな笑い声。

　霧きり谷や七なな海み。

　紅あかい刻印を持った少女は、アリスの姿になってしまった俺を見ながら楽しそうに頬ほおを緩ませていた。

　そして──。

「お兄様、アリス」

　決定的な事実を、告げる。

「あなたたち、お互いの身体からだが入れ替わっちゃったみたいね」

「「うわあああああああああああっ！」」

　深夜の森林公園には、俺とアリスの叫び声だけがただユニゾンしていた。
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「落ち着いて、アリス。これが《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力なのよ」

「うるせえ！　これが落ち着いていられるか！　それと七海！　俺はアリスじゃねえ！　アリスの身体をしてるけど、中身は辻つじ峰みね冬とう夜やだ！」

「知ってるわ。だからからかったのよ」

「おまえはちょっとぐらい緊張感を持てないのか!?」

　アリスの声で絶叫する俺。

　いや、でもこれはかなり深刻な状況なんじゃないか？　もしこのまま身体が元に戻らなかったら……。

「心配しないで。《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力は──心身交換。その効果は光を浴びた二人の身体を入れ替えること。霧谷家で読んだ魔女の文献によると、その効果は一日……二十四時間しか持たないわ」

「あ、そうなのか？　じゃあよかった。《白兎ホワイトラビツト》が襲ってくるのはセツナの傷が治る時期で、まだ時間があるし……」

「いいわけないだろう！　犬っころと身体が入れ替わるなんて……ああ、もう終わりだ……首を吊つるしかない……さよなら、七海様……」

「ひどいこと言うなよ!?　俺だって好きでおまえと入れ替わったわけじゃねえぞ！」

　つーか、世を儚はかなんで命を絶つのはマジでやめてくれ！　そんなことしたら俺の身体も漏れなく一緒に天国に旅立っちゃうから！

「つーか……七なな海み。まさか、おまえ《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力を知ってたのか？」

「え？　そうだけど？」

「だったら最初から教えろよ！　いくら戦闘用のウィッチクラフトじゃないからってこの能力は結構厄介だぞ！」

「けど、面白そうじゃない？　入れ替わりは漫画やドラマなんかでは定番のネタだし、一度経験しておくのもいいかなって思って」

「残念なことに経験してるのは俺なんだよっ！」

　こ、この腹黒キツネめ……！　相変わらず俺をからかうのが大好きじゃねえか。たとえ一日だけとはいえ身体からだが入れ替わるのは結構問題が多い気がするぞ。

「でも、七海。ホントに大丈夫なのか？　俺たちが入れ替わってるときに《白兎ホワイトラビツト》が襲ってきたりしたら……」

「大丈夫。セツナさんの怪け我がが治る時期を考えると、《白兎ホワイトラビツト》の襲撃にはまだ時間があるはず。それに、身体が入れ替わってしまっても自分のウィッチクラフトは使えるはずよ。試しに──アリス。《四銃奏カルテツト》を使ってみて」

「は、はい」

　そう言って、地面に落ちていた《四銃奏カルテツト》を拾うアリス。

　彼女は何のためらいもなく、その銃口を自分の……辻つじ峰みね冬とう夜やの股こ間かんに向けてから、

「撃ち抜け、ファーストショ──」

「やめろおおおおおおおおおおおおおっ！」

　叫び声を上げながら、俺はアリスから《四銃奏カルテツト》を奪い取っていた。

「むっ。いきなり何をする犬っころ」

「それはこっちのセリフだ！　なんでいきなり俺の大事な部分に風穴を空けようとしてんだよ！」

「七海様が《四銃奏カルテツト》を使えと言ったからだ。それに……こ、こんな汚らわしいものが身体についてるなんて、アリスには耐えられない……」

「誰だれが汚らわしいだ！　ぶっ殺すぞてめえ！」

「そんなことをしたらおまえの身体も死ぬぞ？」

「ぐっ……！　くそっ、なんでこんなことに……不安で胸が痛くなってきたぜ……」

「ばっ……や、やめろっ！　不安そうにアリスの胸を押さえるなっ！」

「えっ、ああ、道理で微かすかに柔らかい感触が掌に……」

「揉もむなぁあああああああっ！　揉む前に気付け！　それはおまえのじゃなくてアリスの胸だ！　さっさと手を離さないとその頭をふっとばすぞっ！」

「いや、そんなことしたらおまえも死ぬから」

















「うっ……！」

　俺（自分の身体からだ）に銃口を向けたままで、アリスはぶるぶると震えていた。

「く、屈辱だ……元の身体に戻ったらサードショットで辻つじ峰みね本家ごと焼き払ってやる……覚悟しておけよ犬っころ……」

「怖いこと言うなって。こうなったら……お互いの身体が戻るまで大人しくしてるしかない。なにせ俺たちはお互いの身体を人質に取った状態だからな。幸い入れ替わるのは一日だけだから……たぶん、なんとかなる」

「う、うるさい！　大体なんでおまえはそんなに落ち着いてるんだ！　その態度を見てるとセカンドショットで黒コゲにしたくなるぞ！」

「おまえが予想以上にパニクってるから必死に冷静さを保とうとしてるんだよっ！」

　実際は俺だってかなり混乱してるぞ！　だが、このままじゃコイツはマジで自分の身体を爆殺しかねない。中に入った俺ごとな。

　今、俺にできることは二十四時間の間大人しくしてること。

　そうすれば元に戻って……。

「でも、せっかくだから」

　が。

　そこで微笑ほほえんだのは霧きり谷や七なな海み。紅あかい髪を揺らしながら、彼女はクスクスと微笑んでいた。

「この状況を利用してみましょう」

「利用？」

「そうよ、お兄様。簡潔に言えば──《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力をお姉様との仲直りに利用するの」

「はあっ!?　どういう意味だよ！」

「簡単な話よ。お姉様はお兄様とロクに口もきいてくれない。でも、今のお兄様なら違うかもしれないわ。だって、お兄様はアリスの姿になってるんだもの」

「で、でも、アリスとラピスはそこまで仲が良くないだろ？」

「そこは私がなんとかサポートするわ。お兄様はアリスの姿でお姉様を説得して」

「説得って……」

「『いい加減、あの犬っころと仲良くしたらどうだ？　実は……アリスもそこまであの犬っころが嫌いなわけじゃない。きっとあいつも悪気はなかったんだ。そう、実はアリスだってあの犬っころのことが大好きっ！』みたいな感じで」

「な、ななな七なな海み様！　アリスはそんなの嫌ですっ！　コイツがアリスの姿でそんな恥ずかしいセリフを言うなんて……！」

「アリス。主である私の命令が聞けないの？」

「ううっ……！」

　七海の言葉に、アリスはシュンと顔を俯うつむかせたまま「……わ、わかりました」と頷うなずいてしまった。

　なんたる秒殺劇。

　主とメイドではそもそも口論なんて発生するわけがなかったが……。

「七海！　俺は反対だぞ！」

「あら？　どうして？」

「おまえが明らかに面白がってるからだよ！　第一、俺がアリスの身体からだになってるのなんてすぐにバレるだろ！」

「いいえ。お姉様はウィッチクラフトの気配を察知するのは得意だけど、《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力が使われたかどうかまでは判別できないはず。あとはお兄様とアリスがお互いのキャラクターを演じあえば完かん璧ぺきよ」

「でも、真ま由ゆ香かや梨り央お姉ねえにバレたら……」

「ふ、ふざけるな犬っころ！　アリスがおまえの姿になってるなんて恥ずかしい事実を他ほかの人間にバラしてみろ！　そのときはラストショットでこの街を破壊してやる！」

「だからいちいち《四銃奏カルテツト》を使おうとするのはやめろよな！」

　このトリガーハッピーメイドめ。それに、ラストショットを使ったらやっぱり俺が死ぬじゃねえか。しかも、七海のこの言動。まさかコイツ、最初から俺とアリスを入れ替えさせるつもりで《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力を教えなかったんじゃねえか？

　そう、一刻も早く俺とラピスを仲直りさせるために。

「大丈夫。ここに来る前に読んだ魔女の文献によると、《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力は私の中に封印された後でも二十四時間だけなら持続する。だから、お兄様はこの二十四時間でなんとかお姉様と仲直りして。《白兎ホワイトラビツト》と戦うためのチームワークを取り戻すために」

「………。えっと、七なな海みさん？　ちなみに、断ったらどうなるんだ？」

「え？　知りたいの？」

　そう言って、七海は何を思ったのかアリスの方へと歩いて行った。

　そして、徐おもむろにその胸に手を当てる。

「な、七海様？」

「静かにしてアリス。──ふうん、やっぱりお兄様の身体からだって鍛えてあるだけあって筋肉質よね」

　そう言って、七海は胸に当てた手を徐々に下におろす。鳩尾みぞおち、お臍へそ、下腹と彼女の手が俺の身体をゆっくりとなぞっていって、俺のズボンのベルトに触れたところで手を止めやがった。そして、天使のような笑顔を浮かべながら──一言。

「もしお兄様が断るのなら、握り潰つぶすわ」

「何をですか七海さん!?」

「今お兄様が言ったものをよ」

「そっちの『ナニ』の意味で言ったんじゃねぇえええええええっ！」

　下手をしたらこの国の少子高齢化がさらに加速するかもしれん。

　そんな不安と男の尊厳が失われるかもしれない恐怖の中、俺はただただ七海の言葉に頷うなずくしかなかった。








第４章　ストレンジデイズ





　人生なんて何が起こるかわからないものだ。

　一寸先は闇やみとはよく言ったもの。生きていれば思いがけないトラブルに巻き込まれることもある。俺だって今年の四月にラピスと出会って、ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうに関かかわることになった。そして、今は再び蒐集を始めるために足あ掻がいてる。

　ただ、足掻いたからといってすぐに結果が出るとはいかないわけで……。

「……ふぅっ」

　時刻は深夜零時。

　辻つじ峰みね本家のお風ふ呂ろで、俺はヒノキで出来た湯船につかりながらくつろいでいた。

　──あれから。

　ウィッチクラフトによる入れ替わり事件が発生した後、俺たちは何事もなかったように本家へと帰還した。

《鏡猫ストレンジキヤツト》の本体であった手鏡は七なな海みが封印したことも伝えたし、もう時間も遅いので俺たちも眠ろうということになったのだが……。

「なんで俺はこんな格好で風呂に入ってんだ……」

　湯船につかった自分の身体からだを見つめながら、そんなことを呟つぶやいた。

　水着。

　この前アリスが海で着ていたやけに派手な黒水着である。俺はそれを着たまま風呂に入っているわけだ。

「………」

　……いや、待ってくれ。

　こんなことを言っていると俺が女性水着を着たまま入浴するのが趣味の変態野郎に思われるかもしれんが、実際は違うんだ。

　きっかけは七海の一言。

　俺が部屋で寝ようとしたら、あいつが『お兄様、お風呂に入ってきたら？』とこっそり耳打ちしやがったのだ。

　当然、俺は拒否した。

　当たり前だ。なにせ今の俺のボディはアリス。風呂なんかに入ればセルフストリップショーの開演である。思春期男子としては非常にもったいない気もしたが、俺は人質に取られた自分の身体のために全力で断ろうとした。

　しかし、そこで我が家の腹黒キツネはアリスにこう言ったのだ。

『アリス。あなた、さっき公園で動き回ったから汗をかいたでしょ？　お兄様がお風呂に入らなかったら、自分の汗の匂においをかがれちゃうわね』

　いくらなんでもひどいと思う。

　確かにアリスの身体からだは汗をかいていたと思うが、いくら俺が辻つじ峰みね家の犬だろうと女の子の体臭なんか嗅かいだりしない。いや、マジで。

　そんな風に弁解したんだが、悲しいことにアリスからの信用はゼロ。『おまえは今から目隠しをしろ！　そうしたらアリスが水着を着せてやる！　そしてお風ふ呂ろに入れ！』とお達しを出しやがったのだ。

　結果、出来上がったのがこの状況。

　ラピスたちにバレないようにこっそりアリスに着替えさせてもらった俺は、こうしてお風呂に入っているわけ。ちなみにアリスには『軽くなら身体を洗ってもいい。ただし、変なことをしたらコロス』と宣告されちまってる。

「さすがに、そんなことはしないっつーの」

　いや、思春期男子として女の子の身体はかなり気になるんだが……今はそんなことを考えてる場合じゃねえ。

　なんとか、ラピスと仲直りする方法を考えなくちゃならない。

《白兎ホワイトラビツト》の襲撃に備える必要がある以上、チームワークを取り戻すことが最優先なんだ。

「それに、ここならゆっくり一人で考えられるしな」

　今アリスは近くにいない。当然だ。あいつは俺の姿になっているから迂う闊かつにお風呂場に近づけば覗のぞきの現行犯としてしょっぴかれかねない。アリスだって俺が辻峰家カーストの最下層だってことは知ってるはずだし。自分で言ってて嫌になってくるけどさ。

「しかし……」

　改めて見ると、女の子の身体ってホントに綺き麗れいだよな。

　ゆっくりと片手をあげてみると、きめ細かい肌と華きや奢しやな腕が視界に飛び込んでくる。お湯につかっているせいで微かすかな桃色に染まった肌がなんとも色っぽくて……って、やめろ辻峰冬とう夜や。うっかり女の子の魅力にドキドキしてる場合じゃねえ。

　俺がアリスの姿でいられるのは残り約二十三時間。

　それまでに、なんとかラピスを説得しなければ──。

「──アリスさん？　お風呂に入っているんですか？」

「!?」

　瞬間、突然浴室に飛び込んできた声に背筋が凍りつく。

　辻峰真ま由ゆ香か。

　どうしてか、俺の従妹いとこが脱衣所に入ってきていた。たぶん、脱衣所に置かれたメイド服のせいでアリス俺がここにいるとバレてしまったんだろう。

「お、おお……いや、うん。さっき少し汗をかいてしまったからな」

「そうですか。すみません。私も蒐しゆう集しゆうに加われればよかったのですが……」

「い、いや、心配するな《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者。おまえの役目は辻つじ峰みね家の当主と《蒼柩ラピスラズリ》を守ることだったのだろう？」

　自分が記憶している霧きり谷やアリスを必死に演じる。

　正直言って命がけだ。え？　なんでかって？　だって俺が女の子の姿でお風ふ呂ろに入ってるのが真ま由ゆ香かにバレたら恐ろしいことになる。コイツってかなり生き真面目まじめだし、下手をしたら軽けい蔑べつされて《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》でお刺身にされる可能性も……。

「ところで、アリスさん」

　と。

　俺がそんなことを考えていたら、真由香はやけに落ち着いた声で。

「私も一緒にお風呂に入ってもいいですか？」

「──はい？」

　思わず演技するのを忘れて素で答えてしまった。

　直後、カラカラと浴室のドアが開いて……って、なんで入ってきてんだコイツ!?

「なっ……ど、どうして!?」

「いえ、女の子同士なんですし、たまには一緒にお風呂に入るのもいいかなって思って。それに今『はい』って言ってくれたじゃないですか」

「今の『はい』は困惑の『はい』だ！」

　叫ぶ俺を尻しり目めに、真由香はお風呂場にある椅い子すに座ってシャワーのお湯を浴び始めた。風呂場に漂う湯気の中には何も身に着けていないあられもない姿の真由香が……だああああ直視するな俺！　この映像は青少年には有害すぎる！

「でも、なんでこんないきなり……」

「それは……私たちは同盟を結んだ関係でしょう？《白兎ホワイトラビツト》の件もありますし、これからはもっと団結していかなくちゃいけません。だから……こうして友好を深めるのもいいと思って……」

「ま、真由香……！」

「……真由香？　どうして急に呼び方を変えたんですか？　私は別に構いませんが」

「いっ……いや、なんでもない！　なんでもないぞ！」

　いかん。ガキの頃ころから人見知りだった真由香が他人と一生懸命友好を深めようとしてる姿を見たら、思わず泣きそうになってしまった。ううっ……大きくなったな、真由香。なんだか娘の成長を見せつけられた父親の気分！

「それはそうと……」

　シャワーを片手に持ちながら、真由香はこちらに目を向けて、

「どうして水着を着ながらお風ふ呂ろに入ってるんです？」

「………」

　突然ですが、ここで辻つじ峰みね冬とう夜や脳内会議を開催します。真ま由ゆ香かからの大変クリティカルな質問にどう答えればいい？　答えがわかったヤツはぜひ教えてくれ。これは俺の今後の運命を左右する大事なクエスチョンなんだ。

「アリスさん？」

「べっ……べべべ別に大したことじゃないぞ！　アリスが水着を着てお風呂に入っているのは……その……」

「その？」

「……しゅ、趣味なんだ」

「………」

　なんとも気マズい空気がお風呂場を支配する。

　そのまま七秒ほど時間が経過した後で、

「へ、へえー。そうなんですか。趣味じゃ仕方がないですね」

　真由香は引きつった笑顔を浮かべながらも、そう言ってくれた。

　……グッジョブ、真由香。

　俺だったら『いやいや！　どんな趣味だよ!?』と絶対にツッコんでいる場面だったが、大人な態度で話題をスルーしてくれた。ううっ……やっぱり真由香はもう子供じゃないんだな。きっとこうやって女の子は成長していくもので……。

「ところで、アリスさん。背中の流しっことかしてみませんか？」

「どうしていきなり!?」

「あぅ……ダメでしょうか？　以前姉さんが『女の子と仲良くなるにはそれが一番！』と言っていたので……」

　俺の返答にシュンとしてしまう真由香。

　いやいや、流しっこって。

　いくらなんでもやばすぎる。

　だって真由香は中身が成長したけど、当然外見も成長してるんだもん。それに、流しっこってことは湯気に隠された真由香の肌を直視してしまうだろう。

　それは、つまり……。

「？　アリスさん、顔が赤いですよ？　もしかしてのぼせてしまいました？」

「………っ！　そ、そうだな！　実は少し！」

「でしたら、早く湯船から上がった方がいいですよ」

「えっ……」

「せっかくですから、私が身体からだを洗ってあげます」

「………」

　健けな気げな従妹いとこのお誘いに俺は、「わ、わかった……」と言って湯船から上がるしかなかった。

　うわー、まさかこの歳としになって真ま由ゆ香かとこんなことをするとは。

　本家の風ふ呂ろは割と広いから、ガキの頃ころはよく一緒に入っていたが……。

「では、椅い子すに座ってください」

「りょ、了解……」

　緊張しながらも、椅子に座る。

　すると、後ろにいる真由香がハンドタオルをボディソープで泡立てて、俺の背中をゴシゴシと擦ってくれた。

「ふふっ。アリスさんとこんなことするのは初めてなので、なんだか少し緊張しますね」

　心配するな。俺なんて緊張どころか心臓が止まりそうだ。

「子供の頃はよく兄さんと一緒にお風呂に入っていたんですよ？　さすがに、今はもう入っていませんが」

　ごめん、真由香。今現在おまえは従兄いとこと一緒にお風呂タイムの真っ最中だ。

「でも、やっぱり水着があると上う手まく洗えませんね……。どうせなら脱いでしまいませんか？」

　やめろやめろやめろ。この水着を脱いだら俺の理性が大変なことになっちゃうって。

「……アリスさん？　どうしてさっきから何も喋しやべってくれないんですか？」

「い、いや、少し緊張して……」

　嘘うそは吐ついてないぞ。その証拠にさっきから冷や汗が止まらない。このままじゃ脱水症状にでもなってしまう。

　それにしても、今日の真由香はやけに積極的だな。

　今までコイツとアリスが仲が良さそうに話しているところはなかった。

　なのに、今日はやけに親しくしようとしている。やっぱり、コイツもチームワークを鍛えるために……。

「そう言えば」

　が。

　そんな俺の考えは、真由香の一言で砕け散ることになる。

「アリスさんは……最近胸が少し大きくなったそうですね？」

「えっ……」

「隠さなくてもいいんです。さっき、偶然廊下ですれ違った七なな海みさんがそう言っていました」

「な、七海様が？」

「しかも七なな海みさんの話によると、アリスさんは遺産№77《魔女の手記ウイツチノート》に書かれていた秘伝のバストアップ術をマスターしているそうで……」

「なんだそのよくわからない術!?」

　なぜにバストアップ!?　そんなものを魔女が後世に残してたのか!?　どう考えてもおかしい気がするんですけど！

「……アリスさん。私にもその方法を教えてくれませんか？」

「えっ……ど、どうして？」

「そ、それは……きっと兄さんは胸の大きい女の子が好きだと思いますので。アリスさんも、私が兄さんに告白したことは知っていますよね？　だから……」

「お、落ち着け。俺……いや、きっとあの犬っころは胸の大きさで女の子を選んだりはしな……」

「いいえ！　そんなことはありません！」

「やけに力強く断言した!?」

「当たり前じゃないですか！　私は十年以上も兄さんと暮らしていたんです！　だから兄さんのことはよく知っています！　兄さんが胸の大きな女の子を見るときの目は尋常じゃありません！」

「いやいやいや！　そんなことはないと思うけど！」

「簡単に否定しないでください！　あなたが兄さんの何を知ってるって言うんですか!?」

「実は結構詳しかったりするかもしれないぞ！」

　だって俺が辻つじ峰みね冬とう夜や本人だもん！

　つーか、真ま由ゆ香かは俺にここまでおかしな印象を持ってたのか？　いや、確かに本家に帰ってきてから梨り央お姉ねえの見事な胸にはときどき視線を奪われたりしたし、昨日梨央姉が俺に抱きついてたときも真由香はやけに焦ってたような……。

「お願いします、アリスさん」

「そ、そんなことを言われても……」

「今だから言いますが、私はアリスさんの胸を見たとき、『ああ、この人とならわかりあえる。きっと友だちにだってなれる』って思ったんです」

「そんなことを言われても！」

「もしかして……私と友だちになるのは嫌でしょうか？」

「そうじゃない！　でも、どう考えてもおまえが言っている関係は普通の友だちじゃないと思うんだ！」

　なぜ胸の大きさで友人関係を築かなければいけないのだ。そんな貧乳同盟は嫌すぎるぞ。

　というか、この状況はどう考えてもおかしい。

　生き真面目まじめで梨央姉みたいな巨乳に憧あこがれていた真由香はあっさり騙だまされたようだが、バストアップ術の件はどう考えても嘘うそだろう。そして、俺が風ふ呂ろに入るように仕向けたのは何を隠そう《魔女の手記ウイツチノート》の所有者である七なな海み。

　だとしたら、この状況を仕組んだのは……。

「お邪魔するわね」

「「えっ……」」

　唐突にガラガラとお風呂場のドアが開いて、思わず振り返る俺。すると紅あかい髪を揺らしながら浴槽に入ってくる七海が……って、

「なんで全裸なんだ!?」

「あら、アリス。ビックリしたからって敬語を忘れちゃダメよ？　あなたは私のメイドでしょう？」

「今はそんなことを言ってる場合じゃないと思うんですよ七海様！」

　風呂場に漂う湯気の中にいたのは、生まれたままの姿の七海。

　湿気のせいかより艶つややかに見える紅い髪。

　均整のとれた見事なプロポーション。

　そして明らかに真ま由ゆ香かよりも大きな胸……。

「……アリス。そんなに見つめられると恥ずかしいわ」

「みっ、見てません！　湯気があるからそこまで見えなかったですし！」

　言い訳をしつつも再び視線を前に戻す。こ、この腹黒キツネめ！　まさか自ら風呂場に特攻してくるとは！

「な、七海さん！　どうしてお風呂場に来たんですか！」

「あら、いけなかったかしら？　私も今夜の蒐しゆう集しゆうで汗をかいたし、ちょっとさっぱりしたかったのよ」

「だからって人がお風呂に入ってるときに来なくても……」

「それはあなたも一緒じゃないかしら？　それとも、そんなにバストアップ術が気になったの？　あれは冗談で言ったのに」

「なっ……あ、あなたという人は……！」

「真由香さん。私は人じゃなくてウィッチクラフトよ」

「揚げ足を取るのはやめてくださいっ！」

　そして突如勃ぼつ発ぱつするまゆっちｖｓ七海様のお風呂場大決戦。こんな対決なかなか見れないぜ。きっと客を呼んだら満員御礼。なにせ二人とも裸だし。

　というか、今の状況はマズい。

　どう考えても七海はこのシチュエーションを楽しんでやがる。コイツは梨り央お姉ねえと同じで人をからかうのが大好きな生き物。きっとアリスと入れ替わったことであたふたしてる俺を鑑賞したいに違いない。

　だとしたら、早く逃げねば……！

「お……いえ、アリスは先に出ますね！」

「ダメよ、アリス。あなたには私の身体からだを洗ってもらうから」

「どうして!?」

「何を言っているの？　あなたは私のメイドでしょう？」

「ぐっ……！」

　チクショウ、ぐうの音も出ないとはこのことか。

　俺がアリスの姿をしている以上、七なな海みの命令には絶対服従。まさかこんな屈辱を味わうことになろうとは。いや、親父おやじの借金のせいで今の俺は辻つじ峰みね家の家事係犬だから、大して立場は変わらない気もするが。

　しかし、いくらなんでも七海の身体を洗うのは……。

「けど、せっかくだから今日は趣向を変えようかしら？　いつもはアリスに私の身体を洗ってもらうけど……今日は私がアリスを洗ってあげる」

「えっ……」

　背後から聞こえた声に驚いてしまう。

　……そうか。

　さすがの七海も俺に身体を洗われるのは恥ずかしかったんだろう。だから、きっとこんなことを言い出して……。

「というわけで、真ま由ゆ香かさん。ちょっと場所を替わってくれるかしら」

「わ、わかりました」

　俺の背後で七海と真由香が場所をチェンジ。けど、いくら自分の身体がアリスだからって、やっぱり女の子に身体を洗われるのはドキドキするような……。

「あっ、七海さん。タオルはこれを使ってください」

「大丈夫。私は使わないから」

「え？　もしかして手で洗うんですか？」

「まあ、似たようなものね。アリスは可愛かわいい女の子だもの。だから優しく洗ってあげなくちゃ」

　その言葉の直後に、七海がボディソープを掌で泡立てている音が聞こえてきた。

　──しかし。

「じゃあ、洗うわね？　……んっ」



　むにゅっ。



　突然、俺の背中に謎なぞの感触が伝わってきた。

　一言で言うなら、柔らかい。

　しかし、ただ柔らかいだけじゃなくてすごく弾力がある。まるで大きなプリンみたいな感じ。しかも、そのプリンみたいなものは俺の背中に二つ当てられていて……って、まさかこれは……！

「な、七なな海みさん！　あなたは一体何をしてるんですか！」

「んっ……何って、私はアリスの身体からだを洗ってるだけよ？」

「だ、だからってどうして胸で洗うんですか！」

　背後で響く真ま由ゆ香かのシャウト。

　……や、やっぱりそうか。

　たぶん七海はボディソープの泡を自分の胸につけて俺に擦こすり付けているのだろう。そのせいで七海の柔らかな胸が俺の背中に押し付けられて……だあああああなんだこのいかがわしいプレイ!?　頭がおかしくなりそうなんですけど！

「あら、逃げちゃダメよ？」

「ひいっ!?」

　咄とつ嗟さに俺が立ち上がろうとしたのを察したのか、七海がぎゅっと抱きついてきやがった。そのせいで背中にふにゅふにゅとした感触がぎゅぅううううっと押し付けられて……。

「……ああ」

　その瞬間、俺は初めて自分がアリスの姿になっていることに感謝した。

　だって、ねえ？

　男の身体だったら、色々と大変なことになっちゃってるよ。

「……って、現実逃避してる場合じゃない！　やめろ……じゃなくて、やめてください七海様！　こんなことして楽しいですか!?」

「ええ、とっても」

「そうでしょうねえ！　だって声がとっても楽しそうですもん！」

「あら、そうかしら？　別に女の子同士ならこれぐらいの悪ふざけは許されると思うけど？　ところで、アリス。なんだか口調が変よ？　まるで男の子みたいに激しいわ」

「そそそそれは七海様がこんなことをするからです！」

「そ、そうですよ七海さん！　いい加減そんなことをするのはやめてくださいっ！」

　力強く断言する真由香。

　ああ、きっとコイツはアリス（俺）のことを気遣ってくれているんだろう。じゃなかったらこんなに必死になるわけが……。

「自分が巨乳だからっていい気になって！　そんなに胸を押し付けられたら貧乳のアリスさんが精神的ショックで死んでしまいます！」

「なんだそのわけのわからない理屈!?」

「アリスさんはそれだけ胸にコンプレックスを抱いてるってことです！　私にはアリスさんの気持ちがよくわかります！」

「アリスには全然わからないぞ!?」

　大変だ。きっと真ま由ゆ香かは七なな海みと自分の圧倒的なポテンシャルの差に混乱してるんだろう。じゃなかったらこんなに取り乱すはずがねえ。

「でも、真由香さん」

　俺のことを抱きしめたまま、七海は口を開いた。

「これは練習でもあるのよ」

「れ、練習？」

「そう。たとえば……もし将来誰だれかと付き合うことになったら、こんなことをして欲しいって要求されるかもしれないでしょ？」

「こんないかがわしいお店みたいなことは要求されませんっ！」

「わからないわよ？　きっと男の子だって女の子にこうしてもらったら気持ちいいと思うし。それに、お兄様だってきっとこういうことに興味があると思うけど」

「……あの、七海様。おかしなことを言うのは……」

「確かに、兄さんならありえるかもしれませんが……」

「ありえません！　きっとあいつはそこまでアクティブな性癖を持ってません！」

　本人が言ってんだから間違いねえぞ！

　いっそのこと振り向いて思いっきり弁解してやりたいところだが、そうしたら俺は真由香と七海の裸を見ることになってしまう。その事実を七海がアリスにバラしてみろ。きっと俺の身体からだが《四銃奏カルテツト》の餌え食じきになる。

　だから、今俺にできるのはなんとか正体をバラさないようにすることだけで……！

「さて、真由香さん」

　だが。

　そんな俺の思考とは裏腹に、七海はものすごく楽しそうな口調で言いやがった。

「せっかくだから、あなたも練習してみたら？」

「なっ……!?　私にさっきみたいなはしたないことをしろっていうんですか!?」

「大丈夫。だってアリスは女の子だもの。そこまで恥ずかしい行為じゃないわ」

「あぅ……それはそうかもしれませんが……」

「もしお兄様と真由香さんが付きあったら、そういうお願いをされるかもしれないわよ？　それに、あなたはお兄様のことが好きなのよね？　その証拠にこの前は告白までしていた。そう言えば、あの告白の結果はどうだったのかしら？」

「そ、それは……」

「……やっぱり、断られてしまったのね。何も進展していないあなたたちを見ればすぐにわかったわ。けど、あなただってお兄様のことをあきらめていないのでしょう？　だったら、色々と努力はしておくべきじゃない？」

「うっ………」

　十数秒間。

　真ま由ゆ香かはじっくりと考え込んだ後で。

「わかりました。あくまで兄さんのためということなら……練習をしてもいいです」

「うふふ。まゆっちは健けな気げで可愛かわいいわね」

「あなたまでまゆっちって呼ぶのはやめてください！」

「そんなに怒らないで。ほら、私の身体からだについた泡を分けてあげるから」

「えっ……きゃっ!?　ど、どうして私の身体に抱きついてくるんですか！」

「だって、こうやって正面から抱き合えばあなたの身体に泡をつけてあげられるでしょう？」

「だからって胸をぎゅっと押し付けないでください！　嫌みですか!?　私より胸が大きいことを自慢したいんですか！」

「そんなことないわ。……んぅ」

「きゃっ……そんなに強く抱きついたら……胸が擦れて……ひゃうっ」

　背後から響く楽しそうな七なな海みの笑い声と真由香と甘い声。

　えーっと……何、この生殺し状態？

　俺の頭の中では身体に泡をつけた女の子二人が正面から抱き合ってる姿がはっきりイメージされて……やめろやめろやめろ！　このままじゃ理性が欲望に敗北する！　ファイトだ理性！　マジでおまえだけが頼りなんだ！

「はい、終わったわ。これだけ泡がつけば十分ね」

　そう言って、七海が真由香の身体から離れたようだった。

　そして──。

「じゃあ……よろしくお願いしますね、アリスさん」

「……は、はい」

　緊張しながら、真由香が俺の背後に移動してきた。

　うわー、ダメだ。もはや俺も緊張で頭がおかしくなりそう。まさか十年以上も一緒に暮らしてきた従妹いとことこんなことをするとは。人生って何が起こるかわからなすぎる。

「えっと……どうすればいいんでしょう？」

「そうね。私も誰だれかにあんなことをするのは初めてだったけど……まずは背中に胸をくっつけてみて。そのまま、円を描くように擦こすり付ける感じ」

「こっ……こうでしょうか？」

　恐る恐ると言った感じで、真由香が俺の背中に胸を押し付けてきた。

　瞬間、ふにっとした柔らかさが俺の肌に触れる。さきほどの七なな海みの圧倒的な戦闘力は持っていないが、掌に収まりそうな小さな膨らみが背中に触れる。七海ほど柔らかくはないけど、その分弾力があるというか……。

「って、うわあああああなんで冷静に感想を述べてるんだああああああっ！」

「だ、大丈夫ですかアリスさん？　いきなり叫んだりして……なんだか今日のアリスさんは兄さんみたいに挙動不審です」

「おまえは従兄いとこのことをそんな風に見てたのか!?」

「……はい。でも、あわあわしてる兄さんは……ちょっと可愛かわいいです。普段は鍛錬ばかりしているストイックな人なので」

「あら、奇遇ね真ま由ゆ香かさん。私にもその気持ちがよーくわかるわ」

　何やらガールズトークに花をさかせる二人。

　その間にも真由香の胸が俺の背中に押し付けられて……誰だれか助けて。心臓がドキドキしすぎてぶっ壊れそうだ。ただ一つ救いがあるとしたら、やっぱり真由香は七海よりも胸が小さい分、精神的ダメージがちょっと少ないということで……。

「……んっ」

　しかし。

　思わぬ攻撃が俺を襲ってきた。

















「んっ……ふぁっ……ど、どうですか、アリスさん」

「い、いや、どうって言われても……」

「あっ……やっ……なかなか難しいですね……それにぬるぬるしたボディーソープをつけて胸を擦り付けてると……ふやぁっ」

　後ろから俺の耳元で何やらくすぐったそうに声を漏らす真ま由ゆ香か。

　……恐るべし、まゆっち。

　まさか触覚からでなく聴覚からの攻撃を仕掛けてくるとは。まあ、たぶん胸の先が擦れてこそばゆいんだと思うが、これは精神衛生上マズすぎる。

「そ、そう言えば」

　もしかしたら真由香も俺と同じように恥ずかしかったのかもしれない。少しでも気を紛らわせようと、彼女は俺に話しかけてきた。

「今日蒐しゆう集しゆうしたウィッチクラフトはどんな能力を持っていたんですか？」

「えっ……し、知らないのか？」

「はい。私の役目は本家でラピスと姉さんを護衛することでしたし、蒐集するウィッチクラフトの能力を知ってしまったらきっと自分も現場にいきたくなるって思ったんです。だから、あえて教えてもらいませんでした」

「へ、へえー。そうなのか。で、でも《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力は……」

「誰だれかと誰かの身体からだを入れ替えることよ」

　瞬間、俺は「ひいっ！」と悲鳴を上げそうになった。

　もちろん《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力を暴露しやがったのは七なな海み様。コイツ、そんなに俺があわあわするところが見たいのか!?　もはやあわあわどころか口から泡を吹いて失神しそうだぞ！

「身体を入れ替える？　面白そうな能力ですね。あまり戦闘向きではない気がしますが」

「そうね。敵と身体を入れ替えても、結局は自分の身体を人質に取られちゃうし。だから《鏡猫ストレンジキヤツト》は私の中に封印したわ。まあ、封印された後でも使われた能力は二十四時間だけ効果を持つんだけど」

「なるほど。じゃあ、もしかしたら今日蒐集に行った人たちの身体が入れ替わっていたかもしれないんですね。たとえば、アリスさんと七海さんがチェンジするとか……」

「お兄様とアリスがチェンジするとか」

「あはは。それはすごく面白そうです。きっとそんなことになったら兄さんはすごく慌てると思いますから」

「ええ。きっと今のアリスみたいにすごくあわあわしてるわ」

「そうですね。今のアリスさんはまるで兄さんみたいで……」

　ぴたっと。

　そこまで言いかけたところで、真ま由ゆ香かは身体からだの動きを止めた。

　……ヤバイ。

　この展開は、もしや……。

「ア、アリスさん？　あなたって……アリスさんですよね？」

「そ、そうだけど……」

「だったら今すぐ振り向いてください」

「なんで!?」

「だ、だってアリスさんが女の子だったらそれぐらい簡単なはずです！　でも、もし《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力で中身が兄さんになっていたとしたら……っ！」

「ぐっ……！」

　……どうする？

　明らかに真由香は今の俺に疑問を感じてる。

　ここで振り向いて弁解すればなんとか誤魔化せるかもしれないが……その場合、俺は真由香の裸を見てしまうことになる。

　しかも、真由香は今身体にタオルを巻いていないんだ。

　コイツの兄貴分として、そんなことをするわけには……！

「ア、アリスさん？」

　聞こえてくるのは、不安そうな従妹いとこの声。

　その声に、俺は──決断するしかなかった。

「──悪い、真由香」

「っ！」

　辻つじ峰みね冬とう夜やとしての口調で謝った瞬間、背後で真由香が息を呑のむのを感じた。

　おそらく、今のでアリスの正体が俺だということに気付いてしまったんだろう。そして、彼女は数秒間だけ黙ってから、

「あぅ……」

　短い声とともに、パタリと後ろで何かが倒れる音がした。

「──って、真由香!?」

「大変よ、お兄様。真由香さんがショックのあまり気を失ったわ」

「冷静に状況を説明してんじゃねえええええええっ！　こんなことになったのは全部おまえのせいだろうが！」

「ごめんなさい。まさかここまで面白いことになるとは思ってなかったの」

「俺だってここまで状況がおかしくなるとは思ってなかったさ！　つーか、早く真由香を助け出せ！　このままじゃ風邪を引いちゃうだろ！」

「そのことなんだけど、お兄様。あなたは今アリスの姿になっているわ。つまり、あなたは私のメイドということよね？　だったら、私の代わりに真ま由ゆ香かさんを助けてあげて欲しいの」

「はああっ!?　ふざけんな！　おまえこの状況がどういうことかわかってんのか!?　今真由香は全裸で──」

「従わなかった場合は、今起きた事件のことをすべてお姉様にバラすわ」

「ちきしょおおおおおおこの腹黒キツネえええええええっ！」

「もう、そんなに叫ばないで。私だってお兄様にたっぷりサービスをしてあげたんだから……これぐらいいいでしょ？」

　ちょっとだけ恥ずかしそうにしながら、七なな海みは言いやがった。

　……ああ。

　憶おぼえておこう。

　もし何かトラブルを起こして辻つじ峰みね家をクビにされても、絶対にコイツのメイドだけにはなっちゃいけない。



×　　　×　　　×



　辻つじ峰みね冬とう夜やの一日は朝食の準備から始まる。

















　それが家事係である俺の生活スタイル。普段は朝六時前に起きて、色々と朝食の仕込みをしてから真ま由ゆ香かとの鍛錬をしたりしてる。そのせいか最近は家事の腕も大分上がってきた。もはや本家の台所は俺の庭だ。

　ただし、辻峰冬夜の中身が別人の場合、色々とトラブルが発生する……。

「これでいいのか、犬っころ」

「ああ、上出来だ。次は俺が卵焼きをつくるからおまえはみそ汁づくりを続けてくれ」

　早朝の辻峰本家の台所。

　そこで俺はアリスと朝食を作っていた。いや、だって辻峰冬夜が家事をしなかったら一発で入れ替わってることがバレちゃうだろ？　だからこうして俺の姿をしたアリスの料理を手伝ってるわけだ。

「けど、おまえって料理とかできたんだな」

「ふんっ。アリスをナメるな。アリスは七なな海み様のメイドだぞ？　料理なんてできて当たり前だ」

　包丁でみそ汁の具のネギを切りながら言うアリス。だが、やっぱり違和感がある。だって外見が俺なんだもん。目つきが悪いせいかエプロンが死ぬほど似合わねえ。逆に包丁はすごく似合う。今すぐサスペンス映画の出演オファーが来そうだ。

　ちなみに、今朝の着替えは自分が自分の身体からだを着替えさせた。

　昨日の風ふ呂ろ場ばのときみたいに目隠しすれば問題ないしな。自分の身体を着替えさせるのはやっぱり違和感があったけどさ。

　ただ……。

「ところで、犬っころ。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者の件だが……大丈夫なのか？」

「……ああ、たぶんな」

　例の真由香＆七海お風呂場乱入事件の後。

　俺は、なんとか真由香を助けた。

　いや、実際はいつまでも俺が風呂から出てこないので様子を見にきてくれたアリスに助けを求めたのだ。

　最初はアリスに嫌がられたが、『助けてくれなきゃおまえの胸を揉もむぞ！　揉みしだくぞ!?』と説得したらなんとか協力してくれた。その後、アリスが真由香を部屋に連れて行って着替えさせたらしい。

　そして、今この台所には俺たちしかいないからこうして演技をせずに会話してるわけだが……。

「なあ、アリス。昨日、目を覚ました真由香は何か言ってたか？」

「心配するな。あいつに聞いた話だと、倒れたショックでお風呂場での記憶を夢だと思い込んでいたようだった」

「えっ……ホントか？」

「もちろんだ。『違います違いますさっきまでのは全部夢に決まってます私が兄さんにあんなえっちではしたないことをするはずがありませんそうです私あれは全部夢夢夢……！』とか呟つぶやきながら、ベッドの上で枕まくらを抱いたまま転げまわっていたからな」

「それはただ現実逃避してるだけだ！」

　……すまない、真ま由ゆ香か。

　今までの行動パターンからして、あいつはしばらく部屋に引きこもって出てこないと思う。前に『まゆっち可愛かわいい』と連呼した時もそうだったし。その間にどうにか謝る方法を探すしかねえな……。

「ところで、犬っころ。《蒼柩ラピスラズリ》と仲直りする方法は考えたのか？」

「それは……まだだよ。今必死に考えてるとこだ」

「そうか。やるならさっさとした方がいい。アリスとおまえが入れ替わったのは昨日の午後十一時すぎ。今は朝の六時すぎだから、アリスたちが元に戻るまで残り約十七時間。それまでに、おまえはアリスの身体からだを使ってこの状況をどうにかしろ」

「えっ……おまえ、もしかして俺とラピスのことを心配してくれてんのか？」

「バカを言うな犬っころ」

　きっぱりとアリスは断言しやがった。

「アリスは《白兎ホワイトラビツト》と戦うための戦力を整えたいだけだ。《蒼柩ラピスラズリ》はウィッチクラフトを封印する要かなめであり、ウィッチクラフトについての知識も豊富。そして対話という重要な能力も持っている」

「確かに、あいつは俺たちの戦いには必要だな」

「それに……おまえだって一応《Ⅸノウエム》の所有者だろう？　だったら、さっさと戦線に復帰しろ。悔しいが……七なな海み様の話だと《白兎ホワイトラビツト》というヤツはかなり厄介な相手みたいだな」

「……ああ、俺も梨り央お姉ねえから色々と話は聞いてるよ」

《白兎ホワイトラビツト》。

　その能力は火薬時計。

　これは手しゆ榴りゆう弾だんほどの破壊力を持った時計を複数生み出すこと。正直言って、これだけなら大した能力には思えない。正面から戦えば《Ⅸノウエム》の所有者である俺たちの敵じゃないだろう。

　だが、《白兎ホワイトラビツト》の厄介なところは、あいつがウィッチクラフトを使うウィッチクラフトだってことだ。

　しかも、これは昨日梨央姉から聞いた話なんだが……。

「魔女が遺のこした文献によると……《白兎ホワイトラビツト》はおまえと同じ、二重所有者ダブルホルダーだそうだな。あいつが持っているのは遺産№12《屍操書ミツドナイトヘブン》。そして──」

「遺産№15──《黒獣バンダースナツチ》だっけか？」

「そうだ。七なな海み様の話では、《黒獣バンダースナツチ》はヌイグルミのウィッチクラフト。その能力は──傀く儡ぐつ鎧よろい。所有者は《黒獣バンダースナツチ》をキグルミのように着こんで戦うことができるらしい」

「キグルミ……ね。つまりは映画に出てくるパワードスーツみたいな感じか。イメージ的には近接戦闘に向いてそうだよな」

「だが、厄介なのは《白兎ホワイトラビツト》の爆弾だ。《黒獣バンダースナツチ》で武装したあいつがあの爆弾を使えるとしたら……かなり面倒だ。それに、あいつが所有しているウィッチクラフトはもう一つある」

「《屍操書ミツドナイトヘブン》か……」

　思い出すのは、学園の校庭で再び出会った《蜃気楼ミラージユ》。

《屍操書ミツドナイトヘブン》は死者の一部を媒介として取り込み、その死者を人形ゴーレムとして蘇よみがえらせ、操る能力。蘇った人形ゴーレムに感情はなく、所有者の命令に従う文字通りの操り人形だ。

　どうしてあいつがそんなものを所有してるのかはわからないが、注意は必要か……。

「けど……ありがとな、アリス」

「？　なぜお礼を言う？　まさかお金が欲しいのか？」

「違う」

「ま、まさかアリスの身体からだが……」

「そうじゃねえよ！　俺はただ、おまえが俺たちに協力してくれるのが嬉うれしいんだ」

「？　今さら何を言う。アリスは七海様のご命令だからおまえら辻つじ峰みね家の人間に協力しているだけだぞ？」

「それでもいいんだ。だって、七海の命令ならおまえは本気で戦ってくれるだろ？　はっきり言っておまえの戦力はかなり頼りになるしさ」

　アリスの戦闘力は俺や真ま由ゆ香かに匹敵する。

　遺産№８《四銃奏カルテツト》を所有してることはもちろん、《遺灰人形ウイツチドール》としての優れた身体能力。そして自らの能力である銀刀変化。近距離シヨートレンジと遠距離ロングレンジの戦闘を熟せるんだ。

　だから、理由はどうあれコイツが協力してくれるのはありがたいはずで……。

「………っ。褒めるなっ。そんなことをされても、アリスはこれっぽっちも嬉しくないからな。だから褒めるだけ無駄だ」

「心配すんな。別に俺は見返りを求めて褒めてるわけじゃ……って、アリス！　指から血が出てるぞ！」

「えっ──」

　俺との会話に気を取られたのか、包丁で少し傷つけてしまったんだろう。アリス……というか俺の指からは血が出てしまっていた。

「あっ……ち、違うぞ！　別にアリスは悪気があったわけじゃない！　ただ、おまえが話しかけるから……！」

「わかってるよ」

「どうせやるんなら、もっと八つ裂きにしているっ！」

「それはわかりたくなかったな！　慌てんなって。こんなの大した傷じゃないし、別に俺は自分の身体からだを傷つけられたことで怒らないから」

「……本当か？」

　飼い主にしかられた犬みたいに、俺を見つめてくるアリス。

　やべえ、普段は無愛想なアリスがこんなことをするとすごく可愛かわいく……見えない。だって、今の状況は目つきの悪い高校生（俺）がメンチを切ってくるだけだもん。さすがに自分にドキドキしませんよ。

「心配すんな。こんなの舐なめときゃ治るから」

「えっ……なっ、い、いきなり何をする犬っころ！　アリスの指を舐めるなっ！」

「いや、でもそれは俺の指だぞ？」

「おまえこそ自分の身体がアリスのものだと思い出せ！　ああ、犬っころの血液がアリスの体内に取り込まれてしまった……もう死ぬしかない……」

「相変わらずひどいこと言うんだなおまえは！」

「……いや、今すぐこの包丁で腹を切って血を摘出すれば……」

「やめろやめろやめろ！　俺どころかおまえまで死ぬぞ！」

「ふふっ。心配するな。この家には七なな海み様がいる。腹を切った後に、七海様に傷を治してもらえばいい。つまり苦痛を味わうのはおまえだけだ犬っころ！」

「どうすればそんな地獄みたいな考えを思いつけるんだよ！」

　しかも映像的にはかなりヤバイ。なにせ自宅の台所で俺（の姿をしたアリス）がアリス（の姿をした俺）を包丁で刺すわけだからな。なんだよその修羅場は。最近の昼メロだってそこまでドロドロしてねえぞ。

「けど、《白兎ホワイトラビツト》の言ってた言葉も気になるよな」

「ん？　どういう意味だ？」

「ほら、あいつが言ってただろ？『アリスを手に入れる』ってさ」

　辻つじ峰みね家早朝刺殺事件を回避するために、無理やり話題を変える。

　それに、俺には《白兎ホワイトラビツト》の言葉が気になって仕方がなかった。

　あいつは……アリスを手に入れてどうするつもりなんだ？

「ふんっ。意識しすぎるな。《白兎ホワイトラビツト》の戦闘スタイルは強肉弱食ジヤイアントキリング。つまり、弱い自も分のが強い外も敵のを斃たおすことを信条にしている。だったら、あいつの言葉に惑わされない方がいい」

「要するに……あいつの発言は俺たちを混乱させるためのフェイクだって言いたいのか？」

「別に言いきってはいない。ただ、そういう可能性もあるということだ。第一、アリスにそこまでの価値があるとは思えん。仮にアリスが《白兎ホワイトラビツト》に人質に取られたとしても、おまえたちが気にせず戦えば──」

「──バカなこと言うな」

　強引に。

　アリスの言葉を遮っていた。

「もしおまえが人質に取られたとしたら、俺たちは絶対に助けるよ」

「……そうだったな。思えば、七月の戦いのときも七なな海み様はアリスを助けるために自分の願いを犠牲にしてくれた。たぶん七海様なら……」

「違う。七海だけじゃねえ。もし仮におまえが危険な目にあったとしたら、俺や真ま由ゆ香かやラピスや梨り央お姉ねえもおまえを助けるために全力を尽くす」

「？　どうしてだ？」

　本気でわからないのか、首を傾かしげるアリス。

　……くそっ。

　なんでこんな当たり前のことを説明しなくちゃいけねえんだよ。

　俺たちがアリスを助ける理由。

　そんなの、決まってるじゃねえか。

「だって、俺たちとおまえはもう家族みたいなもんだろ？」

「えっ……」

「おまえと七海はこうして辻つじ峰みね本家に泊まりに来るし、一緒にウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするチームでもあるんだ。だからなのかな？　俺には、おまえや七海のことが家族みたいに思えるんだよ。きっと、それはラピスたちも一緒だと思うぞ」

「……むっ」

　俺の言葉に、アリスは顔を俯うつむかせて黙ってしまった。

　……あれ？

　もしかして、怒らせちまったか？　まあ、他人にいきなり家族扱いされたら馴なれ馴なれしいって思うかもしれない。アリスって、結構無愛想だし……。

「……悪くはない」

「は？」

　けれど、彼女の答えは俺の予想とはちょっと違っていた。

「だから……犬っころにしては悪くないと言ったんだ。アリスはともかく……七海様を家族として認めているのはいいことだと思うしな」

「いや、だから俺は七海だけじゃなくてアリスのことも──」

「そ、それ以上言うな犬っころ！　どうしておまえはそんな恥ずかしいセリフを平気な顔で言えるんだ!?」

「………。もしかして、おまえ……照れてるのか？」

「バ、バカなことを言うな！　誰だれが照れたりなど……！」

　言いつつも、アリスは頬ほおを染めながらあたふたしていた。

　……やべえ。

　めちゃくちゃ可愛かわいいんですけど、コイツ。こんな初う心ぶなリアクションされたら普通だったら恋に落ちててもおかしくねえぞ。まあ、今だけはそんなことにはならないが。だって外見が俺なんだもん。

「と、とにかく！　アリスや七なな海み様のことを家族だと思っているんなら……おまえもアリスたちのために働け！」

「は？　どういう意味だ？」

「さっさと《蒼柩ラピスラズリ》を説得に行けということだ！　もし仮にアリスたちがおまえたちの家族なら……家族がケンカしているのは嫌なんだ。だから……今からでもあいつの部屋に行って来い」

「えっ……こんな朝っぱらにか？」

「そうだ。《蒼柩ラピスラズリ》はいつも七時くらいには目覚めているだろう？　だったら、『そろそろ朝食ができるから起こしにきた』と理由を付けて部屋に入ればいい」

「思いっきり不法侵入じゃねえか！　男の俺がそんなことするのは……」

　……って、大丈夫か。

　だって今の俺は霧きり谷やアリス。

　女の子の部屋に入ってもそこまで咎とがめられないはずだ。

「それに、その方法なら《蒼柩ラピスラズリ》とも二人きりになれるぞ」

「なるほど。説得にはうってつけってわけか」

「ああ。だから、早く行け。残りの料理はアリスが全部やっておくから」

「おう。でも、アリス」

「……ん？　なんだ？」

「いや、気を遣ってくれてありがとな。おまえが手伝ってくれるとすげえ助かる」

「なっ、なっ、なんでおまえはすぐに優しいことを言うんだ犬っころ！　行け！　さっさと《蒼柩ラピスラズリ》のところに行ってこいっ！」

「わ、わかったって！　だから包丁を振り回そうとするな！」

　アリスから逃げるように俺はキッチンを出る。まさか包丁を握りながら叫ぶ自分を肉眼で見ることになるとは。人生ホントに何があるかわかったもんじゃねえ。

　まあ、せっかくアリスが気遣ってくれたんだし……このチャンスを無駄にしないようにしよう。

　そう心に決めてから、俺はラピスの部屋へと向かうことにした。
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「──あっ、」

　しかし、キッチンを出てラピスが眠っている部屋の前まで辿たどり着いたところで、俺は重要なことを思い出した。

　そういや、俺はラピスの部屋に入ったことがなかったっけ。

　あいつは俺のことを犬扱いしてるけど、部屋の掃除は自分でしている。あいつも年とし頃ごろの女の子なんだからそれはごく自然なリアクションだと思うし、俺もなるべくラピスの部屋には入らないようにしていた。

「むっ……」

　ラピスの部屋のドアを見ながら考え込む。

　そう、俺はこの部屋に入らなければいけない。

　できれば今からラピスの部屋で二人きりになって、どうにか俺と仲直りするように説得しなくちゃいけないんだ。せっかくアリスが作ってくれた機会をみすみすつぶしたくないしな。

　だったら、覚悟を決めるしかないか。

「ラピス……いや、《蒼柩ラピスラズリ》。起きているか？」

　ノックをしながら呼びかけるが、返事はない。

　十数秒間待ってから同じことをしてみたが、返ってくるのは沈黙。もしかして、まだ寝てるのかな？　だとしたら、アリスの言う通り『そろそろ朝食の時間だぞ』みたいな感じで起こしに行くか……。

　ドアノブを握ると、幸い鍵かぎはかかっていないようだった。

「……ごめん、入るぞ」

　一応断ってから、ドアを開ける。まあ、今の俺は女の子なんだし、こうやって入っても問題ないはずで……。

「えっ……」

　しかし、初めてラピスの部屋に足を踏み入れた瞬間、俺は言葉を失うしかなかった。

　ラピスの部屋は俺や真ま由ゆ香かや梨り央お姉ねえの部屋とは大きく違っていたのだ。

「……なんだこれ？」

　アンティーク。

　およそ高校生の女の子の部屋には似つかわしくない調度品の数々である。箪たん笥す、時計、絵画、机、オルゴール……。部屋に飾られているのはいくつもの年季の入った家具や小物たちだった。

　そして、壁際にあるベッドで眠る人影が一つ。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　部屋の主は、まるでアンティークたちに囲まれるように眠りについていた。

「もしかして……このアンティークもウィッチクラフトなのか？」

　いや、そんなわけがない。

　だって蒐しゆう集しゆうしたウィッチクラフトはすべてラピスと七なな海みの中に封印してきた。そして封印されたウィッチクラフトはラピスたちの中で二度と覚めない眠りにつく。

　だったら、このアンティークたちは違うはずで……。

「……んぅ」

「!?」

　突然、ラピスがごろっと寝返りを打ったせいで身体からだがビクッと震えてしまった。

　思わずベッドに目を向けると、そこにはすやすや眠るラピスの姿が……って、やけに乙女チックな寝巻だな。フリルがいっぱいついてて可愛かわいいけど……こんなの着てて肩が凝らないのか？

「まあ、たぶん梨り央お姉ねえの趣味なんだと思うけどさ」

　非常に残念なことに俺の従姉いとこは可愛い服（を女の子に着せて鑑賞すること）が大好き。だからラピスにこんな衣装を提供したのは我らが当主のはずで……。

「………っ！」

　その瞬間、息を呑のんだ。

　さっきの寝返りのせいだろうか、ラピスの寝巻の胸元が少しずれていた。そこから覗のぞくものに……俺の目は釘くぎ付づけにされてしまったのだ。

「………」

　……いや。

　もちろん、胸じゃありませんよ？　そもそもラピスってそこまで胸がないし。世の中にはミニマムバストを心から愛する狂信者もいるそうだが、残念ながら俺はそこまで特殊な性癖は持っていない。

　そう、襟口から覗いていたのは──《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　銀色の十字架のペンダントは、窓から注ぐ朝日を浴びて鈍く輝いていた。

「くっ……」

　……どうする？

　いっそのこと、ここで《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪ってしまえばいいんじゃないか？　そうすれば俺は戦う力を取り戻せる。《白兎ホワイトラビツト》の襲撃が迫っている以上、多少は強引な手を使うのもありかもしれない。

　そんな考えが一瞬頭に浮かんだが──。

「──ダメだ」

　もし強引に奪ってしまったら、ラピスと俺の関係は永遠に修復されないだろう。昨日聞いたコイツの言葉には、それほどの覚悟が感じられたんだ。

　そう、俺はちゃんと話し合ってラピスを説得しなくちゃいけない。

　ウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするチームメイトとして、家族として──。

「……ふうっ」

　一度心を落ち着かせるように息を吐く。

　俺としたことが、少しだけおかしな考えに心を惑わされちまった。きっと無防備なラピスが《剣舞士の首飾りソードダンサー》をつけているのを見てしまったのがいけないんだろう。

　仕方ない。

　こうなったらずれた胸元を直してやるか。そうすれば《剣舞士の首飾りソードダンサー》を見なくて済む。

　そんなことを考えながら、俺は眠っているラピスの上着に手を伸ばそうとして──。

「ふにゃっ……」

「！」

　可愛かわいらしいあくびとともに、ラピスの瞼まぶたが微かすかに開いた。そして、すぐさま目の前にいる俺をロックオン。

　──十数秒。

　我が家のプチ猫は俺のことをまじまじと見つめてから、

「な、ななな何をしようとしてるのよあんたは！」

「ごっ!?」

　枕まくら元もとに置いてあったティッシュの箱を投球。見事なコントロールで投じられた危険球は物の見事に俺の顔面を直撃していた。

「い、いきなり何をする！」

「そのセリフは鏡を見ながら言いなさいよ！　なんであんたがここにいるわけ!?　し、しかも……わたしの服を脱がそうとして……あっ、まさかあんたそういう趣味があるの？」

「どんな趣味だ!?」

「だって、いつも七なな海みと一緒にいるし」

「メイドなんだから仕方ないだろう！　誤解だ！　お……いや、アリスはおまえの服がずれていたから直そうとしただけだ！」

「えっ……そうなの？　でも、なんであんたがここに？」

「朝食ができたから起こしに来ただけだ。今犬っころが台所で準備をしている」

「むっ……そういうことなら早く言いなさいよね」

　そう言ってから、「ふにゃぁっ」とベッドの上で大きくノビをするラピス。

　ああ、よかった。

　これでボタンはあいつが自分で留めてくれるはずで──。

「──って、なんでいきなり服を脱ぎだすんだよ!?」

　思わずツッコむ俺。

　あろうことか、ラピスはボタンを留めるどころか、上着を脱ぎ始めやがったのだ。

「？　あんた何言ってんの？　寝巻のままで朝ゴハンを食べられるわけがないでしょ。だから着替えるのよ」

「で、でも、アリスがいるのに……」

「いや、あんたは女の子じゃない。だったら別に見られても……あっ、やっぱりあんたそういう趣味なの？　だからわたしの裸に興奮して……」

「違う！　決してそういう趣味を持ってるわけじゃない！」

　弁解しつつも、服を脱いで下着姿になったラピスから目を背けるようにその場で半回転。

　でも、今の映像はしっかりと脳裏に焼き付いてしまった。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　魔女の最高傑作と呼ばれた女の子。金色の美しい髪。トレードマークの蒼あおい瞳ひとみ。そして胸に浮かび上がった蒼い刻印。可愛かわいらしい下着に包まれた女の子の身体からだ。

　それはまるで、童話の世界に出てくるヒロインみたいな可か憐れんさ。

　ラピスは普段蒼いドレスを着ているせいか余計にそう思えて……。

「……ん？」

　──ちょっと待てよ。

　今、少し引っかかるところがなかったか？　どうしてかはわからないが……自分の思考にほんの小さな違和感を覚えた。

　おかしいな。

　だって、そんなの当たり前のことじゃないか。

　蒼いドレスを着たラピスが物語のヒロインみたいに可愛いってことは──。

「ほら、着替え終わったわよ。さっさと居間に行きましょ」

「あ、ああ」

　ラピスに声をかけられてハッと我に返った。

　私服に着替えた彼女はトコトコと部屋のドアへと向かう。

　けど──ここで行かせるわけにはいかない。

「待ってくれ、《蒼柩ラピスラズリ》」

「……むっ。何よ。わたしに何か用？」

　後ろから声をかけると、ラピスは振り向いてから不機嫌そうな声で言った。

　昨日からコイツはずっとこんな感じ。たぶん俺とケンカしていることが原因なんだろうが……今は気け圧おされるわけにはいかねえ。

　俺は……コイツを説得しなくちゃいけないんだ。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》を取り戻して、再び家族を守るために──。

「《蒼柩ラピスラズリ》。少し話をしよう」

「話？」

「そうだ。……あの犬っころに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返してやるつもりはないのか？」

「………」

　ストレートに質問をぶつける。

　すると、ラピスは「ふぅん」と唸うなってから、

「なんであんたがそんなこと言うのよ。あんたは冬とう夜やと仲良くなんかなかったでしょ？」

「それはわかっている。でも……あの犬っころが戦えないのは危険だ。おまえだって《白兎ホワイトラビツト》のことは知っているだろう」

「そうね。確かにラビ……《白兎ホワイトラビツト》が危険な相手だってことはわかってる。けど、冬夜にこれを返すわけにはいかないわ」

「やっぱり……セツナとの戦いの前にあいつに眠らされてしまったことを気にしているのか？」

「……ちょっと。なんであんたがそれを知ってるわけ？」

「な、七なな海み様から聞いただけだ。あの人は《白兎ホワイトラビツト》との戦いの前に辻つじ峰みね家の戦力が落ちてしまうことを心配していた」

「ふうん。七海らしい考えね。確かに、わたしは冬夜に無理やり眠らされたわ。そのときにすごく嫌な思いをしたのも事実。あんなことをされたのは……五十年前にリリィに眠らされたときだけだったから。けど……」

「けど？」

「わたしはそのことで怒ってるんじゃないの。わたしはただ……冬夜のことが心配なだけ。あんただって知ってるでしょ？　冬夜が家族のことになると無茶をしすぎるってこと。そのせいであいつはたった一人でセツナと戦ったわ」

「それは……」

　ラピスの言葉はすべて正しい。

　でも、俺は家族を守りたいだけなんだ。

「きっと、あいつは自分の家族を守りたいだけなんだ。だから……頼む。あいつに《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返してやってくれないか？　それに仕方がなかったとはいえセツナとの戦いの前におまえを無理やり眠らせたことを……あいつはきっとすごく悔やんでいる」

　心からの本音を伝える。

　アリスの口で喋しやべってしまったが、これが俺の伝えたかった言葉だ。

　これなら、きっとラピスも少しは態度を変えてくれて──。

「ダメよ」

　けれど、そこで飛び出したのは明確な拒絶だった。

「だって、冬とう夜やは家族を守りたいだけじゃないもん」

「なっ……どういう意味だよ？」

　思わず、素の俺に近い口調で訊きき返してしまった。

　直後、ラピスは「ふうっ」と息を吐ついてから。

「冬夜が寝てる間に、梨り央おから聞いたのよ。あいつのお母さんの話を」

「………っ！」

　ドクンッと、心臓が……いや、心が大きく震えた気がした。

　俺の母さんの話。

　それは──。

「たぶん、冬夜が家族に対して常軌を逸した愛情を抱くことになったのは……あいつのお母さんのせい。梨央の話だと、その人は冬夜のことを庇かばって──」

「やめろっ！」

　それ以上聞きたくなくて、強引に話を遮ってしまった。

　……そうだ。

　ガキの頃ころに俺が巻き込まれた交通事故。そのとき母さんは、俺を庇って死んでしまったんだ。



『冬夜。これからは自分の家族をしっかり守るのよ』



　最期にそんな言葉を遺のこして、俺の前からいなくなってしまった。あのときのことは俺の中で深いトラウマになっている。

　その証拠に、この街には死んだ母さんの墓もあるけど……俺は本家に帰ってきてから一度も墓参りにいけなかったんだ。

　それぐらい、俺は──。

「……ごめんね。あんたにこんな話を聞かせるつもりはなかったのよ。だから、そんなに怒らないで」

「あっ……ち、違う。別に怒ったわけじゃ……」

　ラピスに謝られて、自分がアリスの姿をしてることを思い出した。

　……何をやってるんだ、俺は。

　説得するどころか取り乱して正体をバラしそうになるなんて。

　これじゃ、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返してもらうことは……。

「ねえ、あんた。ちょっと聞きたいんだけど……どうしてわたしの部屋がこんな風になってるか気にならない？」

「え？」

　突然の質問にきょとんとしてしまう。周囲に広がるのは様々なアンティークに囲まれた部屋。まるで、ここだけ時代が違うみたいに……。

「せっかくだから教えてあげる。わたしはアンティークを蒐しゆう集しゆうするのが趣味なの。だから、自分のお小遣いでアンティークショップで買い物をしたり、辻つじ峰みね家の蔵で埃ほこりを被かぶってたものをここに飾ってるのよ」

「そ、そうなのか？　でも、どうして？」

「それは……リリィもアンティークを集めるのが好きだったからかしら。あいつとは十六年も一緒に生きてたし、趣味も影響を受けたんだと思う。それに……こうしてると、わたしとリリィが昔住んでた屋敷にいるみたいで落ち着くの」

「つまり、魔女の屋敷もこんな感じでアンティークがたくさんあったってことか？」

「うん。まあ、何が言いたいかっていうと──リリィはわたしにとって大切な存在だってこと。だから、わたしはリリィとの約束を守りたい」

「魔女との約束……」



『おそらく私は近いうちに死ぬ。だから、おまえは眠りにつけ。そして次に目覚めたときは、自分の所有者になった人間と一緒にウィッチクラフトを蒐集して欲しい』



　それが、魔女が最期に遺のこした言葉であり、約束だったはずだ。

　けど──ラピスはその遺言やくそくを破ろうとしている。なぜなら、俺から《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪ってしまったから。

　──でも。

「───」

　今考えてみれば、ラピスと俺はひどく似ている気がする。

　母さんが遺した言葉を守りたい俺。

　自分の生みの親である魔女と交わした約束を守りたいラピス。

　たぶん、俺たちは似た者同士で──。

「ねえ、あんた」

　そして。

　ラピスは俺のことを蒼あおい瞳ひとみで見つめながら、言葉を紡ぐ。

「ちょっと相談に乗ってもらってもいい？」

「え？　相談？」

「ええ。実は……わたしも迷ってるのよ。冬とう夜やに《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返した方がいいんじゃないかって……」

「えっ……」

　……落ち着け。

　状況は意外に上う手まくいこうとしてるのかもしれない。まさかラピスの方から俺に──アリスに相談を持ちかけてくるとは。

　きっと、これは願ってもないことで──。

「わかった。アリスで良ければ、相談に乗るぞ」

「そう、ありがと。だったら、ちゃんとした場所を用意しましょ」

「はい？」

　しかし、彼女の言葉で俺の思考はフリーズしてしまった。

　ちゃんとした場所？

　それはどういう意味だ？

「せっかくの夏休みなんだし、家にばっかり籠こもってたんじゃ気が滅め入いるわ。それに、外に出れば二人きりで相談ができるしね。だから──」

　どこか楽しそうな口調で言葉を紡ぎながら。

　ラピスは、俺に微笑ほほえみかけた。

「今日の午後、デートに行きましょう」








第５章　信用と信頼





　辻つじ峰みね薫かおる。

　それが俺の母さんの名前だ。

　十年近く前、母さんはこの街で死んでしまった。

　交通事故。

　そんなありきたりな死因。話に聞いた話では、道を歩いていた俺と母さんのところに飲酒運転をした乗用車が突っ込んできたそうだ。そして、その運転手と母さんが死んでしまった。

　けれど……。

「………」

　俺には、そのときの記憶があまりない。

　もしかしたら無意識に蓋ふたをして思い出さないようにしているのかもしれない。

　目の前で家族が死んだ。

　それも、自分のことを庇かばって。

　そんな光景をただ思い出したくないだけで──。

「───」

　それでも、たった一つの光景だけは憶おぼえてる。

　赤い血。

　傷だらけになってまで俺を助けてくれた母さんの身体からだから流れ出す血液と、その惨状に涙すら流せずに呆ぼう然ぜんとするしかない俺の姿。

　そして──。



『冬とう夜や。これからは自分の家族をしっかり守るのよ』



　もはや声すらロクに出せなくなった母さんが最期に紡いだ言葉。

　あの光景だけは今でも何度も夢に見る。それぐらいに、その遺言ことばは俺の中に深く刻まれてしまった。

　だから、俺は──。



×　　　×　　　×



『……お兄様？　話を聞いてるの？』

「あ、ああ。悪い」

　降り注ぐ夏の日差しの下。不意に頭を過よぎった白昼夢を掻かき消すように俺は電話の向こうの七なな海みに答えていた。

　余談だが、俺たちが住んでいる音おと原はら市は観光地としてもそこそこ有名だ。

　その魅力は何と言っても海沿いに位置していること。夏は海水浴に来る人間で街の人口密度が一気にＭＡＸに。俺たちもこの前みんなで海に行ったっけ。

　だが、観光スポットは海水浴場だけじゃない。

　音原市に住むカップルの定番のデートスポットと言えば駅からバスで三十分ほどのところにある海浜公園。

　広大な敷地内に動物園や観覧車などのアトラクションを備えた屋外娯楽施設である。ガキの頃ころにはなかった施設のせいか、俺はまだ行ったことがない。けど、いつか恋人が出来て一緒にデートできたらなぁ……なんてちょっと考えたこともある。

　──だが。

　まさか初めての海浜公園デートが、こんなことになるとは思ってなかっただけで──。

『さて、準備はいいかしら？』

「……おう。つーか、なんでおまえらまで来てんだよ？」

　午後一時、海浜公園の入り口。

　夏の日差しがギラギラと降り注ぐその場所で、俺は電波の向こうにいる七海に話しかけていた。

『心配しないで。私たちはただ尾行するだけ。それに、お兄様は今戦う力を持っていない。十中八九ないと思うけど……《白兎ホワイトラビツト》に襲撃されたら大変でしょ？』

「それもそうだな。でも、本家の警備は……」

『あっちにはアリスを残してきたわ。《四銃奏カルテツト》もあるし梨り央おさんの護衛くらいはできるはずよ。あと灰はい原ばら家にも連絡をしておいたから辻つじ峰みね本家で何か動きがあったら私たちにもすぐに情報が来る。まあ、私は真ま由ゆ香かさんに梨央さんの護衛を頼もうと思ったんだけど……』

「……話を聞いたら、ついてきちまったんだな？」

『ご名答よ、お兄様』

　電波の向こうで微笑ほほえむ七海。

　そう、ラピスの部屋で話し合った後。

　ラピスは食卓で「午後からコイツと二人きりで出かけてくるわ」と辻峰家＆霧きり谷や家のメンツに宣言しやがったのだ。そして、その情報は引きこもっていた真由香の耳にも入ったようで……。

『に、兄さん』

「お、おう、真ま由ゆ香か」

　ウワサをすれば何とやら。どうやら七なな海みが電話を代わったらしく、真由香の声が聞こえてきた。当然、話題は昨日のお風ふ呂ろ場ば事件になってしまうわけで……。

『一応七海さんから事情は聞いています。兄さんがアリスさんの姿でラピスとデートにいくのは、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を取り戻すためなんですよね？』

「あ、ああ、そうだ。それで、真由香。昨日の件なんだけど──」

『すみません、兄さん。実は私……昨日はお風呂でのぼせてしまったようで、何も覚えていないんです』

「え？」

『昨日はお風呂でのぼせてしまったようで、何も覚えていないんです』

「ま、真由香……」

『昨日はお風呂でのぼせてしまったようで、何も覚えていな──』

「わかった！　わかったから機械みたいな口調で繰り返し言うのはやめてくれ！　なんかすっげえ怖いから！　それに実は俺はのぼせてたみたいで、昨日のことはよく覚えてないんだ！」

『はい。兄さんにそう言ってもらえて本当によかったです。もしはっきりと覚えていたなんて言われたら……今後の鍛錬のメニューを大きく変えなくちゃいけませんでしたから』

　背筋がゾクゾクするような冷たい声で言う真由香。

　……触らぬまゆっちに祟たたりなし。

　ここは真由香の言う通り、昨日のことは忘れたということにしておこう。そうじゃないと明日の鍛錬が互いのウィッチクラフトを使ったハードコアデスマッチになりかねない。

『あら、真由香さん？　だったら私が思い出させてあげましょうか？』

『だっ、黙ってください七海さん！　元はと言えば、あなたがおかしな悪戯いたずらをしかけるから……！』

『うふふ。そうね。でも、まさか私も真由香さんがあんなえっちなことをするなんて──』

『それ以上言ったら七海さんだろうと容赦しませんよ？』

『……わかったわ。私だって昨日のことはちょっと反省しているの。謝るわ。ごめんなさい。だから、真由香さん。お願いだからこんな街中で《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を発動させるのはやめて。さっきから周囲の人たちが怪け訝げんな目でこっちを──』

「おまえらは街中で何やってんだよ！」

　電話から聞こえてくる悪夢のようなガールズトークにツッコミを入れる俺。

　たぶん、二人は俺が見える場所にいると思うんだけど……大丈夫か？　真由香＆七海の二人がタッグを組んだら尾行どころか暴行事件が発生するんじゃねえの？

『まあ、というわけで。お兄様はお姉様とのデートを楽しんで』

「デートっつっても、ラピスは俺のことをアリスだって思い込んでんだぞ？　それに、これはあくまで《白兎ホワイトラビツト》と戦うために戦力を整えるためだ」

『もう、お兄様は相変わらずストイックなのね。今みたいな緊張した事態が発生しているからこそ、たまには息抜きが必要なんじゃない。そのために二人バラバラに待ち合わせ場所に行くことにしたんでしょ？』

「まあ、その方が雰囲気は出るけどさ」

『でも、アリスとデートがしたいだなんて……まさか、お姉様はそういう趣味があるのかしら？』

　さすが姉妹。七なな海みも今朝のラピスと似たようなセリフを言ってやがる。

「いや、さすがにそれはないだろ。たぶん、あいつなりに何か考えがあるはずで……って、七海。ラピスが来たみたいだから電話を切るぞ」

『ええ。わかったわ。がんばって、お兄様』

「おう。任せろ」

『……兄さん。もし昨日の件をラピスにバラしたら……』

「大丈夫だ。真ま由ゆ香か。神様に誓って絶対にそんなことはしない」

　というか、そんなことをバラせば俺自身がサイコロステーキみたいに解バ体ラされる。もちろん凶器は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。俺だって大事な家族を猟奇事件の加害者になんかしたくねえのである。

「じゃあな。何かあったら連絡するよ」

　そう言ってから、電話を切る。

　こうなったら、やるしかねえ。

　ラピスが何を考えてるかはよくわからねえが、あいつの相談に乗って、上う手まく俺に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返すように説得するしかない。

　そんな風に今日のプランをまとめていると──。

「お待たせ」

　俺の目の前に、蒼あおい目をした少女がやってきた。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　今日の衣装はおそらく梨り央お姉ねえが選んだであろう蒼いワンピース。夏真っ盛りなだけあって袖そでとスカートの裾すそがやけに短い。だけど、その活動的な雰囲気がラピスに良く似合っている気がして……。

「………っ」

　……まただ。

　頭の中で何かが引っかかる。

　目の前にいるのは金髪で蒼い服を着た女の子。

　彼女のことを見ていると、なんだか心の中がざわざわして──。

「何してるの？　さっさと行きましょ。今日の目的はわたしがあんたに相談することだけど……ちょっとぐらいなら遊んでも構わないと思うし」

「あ、ああ。わかっている」

　アリスの口調で答える。ちなみに俺の衣装はノースリーブのワンピース。着替えは七なな海みがやってくれたが、まさかこんな衣装を着ることになるとは。人生本当に何が起きるかわからないものだ。

　でも──。

「じゃあ、行くわよ」

　そう言って、ラピスはちょっとはしゃぎながら海浜公園の入り口へと歩いていく。

　──まあ、コイツが楽しそうならいいか。

　俺はそんなことを思いながら、彼女の後を追って真夏のデートスポットへと足を踏み入れた。



×　　　×　　　×



「……きゃあっ♪」

　海浜公園に入ってから約数分。

　俺たちが最初に踏み入れたのは動物園になっているエリア。平日だが夏休みなこともあって結構人は多かったが、ラピスのはしゃぎっぷりは周囲の観光客の中でも一際輝いていた。

「見て見て！　象がいるわ！　それにあっちにはライオン……あっ、あそこにあるのはふれあい広場!?　何よその興味の惹ひかれるフレーズは！　ウサギがいるみたいだけど、もしかして抱っことかできるのかしら！」

「……《蒼柩ラピスラズリ》。おまえ、もしかして動物園は初めてか？」

「当たり前じゃない！　五十年前にもこういう施設はあったけど、わたしは来たことがなかったの！」

　はしゃぎながらも動物さんたちに興味津々のニャピス。

　うーん、こういう姿を見てるとコイツもただの女の子にしか見えない。正体はウィッチクラフトを封印する柩ウイツチクラフトなんだけどさ。

「でも、来たことがなかったって……魔女はこういうところが嫌いだったのか？」

「ううん。そういうわけじゃないけど……タイミングが合わなかった感じかしら。行こうって話をしてたときに……魔女戦争ヴアルプルギスが起きちゃったし」

「《白兎ホワイトラビツト》が起こした戦争か」

「ええ。リリィを裏切った《白兎ホワイトラビツト》とあいつに協力する者。そして、リリィを守ろうとする人やウィッチクラフトたちと魔女本人による戦争ね」

「魔女本人って……そいつは強かったのか？」

　そう言えば、俺はリリィ・ヴァレンタインの話をあまり聞いたことがない。魔女っていうからにはきっと魔術を使えたんだと思うが……。

「そうね。リリィは途方もなく強かったわ。あんたが持ってるウィッチクラフトだって元はリリィの血魔力を分け与えられたアンティークに過ぎない。だったら、魔女が膨大な魔力を持ってたのは当然でしょ？」

「じゃあ、やっぱり強かったんだな」

「当然じゃない。最近は冬とう夜やや真ま由ゆ香かもかなり強くなったし、《魔狼フエンリル》の所有者であるセツナだって恐ろしい敵よ。でも──もしリリィが生きていたら絶対に敵かなわない。リリィはウィッチクラフトなしでも様々な魔術を行使できたの。それに、リリィには攻防一体の魔術があったもん」

「攻防一体の魔術？」

「──結界魔術サンクチユアリー。リリィがもっとも得意にしてた魔術ね。強固な結界を自分の周りに張って防御したり、結界自体を弾丸のように飛ばして敵を攻撃するの。その威力は《Ⅸノウエム》クラスのウィッチクラフトも敵わないほどだったわ。言わば、最強の矛と盾を両方持っていたようなものよ」

「……なるほど。だったら強くて当たり前か」

　アリスの口調で頷うなずく。

　最強の矛と盾。

　そんな矛盾する二つの魔術を魔女が行使できたんだとしたら、強いに決まっている。

「けど、魔女戦争ヴアルプルギスでは魔女側も何人もの犠牲者が出たんじゃ……」

「……うん。だって、リリィは本気で戦えなかったもん。相手はウィッチクラフトである《白兎ホワイトラビツト》。いわば自分の子供みたいな存在よ。それに《白兎ホワイトラビツト》にそそのかされてリリィを裏切ったヤツらも元々はリリィの友だちだったから」

「……だから、手加減をしてしまった？」

「ええ。リリィが容赦なく叩たたき潰つぶそうとすれば、あの戦争は一瞬で終わっていたかもしれない。けど、実際はそうはならなかった。《白兎ホワイトラビツト》もかなり上う手まく立ち回っていたしね」

「やっぱり、あいつの能力は厄介なのか？」

「厄介って言うより、えげつないのよ。強者と正々堂々と戦うのがあいつのポリシーだけど、あいつの策略は敵の弱点を狙ねらってくるものが多かったから」

　言いつつも、ラピスは動物たちが入れられた檻おりの前を移動する。

　そして、辿たどり着いたのはふれあい広場。

　看板に書かれた説明を読むと、どうやらここではウサギと触れ合えるらしい。その証拠に柵さくに囲まれた小さなエリアの中では家族連れやカップルたちが小さなウサギと触れ合っていた。

「あいつも、あのウサギたちくらい可愛かわいければよかったのにね」

　ポツリと寂しそうな口調で呟つぶやくラピス。

　遺産№13──《白兎ホワイトラビツト》。

　魔女を裏切った懐中時計のウィッチクラフト。強肉弱食ジヤイアントキリングを信条とする戦闘狂。そして、俺たちの敵──。

「そう言えば、《蒼柩ラピスラズリ》。あいつが言ってた『アリスを手に入れる』って言葉の意味はわかるか？」

「ううん。でも、あいつが言うからには何か意味があるんだと思う。そもそも、《白兎ホワイトラビツト》って名前も『不思議の国のアリス』からの引用だと思うし」

「えっと……物語の冒頭でアリスが追いかける兎うさぎのことか？」

「そう。懐中時計を持った白い兎。あいつは懐中時計のウィッチクラフトだし、たぶんリリィもシャレでそういう名前をつけたんだと思う。ちなみに、《黒獣バンダースナツチ》も似たようなルーツよ」

「え？　そうなのか？」

「もちろん。バンダースナッチは『不思議の国のアリス』の作者であるルイス・キャロルが書いた『鏡の国のアリス』に名前が登場する怪物のこと。だから、奇くしくも今回の事件は『アリス』が絡んでくることになるわね」

「だから、《白兎ホワイトラビツト》は霧きり谷やアリスを狙ねらっていると？」

「さすがに名前だけで狙っているわけじゃないと思うけど……何か理由があるんだと思う。まあ、安心しなさい。まず間違いなく、あいつは真正面からわたしたちに戦いを挑んでくる。あいつは、そういうヤツなの」

「………」

　……もしかしたら。

　ラピスは《白兎ホワイトラビツト》と親しかったりしたんだろうか？　彼女の口調を聞いていたらそんなことを思ってしまった。

《蒼柩ラピスラズリ》と《白兎ホワイトラビツト》。

　二人は魔女を母親に持つ子供ウイツチクラフトたち。《白兎ホワイトラビツト》は魔女を裏切ってしまったが、その前にラピスと面識があったとしても……。

「まあ、何はともあれ」

　そう言って、ラピスは今までの暗い雰囲気を振り払うように微笑ほほえんでから。

「今は遊びましょ。あんただって、たまには息抜きをしたいでしょ？」

「ああ。そうだな」

　アリスの口調で応こたえる。

　──そして。

　俺たちは海浜公園を満喫した。

　ふれあい広場でウサギと遊んだり、露店で売っていたクレープを二人で買って食べたり、色々な動物を見てはしゃいだり、海の方に行って潮風に当たってみたり……まあ、はしゃいでたのは大体がラピスだったけどさ。

「───」

　けど、そんな中で。

　俺は一つのことに気付きつつあった。

　ひょっとしたら……いや、きっと。

　ラピスは、もう──。

「あっ……」

　考えごとをしながら海浜公園の敷地内を歩いていると、ラピスが小さな声を上げながら足を止めた。

　その視線の先にあるのは──オバケ屋敷。

















　なんともクラシカルかつお約束のアトラクションである。この海浜公園には他ほかにもメリーゴーランドや観覧車などの遊園地チックな娯楽もあるが、俺たちの目の前にあるオバケ屋敷もその一つだった。

　ああ、そう言えば……。

「《蒼柩ラピスラズリ》はオバケが苦手だったか？」

「なっ……なななな何をいってるのかしら？　魔女の最高傑作であるこのわたしがそんなはずななななないじゃない……」

「だったらもうちょっと上う手まく誤魔化せ！」

「ううっ……仕方ないじゃない。どうもオカルト関係って苦手なのよ。科学じゃ証明できないものって不気味だし……」

「それが魔女の最高傑作のセリフか……」

「う、うるさいわね！　それにわたしだって別にそこまで怖がってるわけじゃないもん！　その証拠に……い、今から入ってみましょ」

「あっ、待て《蒼柩ラピスラズリ》！」

　俺が止めるのも聞かずに、ラピスはオバケ屋敷の中へと特攻していった。空すいていたせいかすぐに入れたのだが……。

「く、暗いわね」

「当たり前だ。暗くなかったら怖くないぞ」

　暗い室内で、ラピスはピタッと俺にくっついてきた。

　うーん、珍しい。俺が男の姿のときはこんなスキンシップは絶対にしないのに。やっぱり、相手が女の子だと気が許せるのかな。

「きゃっ!?」

　と、暗い通路を歩いていたらいきなり足元からプシューッと白い炭酸ガスが噴き出した。うわぁ、お約束の仕掛けじゃねえか。まあ、ラピスが暮らしてた五十年前にはなかったトラップかもしれないが……。

「って、《蒼柩ラピスラズリ》？」

「な、何よ？　ちょっとくらい掴つかまってもいいでしょ？　もしはぐれちゃったら嫌だし」

「い、いや、確かにそれはそうだが……」

　ぎゅっと。

　ラピスは俺の肘ひじあたりに抱きついていた。どうやら本当に怖いらしい。まったく、これでよく今までウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうをやってこれたな。まあ、コイツにとってウィッチクラフトは家族も同然なのかもしれないけどさ。

「もしかして……嫌だった？」

「いや、そんなことはない。早く行くぞ」

「あっ、ちょっと待ちなさいよねっ」

　歩き出すと、ラピスも俺のペースに合わせて通路を進みだした。

　でも、正直な話このオバケ屋敷は大したことない。

　たぶんメインのアトラクションは大きな観覧車なのだろう。どう考えてもこっちには経費がかけられていない。さっきから出てくる仕掛けも幽霊の人形や血ち塗まみれの壁みたいなありきたりなヤツばっかり。ラピスにとっては悪夢の館やかたみたいだが。

「せっかくだから、怖さを紛らわすために話でもするか？」

「そうね。じゃあ、わたしからあんたに質問していい？」

「質問？」

　聞き返すと、ラピスは俺の手をぎゅっと握りながら。

「あんた、冬とう夜やが真ま由ゆ香かの告白を断ったかどうか知ってる？」

「………」

　やべえ。

　オバケなんかよりよっぽどドキドキする質問が襲ってきた。

「《蒼柩ラピスラズリ》。なんでそんなことを……」

「別にいいでしょ？　わたしはあいつらの家族だし、気になるのよ。まあ、たぶんあの様子じゃ真由香の告白は失敗したんだと思うけど。もし成功してたんならもっとイチャイチャしてそうだし」

「いや、イチャイチャって……」

「下手をすれば家族がもう一人増えることになるわ」

「あの犬っころはそこまで節操がないわけじゃないと思うぞ！」

　いや、マジで。

　さすがに今子作りしてる余裕はない。

「けど、告白か」

　ラピスに話しかけられたせいか、不意に俺の脳内でセツナと梨り央お姉ねえが戦ったときの記憶が蘇よみがえった。あの夜、全身全霊の一撃を放つ前に、梨央姉はこう言ったんだ。



　──ボクは、冬夜くんのことが大好きだよ。



　もしかして、あれは梨央姉からの告白で……いや、それはないか。

　あの人は前から俺に大好きって言ってたしな。きっと家族として好きってことなんだろう。そう、梨央姉は俺の大事な家族で──。

「ねえ、あんた」

　直後。ラピスの一言によって、予算不足のオバケ屋敷は一瞬で恐怖の館へと早変わりするのだった。

「なんだか……さっきからわたしたちの後ろから誰だれかが付いてこない？」

「えっ……他ほかの客じゃないのか？」

「ううん。それにしてはやけに静かっていうか……ちょっと立ち止まって後ろのヤツが近づいてくるか試してみましょ」

「あ、ああ」

　ラピスの言葉に従って、立ち止まってからしばらくその場で待ってみる。

　だが、後ろから誰かが来る気配はない。

　うーん、やっぱりラピスの勘違いだったんじゃないか？　そんなことを考えながら、再び歩き出すと……。



　ヒタヒタヒタ……。



「………」

　困ったことに、俺にも後ろから近づいてくる足音が聞こえてしまった。

　試しにもう一度立ち止まると、後ろの足音もピタッと停止。そして再び歩き出すと足音も追ってきて……。

「ちょ、ちょっと！　やっぱりわたしたちつけられてるじゃない！」

「し、心配するな。きっとオバケとかじゃない。もしかしたらスタッフの人が脅かそうとしてやってるのかも」

「スタッフの人がわざわざそんなことをするの？」

「うっ……」

　正直、この予算不足のオバケ屋敷がそこまでの人件費を割いてるとは思えない。

　だとしたら、この足音は……。

「もしかして、オバケ屋敷に本物のオバケが紛れ込んでたとか？」

「いや、そんな都市伝説みたいな……」

「じゃあ、後ろのヤツをどう説明するのよ！　こうなったらあんたがどうにかしなさいっ！」

「お……アリスが？　一体どうすればいいんだ？」

「簡単よ。《四銃奏カルテツト》でこのオバケ屋敷ごと焼け野原にすればいいわ」

「解決方法が荒っぽすぎるっ！」

　もし誰かが巻き込まれたら新たなゴーストを量産しかねないじゃねえか。つーか、こんなことを言うってことはラピスも大分混乱してるんだな。

　相変わらず、俺の腕にぎゅっと抱きついてるし……。

「………っ！」

　瞬間、俺の肘ひじあたりにふにっとした微かすかな柔らかさが触れた。

　……えっと。

　なんだろう。さっきよりも強く抱きついてきたせいか、俺の肘に掌に収まってしまいそうな小さな膨らみが……。

「!?」

　瞬間、俺の胸でケータイが鳴った。反射的に取り出すと、ディスプレイに映っていた名前は七なな海み。

　……ああ、そうか。

　わかったぞ。たぶん、後ろからついてきてるのは七海と真ま由ゆ香かだろう。あいつらは俺たちを尾行するとか言ってたし、律儀にオバケ屋敷の中までついてきたのだ。それでちょっとした悪ふざけでこんな悪戯いたずらをしたんだろう。

　きっとこの電話はその弁解に違いない。通話ボタンを押せば、『うふふ、引っかかったわねお兄様』みたいな七海の声が聞こえてくるはずで……。

「……あれ？」

　しかし、通話ボタンを押したのにケータイのスピーカーから聞こえてきたのは無音だった。……おかしいな？　もしかして電波が悪いのか──。



　シクシクシク……。



　瞬間、ケータイのスピーカーからいきなり女のすすり泣きのようなものが聞こえてきた。

　……あれ？

　もしかして、これってテレビでよく見る心霊現象なんじゃ……。

「って、《蒼柩ラピスラズリ》!?　どこに行くんだ！」

「そんなの決まってるじゃない！　逃げるのよ！　わたしにもケータイから変な音が聞こえたもん！」

「いや、落ち着け。きっとこれは電波が混線して……うわっ、まだ泣き声が聞こえる」

「いやああああああっ！」

　叫び声を上げながらダッシュダッシュダッシュ。

　一気にオバケ屋敷の出口から明るい屋外へと飛び出すと、俺たちはとりあえず後ろを振り返ってみる。しかしそこには誰だれもいない。どうやら追っ手はいないようで……。

『もしもし、聞こえるかしらお兄様？』

「なっ……おまえ！」

　電話から聞こえてきた音声に答える。

　やっぱり、電話の主は七なな海みか。だとしたら、さっきのすすり泣きは一体……。

『大丈夫かしら？』

「ああ。今ちょっとラピスから距離を取った。だから事情を説明しろ」

　しがみついていたラピスの腕を解ほどいて、その場から少し離れながら質問。すると、七海は「ふふっ」と笑ってから。

『事情も何も、私たちはお兄様たちを尾行してただけよ』

「嘘うそ吐つけ。じゃあなんでケータイから泣き声が聞こえてくんだよ」

『あれは真ま由ゆ香かさんよ。『兄さんと腕を組んでデートなんて……ラピスが羨うらやましいですっ』って悔し泣きしてたから、電話に出させてあげただけ』

「紛らわしいマネしてんじゃねえよ！」

『ごめんなさい。ただ、お兄様とお姉様があんまりにも楽しそうだから私も楽しくなっちゃって。それで、どう？　説得の方は上う手まくいきそう？』

「……ああ。たっぷり遊んだせいかラピスの機嫌も良くなってきたし、そろそろアクションを起こしてみるよ」

『………。ねえ、お兄様。もしかしたら、お姉様は──』

「──大丈夫だ、七海。心配しなくていいから、俺に任せてくれ」

　そう言ってから、電話を切ってラピスの下へと戻る。

　するとラピスは「むっ」と不満そうに唸うなってから、

「ちょっと。結局今の電話の相手は誰だれだったのよ？」

「ただのいたずら電話だったぞ」

「そう。ならいいのよ。後ろからつけて来てたヤツらも来ないみたいだしね。それに──そろそろ本題に入りたいし」

「……ああ。わかっている」

　そう、今日の本題。

　それは辻峰冬夜に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返すこと。そして、俺が再びウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすることを認めさせること──。

「ただ、その前にあれに乗ってみましょう」

　が。

　改めて気合を入れようとした俺を尻しり目めに、ラピスはビシッと海浜公園の一角を指さしやがった。

「あれって……観覧車か？」

　そう、そこにあったのは──大きな観覧車。

　二人きりで話すには申し分ない、空中を行き来する密室だった。

　ラピスの言葉に従うように、俺たちは観覧車の乗車列に並ぶことにした。

　そして、待つこと十数分。

　俺たちの番がまわってきて──。

「うわっ。結構すごいのね、これ」

　乗り込んだ瞬間、ラピスは歓声を上げていた。

　全長百メートルを超えるこの巨大な観覧車は、一度乗ったら十数分ほど空の旅を満喫できるらしい。

　その座席に座りながら、ラピスは遠くに見える水平線を興味深そうに眺めていた。

「………」

　やっぱり、コイツはこうしていると普通の女の子にしか見えないよな。

　でも──実際は違う。

　ラピスは魔女の最高傑作であり、彼女の遺言を守ろうとしている一つの柩ひつぎ。俺こと辻つじ峰みね冬とう夜やが所有者になったウィッチクラフト。

　そして──。

「さて、それじゃあ相談を始めましょうか」

　そう言って、ラピスは座席の前でくるりと半回転して俺と向き合った。

　動き出した観覧車は止まらない。

　空中を移動する密室の中で、蒼あおい瞳ひとみの少女は静かに言葉を紡ぐ。

「今話し合うことはたった一つ。《剣舞士の首飾りソードダンサー》を冬夜に……いいえ、あんたに返すかどうかよ」

「………っ」

　……やっぱりか。

　どうやらラピスはとっくに俺の正体に気付いていたらしい。それは俺だって薄々わかっていたんだ。

　だってコイツは、今朝から俺のことを一度も『アリス』って呼ばなかった。

　たぶん、それは……。

「いつから気付いてたんだ？」

「ふんっ。そんなのあんたがわたしの部屋に来たときからに決まってるでしょ。そもそもアリスがあんたのためにわたしを説得すること自体おかしいと思ったし。それに、わたしは《鏡猫ストレンジキヤツト》の能力を知ってるもの。だったら疑うのは当たり前じゃない」

「……そっか。けど、それならどうして気付かないフリをしてたんだよ？」

「それは……」

　どうしてか。

　ラピスは気まずそうに黙ってから。

「たまには……こういうのも悪くないって思ったから」

「えっ……」

「ほら、あんたって最近は鍛錬ばっかりだったでしょ？　大方セツナとの戦いのためだったんだろうけど……あんたは毎日毎日ストイックに身体からだを鍛え続けてたわ。だから、たまには息抜きも必要だって思ってたのよ」

「じゃあ、入れ替わってることに気付かないふりして海浜公園に誘ったのは……」

　俺のためだったのか？

　確かに、俺はセツナと戦うためにこの一ヵ月鍛錬に明け暮れていた。もしかしたら、それでラピスが心配してくれて……。

「ありがとな、ラピス」

「……お礼なんかいいわよ。それより、あんたはわたしに言うことがあるんじゃないの？」

「ああ、そうだな」

　そう、ここは空中の密室。

　今だけは誰だれにも邪魔されない。

「単刀直入に言うぜ、ラピス」

　ふうっと、一度息を吐ついてから俺は切り出した。



「《剣舞士の首飾りソードダンサー》を、俺に返してくれ」



「冬とう夜や……」

　俺の言葉に、ラピスは反射的に自分の胸の辺りを掌で押さえた。そこにあるのは十字架のペンダント。彼女は、銀色の十字架をゆっくりと握りしめてから。

「……どうしてよっ」

　今にも泣きだしそうな声で、そう言った。

「なんでそんなにあんたは戦いたがるの？　あんたがわたしたちを……自分の家族を守りたいってことはよくわかってる。でも……でも……っ」

「ラピス……」

「梨り央おから聞いたの。あんたのお母さんは……昔あんたのことを庇かばって死んじゃったんでしょ？　しかも……あんたの目の前で……」

「………」

　……そうだ。

　それが、母さんが死んだ理由。

　そして、俺が戦う理由──。

「──ああ、そうだよ。だから俺は戦わなくちゃいけないんだ。だって、母さんは死ぬ間際に言ったんだ。『冬夜。これからは自分の家族をしっかり守るのよ』って。だから、俺は──」

「バカなこと言わないで！」

　強引に。

　ラピスは俺の言葉を遮っていた。

「これはわたしの考えにすぎない！　でも、はっきり言うわ！　確かに、冬とう夜やの母親はあんたに家族を守って欲しかったんだと思う！　けど……あんたに死んで欲しいなんて絶対に思ってなかったはずよ！」

「それは……」

「あんたはそのことを勘違いしてる！　いくら家族を守れても、あんたが死んじゃ意味がないでしょ！　あんたが守った家族だって……あんたが死んだら悲しむのよ!?」

「そんなことはわかってるっ！　でも、俺は死ぬ気で戦わなくちゃ家族を守れないんだよ！」

　セツナとの戦いで思い知った。

　俺はまだまだ弱い。

　セツナや《白兎ホワイトラビツト》からラピスたちを守るためには、もっと必死にならなくちゃいけないんだ。

「……ばかっ」

　けれど、ラピスは俺の言葉を否定した。

「どうして……全部一人で抱え込もうとするのよ？　ねえ、冬夜。今年の四月にリリィの墓参りに行ったとき、あんたがわたしになんて言ったか覚えてる？　あんたはこう言ったでしょ？『シンドいときは、ちょっとくらい傍そばにいる人間を頼っていい』って」

「………っ」

「冬夜はわたしに言ってくれたじゃない。『辛いんだったら、苦しいんだったら、痛いんだったら……傍にいる誰だれかを頼っていいんだ』って。それが……家族ってものじゃないの？　なのに……なんであんたはわたしたちのことを頼ってくれないの？」

「ラピス……」

「あんたのやってることは……絶対に間違ってる。確かにわたしは頼りないわ。戦闘でできることはウィッチクラフトの気配を察知したり作戦を考えたりするだけ。でも、あんたは真ま由ゆ香かや梨り央おや七なな海みやアリスのことも頼ろうとしない。……ううん、きっと心のどこかで頼っちゃいけないって思ってるのよ」

「………」

「冬夜。四月に真由香と戦ったとき、あんたは『これからはチームになろう』って言ってたわよね？　だったら……」



　少しはわたしたちのことを頼ってよっ！



「………っ！」

　……確かに、ラピスの言う通りなのかもしれない。

　今まで俺は家族を守るためならどんなに自分を犠牲にしてもいいって思ってた。

　けど……。

「………」

　そんなことを、ラピスたちは望んでたのか？

　家族。

　俺たちは家族なんだ。彼女たちが求めていたのは、俺一人が頑張ることじゃなくて、家族一丸となって戦うことなんじゃないのか？　そして、それは俺自身だって十分理解していたはずだった。

　でも、その気持ちが強すぎるあまり……俺は、暴走してたんじゃないのか？

　母さんの遺言。

　その言葉を守ることだけを考えてしまって──。

「だから……お願いよ。もう一人で全部背負おうとするのはやめて。わたしは……ううん、わたしだけじゃない。きっとみんなそう思ってる。家族全員でウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうする。それがわたしたちのすべきことなんじゃないの？」

「ラピス……」

「それに、わたしも……やっと自分の気持ちに気付けたと思うの。無理やり眠らされちゃったとき、わたしはとっても悲しかった。それは、きっと冬とう夜やがわたしにとって──」

「……わたしにとって？」

「───」

　追及すると、ラピスは「ううん」と小さく首を振った。

「今の言葉は忘れて。今こんなことを言っても仕方ないわ。わたしが言いたいことはたった一つ。もし冬夜が家族のことをちゃんと頼って一緒に戦ってくれるって覚悟を決めるんなら……」

　言って、ラピスは自分の首にかけられた《剣舞士の首飾りソードダンサー》を手に取った。

　家族全員で蒐集をすること。

　それがラピスの出した答え。俺だってとっくの昔にその答えを選んだつもりだったけど……もしかしたら、心のどこかでは一人ですべて背負おうとしていたのかもしれない。

　だとしたら……。

「──ラピス」

　彼女に、伝えなくちゃいけない。

　そう、俺の──辻つじ峰みね冬とう夜やとしての言葉を──。



「あはは♪　なかなか楽しそうな話をしてるわね」



「───っ!?」

　突然響いたその声に、戦せん慄りつする。

　……嘘うそだろ？

　俺たちの乗ったゴンドラはまだ地上に着いてない。それどころか今一番高い位置に着いたところだ。

　なのに、ソイツはごく自然にドアを開けてゴンドラの中へと乗り込んできやがった。

「……《白兎ホワイトラビツト》！」

　いきなりの乱入者に、ラピスが叫んでいた。

　すると、彼女は白い服を揺らしながら無邪気な少女のように微笑ほほえんだ。

「久しぶりね、ラピス。ここでちょっとお願いなんだけど、ラビもあなたたちのお話に交ぜてくれないかしら？」



×　　　×　　　×



「ラピス！」

　反射的に、彼女を庇かばうように《白兎ホワイトラビツト》の前に出る。

　……予想外だ。

　まさかこんな場所でコイツと出くわすとは。しかも、今の俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を持っていない。《遺灰人形ウイツチドール》であるアリスの身体能力を使えばどうにか抵抗ぐらいはできるかもしれないが……！

「心配しないで、トーヤ。わたしは今あなたと戦うつもりはないもん」

「なっ……おまえ、俺がアリスじゃないって……」

「気づいてるわよ？　だって昨晩のあなたたちの蒐しゆう集しゆうの様子を、ラビはこっそり監視していたから。やっとラビと戦ってくれる敵が現れてくれたんだもの。ちゃんと情報収集はしなくちゃね」

「けど、そもそもどうやってここに……」

「あはは♪　トーヤったらおかしなことを言うのね。ラビはこれでも戦闘用ウィッチクラフトよ？　普通の人間以上の身体能力を持っている。だからここまでこっそり登ってきたの。それに、ラビには《黒獣バンダースナツチ》があるし」

　言って、ラビは手に持った黒いヌイグルミを差し出してきた。

　もしかして……あれが遺産№15《黒獣バンダースナツチ》なのか？

「この子の力を使えば、ここまで来るのは簡単だったわ。あっ、心配はしないでね？　たぶん下の人たちには姿を見られてないと思うから」

「ふんっ。あんたは相変わらずふざけた態度なのね、《白兎ホワイトラビツト》。戦うつもりがないのなら、どうしてこんな場所に来たの？」

「もう、ラピスは冷たいわねぇ。ラビ、悲しい。昔は『ラビ』ってあだ名で呼んでくれてたのに」

「………っ！　それは昔の話よ！　あんたがリリィを裏切ったりするから……！」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめながら叫ぶラピス。

　やっぱり……この二人は顔見知りだったのか？　しかも、お互いを愛称で呼ぶくらいだとしたら、結構親しかったんじゃ……。

「答えなさい、《白兎ホワイトラビツト》。五十年前に聞きそびれた質問を今するわ。どうしてあんたは、リリィを裏切ったの？」

「あはは♪　そんなの決まってるじゃない。ラビが魔女戦争ヴアルプルギスを起こした理由はたった一つ。本気を出した魔女と戦いたかったからよ」

「……リリィと？」

「そう。ラピスも知ってる通り、魔女は強かった。だから、ラビは本気を出した魔女と戦ってみたかったの。そうすれば……自分がどれくらい強いかわかる気がした。だから、ウィッチクラフトを魔女から略奪するって理由を作って、他ほかのヤツらを先導したの」

「そ、そんなことで……！」

「そんなこと？　バカなこと言わないでラピス。ラビにとってはとっても重要なこと。誰だれだって、自分がどれくらいの実力を持ってるか知りたいし、その実力を発揮したいって思うはずよ。そして──ラビは、戦いの中でそれを確かめたかっただけ」

「確かめる？」

「そう、ラビは強い敵と戦うことが大好き。いつ死ぬかもわからない極限状態の中でただ自分の限界に挑戦できる。生死を賭かけた殺し合いの中で自分の実力を再確認できる。ラビはその瞬間だけ……自分の存在価値を実感できるのっ！」

　子供のような無邪気な笑顔を浮かべたままで、《白兎ホワイトラビツト》は告げやがった。

　……イカレてやがる。

　俺は心の中でそう呟つぶやいた。やっぱりラピスの言う通り、コイツは危険な存在だ。

　きっとコイツは戦いの中でしか自分の存在を自覚できない。

　だから、戦いを……そして、自分よりも強い敵を求めている。弱い自分が強い敵を斃たおす機会を欲している。

　戦闘狂。

　そして、そんなコイツが相手に選んだのが──。

「単刀直入に言うわね」

　そう言って、《白兎ホワイトラビツト》は狭いゴンドラの中で微笑ほほえんだ。

「ラピス。ラビはあなたたちに宣戦布告するわ。戦いの日時は──三日後でどうかしら？　それならあなたたちもラビへの対策を立てられるでしょ？」

「ふんっ。バカなこと言わないで。確かに三日後ならわたしたちは全力であんたと戦えるかもしれない。けど、わたしたちが大人しくあんたの要求を呑のむわけが──」

「あっ、それなら心配しないで♪」

　にっこりと。

《白兎ホワイトラビツト》は笑ってから。

「あなたたちは、ラビの要求を呑むしかないもの」

　瞬間──轟音。

　鼓膜を破るような爆発音が海浜公園に鳴り響いていた。

「なっ──」

　思わず言葉を失うほどの強烈な音圧が、ゴンドラの窓を揺らす。そして音の発信源と思われる場所からは黒い煙と赤い炎が上がっていて……！

「《白兎ホワイトラビツト》！　まさか、今のは……！」

「大正解♪　さっきのはラビが仕掛けた時計が爆発したの。でも、心配しないで。ちゃんと人ひと気けがないところに仕掛けておいたから、犠牲者は出てないはずよ。まあ──他ほかの時計は違うけどね」

「なっ……じゃあ、爆弾は今のだけじゃないっていうのか!?」

「当たり前でしょ、トーヤ。ラビの能力は火薬時計。その力で生み出された爆弾はこの海浜公園のいたるところに仕掛けられている。ちなみに、あなたたちがさっき行ってたオバケ屋敷にもね。もし仕掛けた爆弾を発動させたら……どうなるかわかるでしょ？」

「………っ！」

　……ふざけんな。

　この女、海浜公園全体を人質に取りやがった……！　そして、コイツがそんなことをしたのは……！

「さぁ、決断して。三日後にラビと戦うかどうか？　もし戦わないって言った場合は、ここで全部の爆弾を起爆させて、何の関係もない一般人をたくさん殺しちゃうけど？」

「くっ……！」

　明らかな脅迫に、ラピスは口唇くちびるを噛かみしめた。

「……あんたって、ホントにえげつないわね」

「あはは♪　褒めてくれてありがと。で、どうするのラピス？　ラビと戦ってくれる？」

「ええ。そうするしかないじゃない。あんたがハッタリで今みたいな脅しをするヤツじゃないってことはよく知ってる。だから、わたしたちは三日後にあんたと戦うわ」

「そう。ありがとう、ラピス」

　そう言って、《白兎ホワイトラビツト》はゴンドラのドアに手をかけた。そして、そのドアを開けてから、

「じゃあ、戦う時刻は三日後の深夜二時。場所はこの海浜公園にしましょ？　灰はい原ばら家の力を使えばあなたたちも難なくここに入れると思うし。それと、念のために言っておくけど、逃げたら許さないから。そのときは街中で無差別にラビの爆弾を起爆させるもん」

「わかってるわよ。あんたこそ、逃げるんじゃないわよ？」

「ふふふ♪　バカなことを言わないでラピス。ラビはこの時代に目覚めてから、ずーっと待ってたの。そう、ラビが戦うのにふさわしい相手が現れるのをね。幸い、魔女の子孫である辻つじ峰みねと霧きり谷やが手を組んでくれた。だから──」



　三日後、ラビはアリスを手に入れる。



　はっきりとそう言い残して、ラビは何の躊躇ためらいもなくゴンドラから飛び降りやがった。

「………っ！」

　その姿を目で追おうとしたが、小さな白い影は器用に観覧車の鉄骨の上を跳ねながら移動し、いともたやすく地上に着地した。

　地上の人たちはさっきの爆発に気を取られていたのか、ラビの存在には気付いてないみたいだが……。

「……冬とう夜や」

　不意に、ラピスが俺の名を呼んだ。

　その手に握られていたのは、《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　辻峰冬夜が所有者になったウィッチクラフト。

　銀色の十字架を、彼女は静かに握りしめていた。

「今から、これをあんたに返すわ」

「ラピス、じゃあ……」

「勘違いしないで。わたしは……まだあんたのことが心配なの。だから、ここで誓って欲しいの。もう自分の命を粗末になんかしないって。家族を信頼して一緒に戦うって。そうすれば、わたしだって……」

　その言葉が言い終わる前に。

　俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を握ったラピスの手を取っていた。

　そして、体温を重ねるように握りしめる。

　できるだけ、優しく。

「わかった。約束するよ。俺は家族を守る。けど……絶対に死んだりなんかしない。これからも蒐しゆう集しゆうを続けていかなくちゃいけないからな。だから──俺は、ラピスたちと一緒に戦う」

「冬とう夜や……」

　少しだけ黙った後。

　ラピスは「……うん」と頷うなずいてから、俺に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を返してくれた。

　──これで、戦うためのピースは揃そろった。

《白兎ホワイトラビツト》。

　三日後、俺たちはあいつと戦うしかない。そう、これからもウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしていくために。そして、これからも家族を守り続けるために。

　けど──。

「───」

　どうしてだろう？

　俺の耳には《白兎ホワイトラビツト》が去り際に言った言葉が脳裏にこびりついて仕方がなかった。



　──アリスを手に入れる。



　白い少女が無邪気な表情で紡いだ、たった一つの言葉が──。








第６章　オール・アウト・アタック





　八月九日、深夜二時の海浜公園。

　そこは俺とラピスが以前来た場所とはまるで別の世界のようだった。三日前、あれだけ賑にぎやかだった喧けん騒そうはどこにもない。月明かりだけに照らされた広大な敷地はまるで夜の王国のように俺たちを出迎えていた。

「──うん。大丈夫だね。一応イツキちゃんの《夜魔ヴアンパイア》で人払いの結界を張ってもらったから、今夜この海浜公園で何が起きても周囲の人たちは気付かないはずだよ」

「そりゃあよかった。でも、梨り央お姉ねえ。何もあんたまでここに来ることはなかったんじゃ……」

「そうですよ、姉さん。一週間前に比べれば身体からだの具合がよくなったのかもしれませんが、やっぱり寝ていた方がよかったです」

「大丈夫。ボク、足手まといになったりしないから。それに《白兎ホワイトラビツト》が望んでるのはボクたちとの総力戦なんでしょ？　それに、一応保険はかけておいたから。イツキちゃんにも色々と協力してもらったしね」

「保険？」

「えへへ。冬とう夜やくんにはまだ内緒だよ」

　そう言って、梨央姉はいつもと変わらないスマイルを浮かべてみせた。

　まあ、梨央姉の言葉の真意はわからねえが──ここにいるのは、辻つじ峰みねと霧きり谷やが誇る全戦力。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者である真ま由ゆ香か、《血核ハートレス》の所有者である梨央姉、《四銃奏カルテツト》の所有者であるアリス。

　さらに──。

「けど、お姉様。あなたまで来ることはなかったんじゃない？　わたしは回復役としてここに来たけど」

「ふんっ、何を言ってるのよ七なな海み。《白兎ホワイトラビツト》はわたしに向かって『逃げたら許さない』って言ったのよ？　もしあいつがわたしがいないことを理由にして、街に爆弾を仕掛けたらどうするのよ」

　俺の横で言葉を交わす蒼あおと紅あかの姉妹。

《蒼柩ラピスラズリ》と《紅柩ピジヨンブラツド》。

　ドレスを着こんだ二人は、夜の海浜公園を静かに見つめていた。

　これで俺たちの戦力は五名。

　そして、最後の一人は──。

「やっぱり、自分の身体が一番しっくり来るよな」

　俺こと、辻つじ峰みね冬とう夜や。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》を変化させた剣──《円舞曲ワルツ》を握り締めながら、俺は静かに息を吐いた。

　俺の隣ではアリスが同じように息を吐いている。やっぱり、自分の身体からだが一番で……。

「でも、面白かったわね。まさかお兄様とアリスの身体が入れ替わっちゃうなんて」

「ちょ、なんでバラすんだよ七なな海み！」

「別にいいでしょう？　正直な話、ここにいる全員がそのことを知ってるもの」

「えっ……」

　……全員？

　俺とアリス以外にこの秘密を知ってるのは、ラピス、真ま由ゆ香か、七海。だから梨り央お姉ねえは知らないはずで……。

「冬夜くん」

　俺の疑問に答えるように、梨央姉はにこっとスマイルを浮かべてから。

「ごちそうさまでした」

「なんでそんなセリフを俺に言うんだ!?　まさか……三日前俺がいない間に本家で何かあったのか？」

「冬夜くんの身体って、結構筋肉質だよね」

「質問の答えになってねえぞ梨央姉ぇええええええっ！　アリス！　説明してくれ！　本家で何があった!?」

「うっ……ごめんなさい」

「なんでそんなマジな感じで謝るんだよ!?」

　何があった！　一体本家で何があったんだ！　自分の身体のことだからすっげえ気になるぞ！

「……ちょっと、このテンパり犬。もうちょっと緊張感を持ちなさいよね」

「えっ……ラピス、今俺のことを犬って呼んでくれたのか？」

「そうだけど……なんでちょっと嬉うれしそうにするわけ？」

「いや、三日前はロクに話を聞いてもらえなかったから、つい嬉しくて……」

「気持ち悪いこと言うのやめてよね!?　まあ、確かに三日前のわたしたちは全然喋しやべってなかったけど……」

　言いつつも、ラピスは少しだけ微笑ほほえんだ。

　……そうだ。

　俺とラピスの関係も修復できて、やっと俺たちは元の家族に戻れたんだ。

　それに……なんていうのかな。

　こうやってみんなでいるのは、すごく楽しい。

　俺はできることならこの日常をずっと守っていきたい。

　そう、明日からもみんなで一緒に過ごすために。

　そのためには……。

「ねえ、冬とう夜や」

　と。

　そこでラピスは少し不安そうに俺の方を見つめてから、

「この戦いが終わったら……あんたに話がしたいんだけど、いいかな？」

「……ラピス。それは思いっきり死亡フラグだぞ」

「死亡ふらぐ？　何よそれ。五十年も眠ってたわたしはそんなこと知らないもん。とにかく……《白兎ホワイトラビツト》に勝てたら、あんたに言わなくちゃいけないことがあるの」

「言わなくちゃいけないこと？」

　思わず聞き返す。

　──しかし。

　ラピスからの返答を聞くことはできなかった。



「こんばんは、皆様。今夜はようこそ御お出いで下さいました」



　まるで劇の開幕を知らせるような芝居がかった口調とともに、ソイツは現れた。

《白兎ホワイトラビツト》。

　今夜の俺たちの敵。

　そして、魔女の敵だったウィッチクラフト──。

「みんな、作戦はいいわね？」

　透き通った声で、ラピスが告げた。

　この三日間、俺たちは対《白兎ホワイトラビツト》用の戦術を考えてきた。と言っても、やることはいつもと変わらない。

　基本的に遠距離からはアリス、中距離からは真ま由ゆ香か、そして近距離からの攻撃は俺が担当する。ラピスは司令塔。七なな海みは回復役。梨り央お姉ねえは……いざとなったときの切り札ってとこか。

　……大丈夫。

　戦いの前の不安を打ち消したくて、俺は心の中でそう呟つぶやいた。

　いや……正確には、俺が……俺たちが大丈夫にしてみせる。

　これからも蒐しゆう集しゆうを続けていくために……！

「では、始めましょ♪」

　歌うような口調で告げてから。

《白兎ホワイトラビツト》は舞台女優のように優雅に頭を下げて。

「第二次魔女戦争ヴアルプルギス。その序章プレリユードの開幕よ」



×　　　×　　　×



　直後、破砕音。

　海浜公園の入り口。その近くにあった噴水が爆はぜたのだ。おそらくは《白兎ホワイトラビツト》が仕掛けておいた火薬時計。

　けど、その爆発は俺たちを傷つけるためのものじゃない。

　いわば、戦いが始まった合図。

　その証拠に、《白兎ホワイトラビツト》は爆発で生まれた隙すきを突くように、右手に持ったヌイグルミを夜空に掲げて、



「起きなさい、《黒獣バンダースナツチ》」



　それは、巨大な獣だった。

《白兎ホワイトラビツト》が持っていた黒いヌイグルミは、彼女の言葉に従うように一瞬で巨大化。瞬く間に全長三メートルを超える巨大なキグルミへと変へん貌ぼうする……！

「気を付けて！　外見は可愛かわいらしいけど、破壊力は本物だから！」

　響き渡るラピスからの警告。

　その言葉に従うように、黒い影が跳躍。一瞬で俺との距離を詰めて来て──。

「くっ!?」

　振り下ろされた丸太ほどありそうな巨大な右腕をバックステップで回避。

　……なるほど。デカい割には大した機動力だ。それに破壊力も申し分ない。その証拠に右腕が振り下ろされた石畳は粉々に砕けてしまっている。

　遺産№15──《黒獣バンダースナツチ》。

　これが《白兎ホワイトラビツト》が所有するもう一つのウィッチクラフト。

　そして、コイツの能力は──。

「跳べ、犬っころ！」

「！」

　背後から届いた声に、俺は大きく右に跳躍。

　その瞬間、《黒獣バンダースナツチ》の身体からだに殺到する炎の弾丸。放たれたのは、《四銃奏カルテツト》のファーストショット。アリスの的確な射撃は《黒獣バンダースナツチ》を確実にとらえたが──。

「──チッ。無傷か」

　ファーストショットを喰くらっても傷一つない《黒獣バンダースナツチ》を見ながら、アリスが舌打ち。

　そう、《黒獣バンダースナツチ》の能力は傀く儡ぐつ鎧よろい。

　言わばあいつの長所は、その防御力。

　見た目はバカデカいキグルミだが、あれは鎧そのものなんだ。その証拠に、さっきあれが巨大化するのと同時に《白兎ホワイトラビツト》の姿は消えていた。

　つまり、《白兎ホワイトラビツト》は鎧の中にいる。

　あいつを蒐しゆう集しゆうするには、まずは《黒獣バンダースナツチ》を斃たおさなくちゃならねえ……！

「あはは♪」

　各おの々おののウィッチクラフトを構える俺たちを嘲あざ笑わらうような響き。

《黒獣バンダースナツチ》から響いたのは、まさしく《白兎ホワイトラビツト》の笑い声だった。

「さすがに《Ⅸノウエム》が五つも相手だと緊張するわね。でも、心配しないで。ラビだって、伊だ達てに魔女と戦ったことがあるわけじゃないの♪」

　その言葉と共に、突如《黒獣バンダースナツチ》の右腕の掌に現れたのは──三つの懐中時計。

《白兎ホワイトラビツト》の能力、火薬時計。

　それは《黒獣バンダースナツチ》を着こみながらでも使えるらしい。そして、《白兎ホワイトラビツト》は大きくそれを夜空に投げて──。

「兄さん！　下がってください！」

「わかってる！」

　真ま由ゆ香かの声に従うように、俺はバックステップ。

　直後、重力に引かれて落ちた時計たちは石畳の上で爆散。

　大量の炎と熱風を撒まき散らすが……たぶん、この爆発は俺たちを狙ねらったものじゃねえ。その証拠に《白兎ホワイトラビツト》は明らかに俺たちの前方に懐中時計を落として──。

「！」

　まるで爆炎を切り裂くように、突っ込んでくる巨大な影。

《黒獣バンダースナツチ》。

　爆発を物ともせずに……むしろ隠かくれ蓑みのにするようにして、突貫。

　そして、大きな腕を横よこ薙なぎに振り回す……！

「ぐっ!?」

　まるで竜巻のような一撃を、俺は《円舞曲ワルツ》で受け止めていた。

「くっ……おおおおおっ！」

　そのまま、腕と剣の鍔つば迫ぜり合い。自分よりはるかに巨大な相手からの一撃に吹っ飛ばされそうになるが、歯を食いしばって耐える。なんとか腕を切断してやろうとしたが……ダメか！

　キグルミみたいな丸っこい外見の割に、《黒獣バンダースナツチ》の身体からだはひどく硬い。やっぱり、コイツは鎧よろいなんだ。ちょっとやそっとじゃ攻撃を通すのは不可能だろう。

　けど、だからこそ……！

「──《氷鎖チエイン》！」

　俺を援護するように、背後にいた真ま由ゆ香かが《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動。氷で造られた大量の鎖が《黒獣バンダースナツチ》へと殺到する。

　そう、俺たちは一人じゃない。

　刃が通らないなら、強制的に動きを封じるまでだ！

「あははははは♪」

　けれど、再び響いた嘲ちよう笑しようと共に《黒獣バンダースナツチ》は大きく後退。氷の鎖の射程距離から逃げてみせた。

　そして、次の瞬間──。

「なっ──」

　海浜公園の複数個か所しよで起きる、爆発。

　数にして三つ。

　花火に似た轟ごう音おんが鳴り響き、夜の闇やみを照らすように爆炎が咲き誇った。

「せっかくだから、盛り上げていきましょ？　この海浜公園には灰はい原ばら家の結界が張られてるのよね？　だからラビもいっぱい爆弾を仕掛けちゃった♪」

「くっ……！」

　……厄介だな。

　爆弾の破壊力はそこまでじゃないが、《白兎ホワイトラビツト》の能力はそれを複数生み出すことができる。しかも戦いの前にラピスに聞いた話だと、同時に生み出せる数は十数個。

　さすが遺産№13。

《Ⅸノウエム》には届かないが、九十九あるウィッチクラフトの中では上位に入る能力ってことか！

「さあ、鬼ごっこよ！」

　高々にそう宣言してから、《黒獣バンダースナツチ》の巨体が夜空を舞う。行き先は三日前に俺とラピスが乗った観覧車の方向。

「お兄様！」

「わかってる！」

　七なな海みの声に急せかされるように、俺たちは《白兎ホワイトラビツト》を追走。迂う闊かつに海浜公園を進めば爆弾の餌え食じきになるかもしれないが、そこは問題ない。

「──大丈夫！　この道の周囲に爆弾の気配はしないわ！」

　そう、俺たちの先頭を走るのはラピス。

　コイツはウィッチクラフトの気配を察知するのが得意だ。しかも、《白兎ホワイトラビツト》の作りだす懐中時計にはわずかにあいつの気配が残っているらしい。

　だから、ラピスが安全と判断した道を行けば……！

「えっ……」

　しかし、《白兎ホワイトラビツト》を追って観覧車の前までたどり着いたところで、ラピスの表情が凍り付いた。

　その視線の先には、はるか上空にある観覧車のゴンドラに乗った《黒獣バンダースナツチ》。

　俺たちが追いつく時間を利用して登ったんだろう。さきほどの爆炎に照らされながら、黒い獣はまるで俺たちを見下ろすように、嗤わらっていた。

　そして──。

「──さぁ」

《白兎ホワイトラビツト》は、遥はるか上空から俺たちまで届く声で──叫ぶ。



「──踊って！」



　その一瞬、再び爆発。今度は観覧車の根元の部分。まるで銃で連射するみたいに爆発音が断続的に上がる。

　……嘘うそだろ？

　俺にはラピスの表情がどうして凍り付いたのかわかってしまった。おそらく、《白兎ホワイトラビツト》の狙ねらいは……！

「──走って！」

　俺が推測するよりも早く、ラピスが声を張り上げていた。

　その声と同時に──傾く観覧車。

　全長百メートルを超える巨大な鉄の塊が、ギギギギッと耳障りな音を立てて俺たちの方へと倒れてきていた……！

「くっ──！」

　──やられた。

《白兎ホワイトラビツト》がやったことは単純明快。観覧車を支えるパーツを例の爆弾で破壊したんだろう。

　まるでテレビ番組で見るような、発破解体。しかも、観覧車が上う手まく俺たちの方に倒れるように計算されている。《白兎ホワイトラビツト》は、巨大な観覧車を武器として使いやがったんだ！

「アリス！　七なな海みを抱えて走れ！　真ま由ゆ香かは梨り央お姉ねえを頼む！」

　走りながら叫ぶと、アリスは「七海様！」と叫んでから七海の腰のあたりを片手で抱えて駆け出した。同時に真由香も梨央姉の身体からだを強引に抱きかかえて、加速。

「ラピス！」

　そして、俺も前を走るラピスの身体からだを抱きかかえ、そのまま全力疾走。

　戦闘用ウィッチクラフトで身体を強化された俺たちなら人間一人を抱えながら走るのは容易たやすい。

　しかし、巨大な観覧車が倒れてくる気配はすぐ背中まで迫ってきて──。

「……ぐっ!?」

　直後、耳を塞ふさぎたくなるような巨大な破砕音が海浜公園の空気を震えさせた。

　なんとか逃げ切れたが、俺のすぐ後ろでは巨大な観覧車が倒壊。

　そのせいで膨大な量の粉ふん塵じんがまるで土煙のように舞い上がり、俺たちの視界を塞いでいて……。

「まさか……」

　これが、《白兎ホワイトラビツト》の狙ねらいか？

　さっきまであいつはゴンドラの上にいた。

　けど、今は粉塵のせいでどこにいるのか……。

「──落ち着いて、冬とう夜や」

　俺に抱きかかえられたままで、ラピスが呟つぶやいていた。

「わたしにはわかる。アリスや梨り央おたちの姿は粉塵で見えないけど、あいつらは無事よ。だって、気配でわかるもの」

「……そうか。アリスは《遺灰人形ウイツチドール》で、梨央姉ねえは《血核ハートレス》で生きてる」

「ええ。だから、わたしが気配を感じてる以上あの四人は無事なはず。けど……この場にはウィッチクラフトの気配が多すぎるの。そして、そのうちの二つが──」

「《白兎ホワイトラビツト》と《黒獣バンダースナツチ》か」

　確かに、この場にはいくつものウィッチクラフトがある。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》、《血核ハートレス》、《蒼柩ラピスラズリ》、《紅柩ピジヨンブラツド》、《四銃奏カルテツト》、《遺灰人形ウイツチドール》。

　そして、《白兎ホワイトラビツト》と《黒獣バンダースナツチ》。

　さらには《白兎ホワイトラビツト》が仕掛けたかもしれない火薬時計。十個以上ものウィッチクラフトの気配が存在することになるのだ。おそらく、この粉塵の中じゃ気配だけじゃどれが味方なのか判別できない。

　そして──おそらくは、それが《白兎ホワイトラビツト》の狙い。

　きっとあいつはこの粉塵が収まるまでに俺たちの誰だれかを襲うはずだ……！

「───っ」

　──落ち着け。

　焦らずに心を静めろ。

　なぜなら、この状況を打開できるのは俺しかいないからだ。

「───」

　ゆっくりと、俺は自分の瞼まぶたを閉じていた。

　──集中しろ。

　必要なのは、ほんのわずかな手がかり。

　この粉ふん塵じんでも絶対に隠せないものがある。

　それは──音。

　誰だれかが行動を起こすときの足音。

　当たり前だが、それは個人によってそれぞれ違う。もちろん《黒獣バンダースナツチ》ほどの巨体ならば尚なお更さらだ。

　そして、俺にはそれが察知できる。

　戦場舞踏。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力を使えば、足音リズムだけで相手を特定できる──！

「──強制解放フオルテっ！」

　瞬間、俺はラピスを抱えたままで《円舞曲ワルツ》の能力を発動。

　身体能力を強制的に解放し、一気に間合いを詰める。

　そう──俺が察知した気配。

　それは微かすかに《黒獣バンダースナツチ》が動いた足音で──。

「おぉおおおおおおおおっ！」

　粉塵の煙幕を切り裂くように剣を一いつ閃せん。さっきの俺は《黒獣バンダースナツチ》の身体からだを斬きり裂けなかった。

　だけど、強制解放フオルテを使った今ならば……！

「くっ!?」

　剣を振りきった後に聞こえたのは、微かな《白兎ホワイトラビツト》の苦く悶もん。そして、手に残る確かな手ごたえ。

「兄さん！」

　俺の声に反応したのか、粉塵の中から真ま由ゆ香かが飛び出してきた。彼女は俺が視線を向けるさきに照準を合わせ、

「──《氷鎖チエイン》！」

　まるでタクトのように《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を一振りし、再び氷の鎖を殺到させる。ジャラジャラという金属音を響かせながら、氷の鎖が粉塵の中に微かに浮かび上がった黒い影に巻きついていく。

「離れて！」

　次の一瞬、響いたのは七なな海みの声。

　そして、

「──爆はぜろ、セカンドショット！」

　アリスの叫び声と、《四銃奏カルテツト》の銃声。

　今度は《四銃奏カルテツト》のセカンドショット。

　俺と真ま由ゆ香かが離脱した後に飛来した火球は、物の見事に鎖で拘束された《黒獣バンダースナツチ》を捉とらえ、爆はぜていた。

　そして、その爆風によって粉ふん塵じんが少しだけ吹き飛ばされて……。

「………っ」

　だが、俺たち全員はそこにあったものに息を呑のんだ。

　石畳の上に落ちていたのは──黒焦げになったヌイグルミ。

《黒獣バンダースナツチ》だ。

　さきほどまでの巨体ではなく、今は本体である小さなヌイグルミの姿に戻っている。コイツが能力を発動してないってことは……。

「──出てきなさいよ、《白兎ホワイトラビツト》」

　俺の身体からだから降りながら、ラピスが鋭い声で告げた。

「隠れても、気配でわかるわよ？」

「ふふっ♪　さすがね、ラピス。あなたの気配察知能力は厄介だわ」

　すると、俺たちの近くにあった木の陰から現れたのは、白い少女。

《白兎ホワイトラビツト》。

　しかし、その真っ白の衣服の胸の部分には微かすかに血が滲にじんでいた。その手には一冊の古びた本。

　もしかして、あれが《屍操書ミツドナイトヘブン》なのか？

「厄介なのはトーヤも同じね。あなたの剣が《黒獣バンダースナツチ》の装甲を斬きり裂いたせいで、ラビも傷を負っちゃった。まあ、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の鎖で拘束される前に《黒獣バンダースナツチ》から逃げ出したんだけどね」

「ふうん。なら、これはもういらないのかしら？」

　そこで響いたのは、七なな海みの声。

　アリスに守られるように歩く彼女は、石畳に落ちた《黒獣バンダースナツチ》の前で移動して、



「──眠りを」



　紅あかい少女が呟つぶやいたのは、祈りの言葉だった。

　祈りに応こたえるように、彼女の胸元から紅い光があふれ出す。

　ドレスの胸元から覗のぞくのは、魔法陣に紅い刻印。

　光を浴びて《黒獣バンダースナツチ》の身体からだが徐々に変わる。小さな身体はさらに小さな紅い粒子へと分解され、七海の刻印の中へと消失していって──。

















「──蒐しゆう集しゆう完了。これで《黒獣バンダースナツチ》は私の中で眠りについたわ。もう、二度と目覚めることはない」

　紅い粒子をすべて集めた後で、七なな海みは断言した。

　……勝った。

《白兎ホワイトラビツト》の頼みの綱である《黒獣バンダースナツチ》は回収した。いくら火薬時計の能力を持っていようと、あいつの格闘能力が俺たちより上ということはありえないだろう。

　なら、これで勝敗は──。

「───っ」

　──いや、待て。

　なんだか、やけにあっさりしすぎじゃないか？

　確かにこの展開は綺き麗れいだ。思い描いていた作戦通り、《黒獣バンダースナツチ》を蒐集して、《白兎ホワイトラビツト》を追い詰めた。

　けど、あまりにも綺麗すぎて違和感がある。

　まるでここまで上う手まく誘導されてしまったような感覚。

　そう、俺たちはこの展開に辿たどり着くようにただ踊らされていたかのような──。

「あはは♪」

　俺の考えを裏付けるように、《白兎ホワイトラビツト》は微笑ほほえみやがった。

「そうね、《紅柩ピジヨンブラツド》。ラビの可愛かわいい可愛い《黒獣バンダースナツチ》は封印されてしまった。まぁ、お疲れさまとでも言っておこうかしら？」

「《白兎ホワイトラビツト》。次はあんたの番よ。大人しく封印されなさい」

「くふふ♪　ラピスったら、何をそんなに焦ってるの？　もしかして、ラビのことが怖いのかしら？　自分で言うのもなんだけど、ラビは魔女を最も追い詰めたウィッチクラフトだし。でも──」

　心配しないで、と。

《白兎ホワイトラビツト》は微笑ほほえんだままで告げた。そして、その手の上にはページが開かれた《屍操書ミツドナイトヘブン》の姿が──。

「だって、ここからは彼女の出番だもの」

「───っ！」

　その言葉に、俺の傍そばでラピスが警戒するように口唇くちびるを噛かみしめた。

　同時に、俺たちの周囲に漂っていた粉ふん塵じんがやっと収まり、視界が広くなっていく。

　俺の瞳ひとみに映ったのは、無残に崩れ落ちた観覧車の残ざん骸がいと……。

「えっ──」

　その光景を見た瞬間、俺は言葉を失うしかなかった。

　海浜公園の木の陰。

　そこに隠れるように立っていたのは、肩まで届く髪を持った痩そう躯くの女性。たぶん、年齢は三十代後半ぐらいだろう。

　その顔には、見覚えがあった。

　いや、忘れられるはずがなかった。



「……母さん？」



　自分の口から零こぼれた言葉が信じられない。

　そこにいたのは──辻つじ峰みね薫かおる。

　俺が子供の頃ころにこの音おと原はら市で死んだはずの、俺の母親だった。

　……嘘うそだろ？

　また母さんと会えるなんて。

　こんなところで、母さんと再会できるなんて──。

「冬とう夜や」

　まるで昔みたいに、母さんは俺の名前を呼んで、微笑んでくれた。

　その声に、その姿に、その笑顔に、死んだときとまったく変わらない姿の家族の存在に、俺の心は打ち抜かれてしまった。

　気が付けば、俺は母さんの方に歩み寄ろうとして、

「──冬夜っ！」

　しかし、そこでラピスの声で我に返っていた。

　……そうだ。

　母さんは、死んだんだ。

　こんな場所にいるはずがない。

　だとしたら、あれは……。

「───っ!?」

　だが──もう遅かった。俺が足を止めた瞬間、母さんの姿をした何かは微笑ほほえみを浮かべたままで一気に俺との距離を詰めてきた。人間とは思えない瞬発力。まるで、何かに強制的に操られているみたいな──！

「ぐっ……！」

　そのまま、母さんの姿をした何かは俺のことを正面から抱きしめた。まるで母親が子供をあやすみたいに。

　けれど、彼女の身体からだからは心臓の鼓動なんて伝わってこない。

　代わりに聞こえてくるのは、カチコチという機械的な駆動音。

「ねぇ、冬とう夜や」

　俺の視界に映ったのは、人間とは思えない無機質な笑顔。

　母さんの姿をした何かは、俺に微笑みかけてから──。



「──一緒に、死にましょう？」



　瞬間、強烈な衝撃が俺の身体を打ちのめした。



×　　　×　　　×



《屍操書ミツドナイトヘブン》

　それは遺産№12にして、魔導書のウィッチクラフト。能力は、死者操生。死者の身体の一部を媒介として取り込むことにより、死者を意思なき人形ゴーレムとして蘇よみがえらせて使役する力だったはずだ。

　──ああ。

　そうだ。

　母さんの墓は、この音原市にあったんだ。

　もし仮に、《白兎ホワイトラビツト》が俺の母さんの存在を調べ上げ、その墓を暴き、納められていた遺骨を《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介として取り込んでいたとしたら──。

「兄さんっ！　しっかりしてくださいっ！」

　ひどく取り乱した真ま由ゆ香かの声で、俺は我に返った。

　同時に身体からだを襲うのは激痛。

　……ああ、そうか。

　俺はさっき《白兎ホワイトラビツト》の罠わなにかけられて──。

「動かないでね、みんな」

　まるでピエロのようにおどけた声。

　そこにいたのは、古びた本を右手に持った《白兎ホワイトラビツト》。そして、彼女の左手で首をロックされている蒼あおい少女。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　おそらくさっきの爆発の隙すきを突かれたんだろう。ラピスは、《白兎ホワイトラビツト》に捕らえられてしまっていた……！

「てめえ……！」

　痛む身体で強引に立ち上がろうとする。

　さっきの一瞬。

　すんでのところで人形ゴーレムの拘束を振り切って離脱したが、爆発のせいで身体中に傷を負ってしまった。身体のいたるところから血が吹き出し、俺の服を真っ赤に染めている。

「あははははは♪　さすがね、トーヤ。あの爆発から強引に抜け出すなんて。でも、嬉うれしかったでしょ？　ずっと前に死んじゃったママと再会できて」

「ふざけんな！　てめえは……俺の母さんを……！」

「そう、爆弾にしたわ。《屍操書ミツドナイトヘブン》であなたのママを生き返らせた後、彼女の服の下に火薬時計を一個だけ忍ばせておいたの。どう？　なかなかいい演出でしょ？　人形ゴーレムはラビの命令を聞くから、ちゃんとお別れの言葉も言わせてあげたし」

「………っ！」

　脳裏を過よぎるのはさきほどの光景。

　爆弾にされてしまった母さんの人形ゴーレム。そして、人形ゴーレムは俺に喋しやべりかけた後、爆発で木こつ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされてしまって──。

「ぐっ──」

　思い出した瞬間、ひどい吐き気が込み上げてきた。

　……許さねえ。

　この女だけは絶対に許さねえ。

　コイツは母さんを……俺の家族を冒ぼう涜とくしやがったんだ……！

「ふんっ。けど、どうするつもりよ《白兎ホワイトラビツト》。策略を練ってわたしを人質にしたのはいいけど、あんたに勝ち目はないわよ？」

《白兎ホワイトラビツト》に拘束されながらも、ラピスは強気な言葉を吐いた。

　──ラピスの言う通りだ。

　今俺たちが迂う闊かつに《白兎ホワイトラビツト》に近づくことはできねえ。

　もしかしたら火薬時計を隠し持ってるかもしれないし、ラピスを道連れにして心中する可能性もある。

　けど、あいつの目的はそんなことじゃないはずだ。

《白兎ホワイトラビツト》の目的は本気の俺たちと戦って勝利すること。

　強肉弱食ジヤイアントキリング。

　弱者が強者を打ち破ることで──。

「心配しないで、ラピス。だって、もう準備は整ったもの」

　余裕ありげな言葉とともに、《白兎ホワイトラビツト》は右手に持った古びた本を見つめる。

「これが魔導書のウィッチクラフト。遺産№12──《屍操書ミツドナイトヘブン》。ねえ、ラピス。あなたはこの本の能力を知ってるわよね？」

「……当たり前じゃない。《屍操書ミツドナイトヘブン》の能力は死者操生。死者の身体からだの一部を取り込んで──」

「そう、重要なのはそこなのよ」

　強引に、《白兎ホワイトラビツト》はラピスの言葉を遮った。

「ラビはこの時代に目覚めた後で、偶然この《屍操書ミツドナイトヘブン》を手に入れることができた。その瞬間、ラビはとっても嬉うれしかったの。だって、このウィッチクラフトがあればやっとラビの望みが叶かなうから」

「望み？」

「ええ、そうよ。今のラビの望みは、本気になった魔女を見ること。ラピスも知っての通り、魔女──リリィ・ヴァレンタインは強かった。けど、ラビはあの人の本気を見ることができなかった。せっかく、裏切って戦争まで起こしたのに」

「またそんなふざけたことを言って……」

「ふざけたことなんかじゃないっ！　ラビは……戦って欲しかった！　本気になった魔女の戦いを見たかったのよ！　けど、それでも魔女は本気を出してくれなかった！　いいえ！　正確には、ラビが本気を出すにも値しない相手だったのっ！」

　まるで舞台女優のような鬼気迫る口調で、《白兎ホワイトラビツト》はまくしたてた。

「だから、誓ったのよ。いつか魔女の本気をこの目で見てやるって。そして、ラビの手には今この《屍操書ミツドナイトヘブン》がある。だったら、ラビがやりたいことはわかるでしょ？」

「………っ。ひょっとして、あんたは……」



　魔女リリイを蘇よみがえらせるつもりなの？



　微かすかに震える声で、ラピスは訊たずねた。

「大正解。そのためにラピスはあなたたちに戦いを仕掛けた。それに、ラビはこの戦いを第二次魔女戦争ヴアルプルギスって呼んだわよね？　主魔役女がいなくちゃ、魔女戦争ヴアルプルギスにならないでしょう？」

「──なるほど。それがきみの本当の目的なんだね」

　落ち着いた口調で、俺たちの背後にいた梨り央お姉ねえが訊ねていた。

「けど、魔女を復活させるのは無理なんじゃないかな？　きっときみは叔母様の遺骨を使って人形ゴーレムを生み出したんだろうけど……魔女の遺灰はもう存在しない」

「……そうね。魔女の遺灰は、私が《遺灰人形ウイツチドール》を生み出すのにすべて使ってしまった」

「七なな海み様……」

　主の名を呼ぶアリス。

　……そうだ。

《屍操書ミツドナイトヘブン》は死者の身体からだの一部を媒介にして人形ゴーレムを生み出すウィッチクラフト。

　だったら、媒介となる死者の一部がなければ──。

「あはははははははっ！」

　だが、そこで夜空を斬きり裂いたのは、耳を塞ふさぎたくなるような哄こう笑しようだった。

「わかってないわね、あなたたち。確かにもう魔女の遺灰は存在しない。けど、魔女の身体の一部は残っているでしょ？　遺灰じゃなくて──血が」

「なっ──」

　ドクンッと、その言葉に心臓が大きく震えた。

　まさか、あの女は……！

「……《白兎ホワイトラビツト》。あんた、まさか……」

「ご名答よ、ラピス。ラビの目的は──あなた。だってあなたは魔女の最高傑作にして、遺産№１。すべてのウィッチクラフトの頂点に君臨する柩ひつぎ。そして、魔女の血液を最も多く分け与えられたウィッチクラフト。だったら、あなたを媒介として取り込めば《屍操書ミツドナイトヘブン》は魔女を蘇らせることができるんじゃない？」

「くっ……！」

　それは、恐ろしい仮説だった。

　もしラピスを媒介にして魔女を復活してしまったとしたら──！

「ラピス！」

　反射的に、俺は走り出していた。

　しかし──もう何もかもが手遅れだった。

　突如、《白兎ホワイトラビツト》の手の中で、魔導書が白い輝きを放つ。

　そして、その光を浴びたラピスが白い粒子へと分解され、《屍操書ミツドナイトヘブン》の中へと消えていって──。

「冬、夜ぁ……っ」

　最後に俺の名前を呼んだ後で、ラピスは消え去って──いや、《屍操書ミツドナイトヘブン》に取り込まれてしまった。

　魔女を蘇よみがえらせるための、媒介として……！

「───っ！」

　──ああ。

　やっと俺は今日覚えていた違和感に気付いた。



『アリスを手に入れる』



《白兎ホワイトラビツト》が俺たちに告げた言葉。それはてっきり、霧きり谷やアリスのことを指しているんだと思って──いや、思い込まされていた。

　けど、実際は違ったんだ。

《白兎ホワイトラビツト》の目的は、ラピス。

　金色の髪、頭の上で結んだリボン、そして蒼あおい服を着た小さな少女。

　……どうして気付けなかった？

　ラピスの容姿は、『不思議の国のアリス』に出てくるヒロインと瓜うり二つじゃねえか……！

「さあ、始めましょう」

　そして、再び魔導書が白い光を放つ。

　今度の光は俺たちの目をくらますほど強かった。

　その眩まばゆい光の中で──。



　彼女は、現れた。



　煌きらびやかな銀色の髪。身体からだに刻まれた刻印。成熟しきった身体と均整のとれた美しい輪郭。深い闇やみのような漆黒のドレス。

　見た目は二十代前半の女性にしか見えないが……その容姿は、どこかラピスの面影がある気がした。

「……やっと、あなたにまた会うことができたわ」

　そして、白い光が収まったとき。

《白兎ホワイトラビツト》は、現れた彼女を見て、その瞳ひとみから歓喜の涙を零こぼしながら──怖おぞ気けの走るような笑顔のままで言葉を紡いだ。



「──おはよう、リリィ・ヴァレンタイン」

















第７章　魔女戦争ヴアルプルギス





　リリィ・ヴァレンタイン。

　それは俺たちの先祖にして、ウィッチクラフトを生み出した張本人。そして、五十年前に死んだ魔女。

　──しかし。

　今、彼女は俺たちの前に姿を現してしまった。

「くっ……！」

　……落ち着け。

　目の前にいるのは、リリィ・ヴァレンタインの人形ゴーレム。

《白兎ホワイトラビツト》の言葉が正しいとすれば、彼女はあいつの意のままに動く操り人形のはずで、

「下がって、お兄様」

　その瞬間。

　響いたのは、ひどく冷たい声と──。



「──羽ばたけ、サードショット」



　一発の、銃声。

　反射的に目を向けると、そこにいたのは《四銃奏カルテツト》の銃口を空に向け、一発の弾丸を放つアリスの姿だ。直後、上空高く打ち上げられた小さな炎の弾丸が爆散。大量の火の粉を撒まき散らした。

「逃げるわよ、お兄様」

「なっ……七なな海み！　おまえは正気か！」

　アリスが使ったのは、《四銃奏カルテツト》のサードショット。

　思い出すのは六月に起きた廃ビルの屋上での戦い。

　あのとき、サードショットはたった一発で七階建てのビルを倒壊させた。それほどの破壊力を持った弾丸を、こんな場所で使うなんて……！

「あははっ♪　さすがね《紅柩ピジヨンブラツド》！　いい演出だわっ！」

　バラ撒かれた火の粉の真下で、高笑いする《白兎ホワイトラビツト》。彼女は、口唇くちびるを吊つり上げたままで、

「ちょうどいいわ。魔女の力を試すチャンスよ」

「くっ──」

　そこまで聞いたところで、俺はすぐさま背を向けて後退していた。真ま由ゆ香かたちも同じで、一目散に《白兎ホワイトラビツト》から距離を取る。

　その間にも、上空にバラ撒まかれた炎の破片たちが大きな渦を描くようにしながら一カ所に集まり──その形を変へん貌ぼうさせる。

　不死鳥。

　六月に見た怪物じみた炎の弾丸。全長十メートルを超える大翼を羽ばたかせながら、サードショットは《白兎ホワイトラビツト》へと真っ逆さまに滑空して──。

「!?」

　海浜公園の一角を、業火で灼やいた。

　十分距離を取ったにもかかわらず、強烈な爆風と熱風が俺たちを襲う。さっきまで《白兎ホワイトラビツト》と魔女が立っていたはずの場所は一瞬で地獄に変わっていた。

　視界に映るのは、クレーター状に大きく陥没した地面と石畳を焦がす焔ほのお。

　しかし、その中心で──。

「そんな……嘘うそです」

　俺の隣に立っていた真ま由ゆ香かが、呆ぼう然ぜんとした声で言った。

　──無傷。

　俺たちの目に映ったのは、サードショットの直撃を喰くらったにもかかわらず傷一つない《白兎ホワイトラビツト》と魔女の姿。

　そして、まるで魔女を守るように展開している球体状の何か。

　魔法陣。

　白い紋様で描かれた魔法陣は、サードショットの業火を完かん璧ぺきに防ぎ切っていた……！

「……結界魔術サンクチユアリー」

　微かすかに震えた声で、七なな海みが呟つぶやいた。

「魔女が遺のこした文献に載っていたわ。それが魔女のもっとも得意とした魔術だって。だから、私はアリスにサードショットを撃たせたの。結界を展開されたら……もう、勝ち目がないって思ったから。けど……」

「甘かったわね、《紅柩ピジヨンブラツド》。魔女の結界魔術サンクチユアリーの発動速度はほんの一瞬よ。そして、その防御力は《Ⅸノウエム》クラスの戦闘用ウィッチクラフトの攻撃すら容易たやすく防ぐ。これこそが、魔女が誇る最強の盾。そして──」

　炎の中で。

《白兎ホワイトラビツト》の声に応こたえるように、魔女は自らの右手を突き出したまま大きく飛び跳ねた。そして、その突き出された掌の先にいるのは──。

「──結界弾バレツト。魔女はこの魔術をそう呼んでいたわ」

　それは、まさしく魔法だった。

　上空に跳んだ魔女。その掲げた掌から現れたのは直径二メートルほどの白い魔法陣。次の瞬間、驚くことに描かれた丸い紋様はまるで弾丸のように撃ち出された。

　そう、七なな海みに向かって──。

「──七海様っ！」

　瞬間、聞こえたのはアリスの悲鳴と──轟ごう音おん。

　撃ち出された魔法陣は、寸分たがわず七海が立っていた場所に着弾。まるで巨大な怪物にでも踏みつぶされたみたいに、石畳が直径十メートルほどにわたりひび割れて陥没。

「アリスっ！」

　その中心には、ボロボロになった霧きり谷やアリスがいた。クレーターの外には、倒れ込む七海の姿。おそらく、魔法陣が着弾する寸前でアリスは七海を強引に弾はじき飛ばしたんだろう。しかし、直撃を喰くらったアリスは……！

「兄さん！」

「！」

　真ま由ゆ香かの声で、ハッと我に返る。正面を向くと、そこにいたのは石畳に着地し、銀髪を揺らしながらこちらに歩いてくる魔女の姿。

　そして、彼女の掌に浮かぶのはまたもや魔法陣。

　もし、さっきの結界弾バレツトを至近距離で喰らったりしたら……！

「──《氷壁デイスコネクト》！」

　俺と同じ思考をしたのか、真由香が瞬時に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動。周囲の水分をかき集め、俺たちと魔女の間に巨大な氷の壁を造り出した。

　……大丈夫。この氷壁は《四銃奏カルテツト》のラストショットすら防ぎ切ったんだ。だったら、魔女の攻撃だって……！

「あはは♪　確かに、それはさっきのヤツじゃ無理そうね。でも魔女が放つ結界弾バレツトは、一種類じゃないわよ？」

「なっ──」

　その言葉に驚きよう愕がくする俺と真由香の視線の先──硝子がらすのように透き通った氷の壁の向こう側で、魔女の掌に浮き上がった魔法陣が変化。直径二メートルほどだった魔法陣は、直径三十センチほどまで小さく……いや、凝縮された。

　そして──。

「!?」

　魔法陣が浮かんだ掌をぎゅっと拳こぶしの形に握りしめて、魔女は軽く氷の壁を殴打。

　瞬間、恐ろしいことに厚さ一メートルを超える巨大な氷の壁は、魔女のたった一発の拳によって破壊されていた……！

「がっ……!?」

　直後、砕かれた壁は俺たちを襲う弾丸となる。真由香が前にいてくれたおかげで、俺はなんとか直撃せずに済んだが、

「真ま由ゆ香かっ！」

　壁を造り出した張本人である真由香はそうもいかなかった。砕けた破片が頭部を直撃したのか、従妹いとこは額から血を流しながら地面に倒れ込んでしまう。

　……ありえない。《四銃奏カルテツト》のラストショットすら防いだ氷壁を、いとも簡単に壊すなんて……！

「これが、零式結界弾ゼロバレツト。通常の結界弾バレツトは広範囲にわたって被害をもたらす魔術。巨大な壁を弾丸のように撃ち出すもの。対して零式結界弾ゼロバレツトはその力を凝縮して、一点集中。魔女の拳こぶしと共に撃ち出すもの。破壊の範囲は狭まるけど、その分貫通力はケタ違いに上がるわ」

　倒れた真由香を見下ろしながら、《白兎ホワイトラビツト》は得意げに解説しやがった。

　……強すぎる。

　そんな絶望的な感情が俺の心の中を黒く塗りつぶした。

　目の前の現実がただただ信じられない。真由香とアリスは《Ⅸノウエム》の所有者なんだぞ？　その二人を、こんなにもあっさりと戦闘不能に追い込むなんて……！

　結界魔術サンクチユアリー。

　魔女の周囲を覆う魔法陣の障壁。そして、障壁自体を弾丸のように撃ち出す結界弾バレツト。さらには近接戦闘に特化した零式結界弾ゼロバレツト。

　最強の矛と盾を持った存在。

　これが、リリィ・ヴァレンタイン。

　魔女と呼ばれた人間の実力なのか……！

「あはははっ♪　すごいすごいすごい！　これが魔女の本気なのね！　ラビと戦ったときはここまでの力を使ってくれなかった！　やっと……やっと魔女の本気が見れた！　これでこそ蘇よみがえらせたかいがあるってものだわっ！」

「ぐっ……！」

「さあ、どうしたのトーヤ！　こんなものじゃないでしょ!?　まだ終わりじゃないんでしょ!?　もっとラビを楽しませて！　もっともっと魔女の戦いを見せて！《蜃気楼ミラージユ》のときと同じように、人形ゴーレムを斃たおせば媒介は解放される！　魔女を斃せば、あなたの大事な家族ラピスを取り戻せるのよっ！」

　サードショットの炎に照らされた海浜公園で、《白兎ホワイトラビツト》は高らかに叫んでいた。

　確かに、《白兎ホワイトラビツト》の言う通りだ。

《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にされたものは、人形ゴーレムを斃せば解放される。なら、魔女を斃せばラピスを取り戻せるはずなんだ……！

　けど、俺にできるのか？

　目の前にいるのは、漆黒のドレスを身に纏まとった魔女。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　圧倒的な強さを誇る、コイツを斃たおすことが──！

「大丈夫だよ、冬とう夜やくん」

　ぽんっと、背後から肩を叩たたかれてしまった。

　振り向くと、そこに立っていたのは一週間前と同じように赤い刀を持った梨り央お姉ねえだった。

「梨央姉！　ダメだ！　七なな海みから聞いたんだ！　あんたの《血核ハートレス》はもう限界が近いんだろ!?　なのに、また戦ったりしたら……！」

「でも、今はボクが戦うしかない。アリスちゃんは生死不明。七海ちゃんと真ま由ゆ香かはたぶん気絶してる。だったら、ボクたちで戦うしかないでしょ？　しかも《屍操書ミツドナイトヘブン》で生み出された人形ゴーレムには弱点がある。魔女の文献によると、人形ゴーレムは太陽の光を浴びたら消滅してしまう。だから、ボクたちは朝が来るまでここで耐えるしかないんだ」

「そ、それは……！」

　梨央姉の言ってることは正論だ。

　辻つじ峰みね梨央。

　辻峰家歴代最強と呼ばれた当主。一週間前にその戦いぶりをまざまざと見せられた俺には梨央姉がケタ違いに強いことはわかってる。

　しかし……それでも、無理だ。

　いくら梨央姉が強くても、あの魔女の途方もない力の前には勝機がまるで見えない。

　そう、俺と梨央姉だけじゃ──。



「──チッ。なんだよ。シケた顔してんじゃねーか、おにーさん」



　突然。

　夜の海浜公園に響いたのは、女の子にしては低いハスキーボイスだった。

　そして、目の前で起こる衝撃。

　突然、跳び込んできた少女が、魔女の身体からだを思いっきり殴り飛ばしていた。

「なっ──」

　さきほどと同じように結界に守られた魔女だったが、彼女の拳こぶしの威力を殺し切れずにその身体は大きく後退する。

　そして、魔女を殴り飛ばしたのは白髪の少女。

　セツナ・ヴァレンタイン。

《魔狼フエンリル》の第二獣化形態。黒い装甲を鎧よろいのように纏った彼女は、俺たちと相対する魔女を睨にらみつけていた。

「セ、セツナ？　どうしてあんたが……」

「あ？　ふざけたこというな。アタシはあの傍観者に……灰はい原ばらイツキにここに呼び出されたんだよ」

「なっ……イツキに？」

「おー。あいつは《夜魔ヴアンパイア》で街中に蝙蝠コウモリを放って、アタシのことを見つけ出したんだろうな。その後、わざわざアタシに伝言を届けにきやがった。そう、辻つじ峰みね家の当主からの伝言をな」

「なっ、まさか……！」

　さっき梨り央お姉ねえが言ってた『保険』っていうのは……。

「梨央からのメッセージはこうだ。『今夜、海浜公園で三日前の決着を付けよう』。それでいざこんな場所まで来てみりゃ……おにーさんたちと誰だれかが戦ってるしよ」

「じゃあ、あんたはずっと俺たちの戦いを見てたのか？」

「おー。加勢するのはアタシの趣味じゃねーし、そこにいる白いのには返さなくちゃいけない借りがあったからな。けど、こうなっちまったら話は別だ」

　そう言って、セツナは黒い装甲を纏まとったままで梨央姉の方に歩いて行った。

「やっほー、せっちゃん。来てくれるって信じてたよ」

「うるせーぞこの天才野郎。まったく……てめえはとことん悪運が強いな。一週間前にあれだけの無茶をしといてちゃっかり生きてんじゃねーよ。で、なんだこの状況は？　戦いを見てたが会話までは聞いてねーんだ。あのナイスバディのねーちゃんは誰だれだ？」

















「リリィ・ヴァレンタイン」

「……あ？　なんで魔女が出てくんだよ？　魔女は五十年も前に死んだはずだろ？」

「そうだね。でも、あそこにいる《白兎ホワイトラビツト》がウィッチクラフトを使って生き返らせたんだ。そして、ボクたちと戦ってたところ。それで──セツナ。どうやらきみと戦う前に、あっちと決着を付けなくちゃいけないみたいで──」

「──ふざけんじゃねー」

　吐き捨てるように、セツナは呟つぶやいた。

「前に言ったはずだぜ、梨り央お。てめえだけは、他の誰にも殺させない。てめえだけは、アタシがこの手で殺す。もしあいつが魔女だとしたら、そんなゾンビなんかにてめえを殺させるわけにはいかねーな」

「──うん。ボクも、どうせ殺されるならセツナがいい。だから──」



　今夜は、ボクと一緒に戦ってくれないかな？



「───っ」

　……俺には、目の前で起きていることが信じられなかった。

　だって、この二人はほんの一週間前に殺し合ってたんだぞ？

　辻つじ峰みね梨央と霧きり谷や雪せつ奈な。

　二人が演じた頂上決戦は俺の目に今でも焼き付いている。

　なのに、その二人が共闘するなんて──。

「はんっ。上等じゃねーか」

　けれど、これはどうしようもない現実だ。

　その証拠に、セツナは少しだけ楽しそうに口唇くちびるを吊つり上げた。

「アタシの目的はウィッチクラフトを狩り尽くすこと。だったら、あそこにいる白いのとあいつが持ってるウィッチクラフトはアタシの獲物だ。あいつを斃たおしてから、梨央との決着をつけてやるよ」

　そう言ってため息を吐ついた彼女の名前は、セツナ。

　霧谷家六代目当主。

　そして、梨央姉ねえの親友だった女の子──。

「えへへ。ありがとう、せっちゃん。でも、懐かしいね。せっちゃんが当主だった頃ころは、蒐しゆう集しゆうのときにたまに共闘したこともあったっけ。まあ、ボクたちは辻峰と霧谷の人間だったから、最後はいつもウィッチクラフトの奪い合いになっちゃったけど」

　そう言ってスマイルを浮かべた彼女の名前は、辻峰梨央。

　辻つじ峰みね家六代目当主。

　そして、セツナの親友だった女の子──。

「でも、ボクはそんなせっちゃんが大好き」

「うるせー。アタシはてめえが大っ嫌いだ」

　赤と黒。

《血核ハートレス》と《魔狼フエンリル》の所有者たちは、ついに並び立って正面を見つめる。

　そこにいるのは──魔女、リリィ・ヴァレンタイン。

　そして──。

「──最高の展開ね」

　ゾクゾクっと、背筋を震えさせながら言葉を零こぼす白い少女。

《白兎ホワイトラビツト》。

《屍操書ミツドナイトヘブン》を持った彼女は、歓喜に声と身体からだを震わせていた。

「辻峰と霧きり谷やの子孫……それも両家で最強と呼ばれた二人が魔女と戦うなんて、ラビの望み通りよ。これでやっと──本当の意味での第二次魔女戦争ヴアルプルギスが始められるわ」

　その言葉と共に、彼女は無邪気な笑みを浮かべてみせた。

　──かくして、戦況は整った。

《血核ハートレス》を構える梨り央お姉ねえ。

《魔狼フエンリル》の第二獣化形態を発動させたセツナ。

《屍操書ミツドナイトヘブン》を持った《白兎ホワイトラビツト》。

　そして、リリィ・ヴァレンタイン。

　第二次魔女戦争ヴアルプルギス。

　これから始まるのは、ウィッチクラフトを巡る骨肉の争い──。

「──梨央姉」

　だからこそ。

　俺はただ見ているわけにはいかない。

「俺も、一緒に戦わせてくれ」

「……冬とう夜やくん」

「その代わり、今夜だけは……あんたのことを頼ってもいいか？　もう俺は……一人で無茶をしたりしないから」

「………」

　少しだけ、梨央姉は黙った後で、

「……うん。冬夜くんがそうやって頼ってくれることをボクは……いや、みんなが待ってたよ。七なな海みちゃんの意識が回復すれば、アリスちゃんと真ま由ゆ香かを回復させて全員で戦えるかもしれない。だから──」



　ボクたちで、魔女を喰くい止めよう。



「──おう」

　傷ついた両腕で剣を握りながら、しっかりと頷うなずく。

　──そうだ。

　観覧車に乗ったときに、俺はラピスと決めたんだ。絶対に死んだりなんかしないって。だから、今夜俺は家族を守るために……家族と一緒に戦う。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　魔女を斃たおして、俺たちの家族である女の子を取り戻すために──。

「さぁ」

　そして。

　魔女を従えた《白兎ホワイトラビツト》は。

　相対する俺たちを見つめながら、まるで戦いの始まりを告げるように口唇くちびるを動かした。



「──もう、誰だれにも止められない」








あとがき





　お久しぶりです！　そろそろ引っ越しを考えています。あさのハジメです。

　いえ、自分が住んでいるアパートは学生の頃ころから住んでいる住居なのですが、隣人さんがちょっとホラーで。どうもご夫婦で生活なさっているらしいのですが、午前二時に「帰ってきたぞブタ野郎！」とやけに元気のいい奥さんの挨あい拶さつが聞こえてきて……はい、そんな感じです。しかも、このことを大家さんに相談したら「きみの隣人は私の娘夫婦だよ？」とエグいカウンターパンチを合わせられる始末……引っ越しを……どなたか家賃がお手頃で日当たりのいい物件の紹介を……。

　はい、そんな環境で書かれた『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』も五巻目に突入！　今回は前回のラストのままバトルフルスロットル！　もちろんラブコメの方もぐいぐい加速中です！

　そして、ここで重要なお知らせが。なんと『蒼柩のラピスラズリ』のコミックス一巻がこの五巻と同時期に発売！　吉よし岡おか公きみ威たけ先生の描くバトルアクションはもちろん、同時期発売ということで色々とキャンペーンなんかもするらしいので、皆様ぜひぜひチェックを！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の成なり田た様。様々な事情から、今巻が一緒にお仕事をする最後の機会になってしまいました。約一年間『蒼柩のラピスラズリ』という作品を支えてくださり、本当にありがとうございました。新天地での更なるご活躍を願っております。

　お忙しい中、今回も素敵なイラストを描かいてくださった菊きく池ち政せい治じ様。「コイツって結構エグいことするんだよなぁ……でも可愛かわいい！」と叫ぶこと間違いなしのキュートな表紙をありがとうございます！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様、デザイナー様、この本を世に出すために尽力してくださったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の皆様、初代担当の庄しよう司じ様、新担当の武たけ石いし様、コミックの作画を担当してくださっている吉岡公威先生、そして読者の皆様。誠に、ありがとうございます。原稿を書くことでしかお礼ができませんが、少しでも恩返しができるよう、今後もバリバリ仕事をしていこうと思います。

　さてさて、それではここで恒例の次回予告のコーナーを。今回もネタバレを含んでいますので、まだ今巻を読んでいない方はお気を付けください。

　ついに始まった魔女との戦い。そして、かけがえのない存在を失ってしまった主人公……。そんな感じで、次巻はバトル三割増しでお送りできればと！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、クライマックスに向けてガンガン走り続けていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！
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　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　東京都在住。

　　最近、朝起きると宅急便の荷物が部屋に置いてあります。……いえ、職業柄家に出版社からの荷物が届くことが多く、おそらくは寝ボケたまま無意識のうちに受け取っているのだと思いますが、新手の職業病……いえ、夢遊病なんじゃないかと心配です。



　イラスト

　菊池政治（きくち・せいじ）

　　ＨＰ「アメリカン拳法ＢＬＯＧ」

　　http://americankenpou.blog74.fc2.com/








蒼柩のラピスラズリ５



2013年10月31日発行　ver.1.0



著者　　　　あさのハジメ

発行者　　　三坂泰二

編集長　　　万木　壮

発行所　　　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　　　　　　〒102-8177

　　　　　　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　03-3238-8745（営業）

編集　　　　メディアファクトリー

　　　　　　0570-002-001（カスタマーサポートセンター）

　　　　　　年末年始を除く平日10:00～18:00まで

©Hajime Asano 2013

http://www.kadokawa.co.jp/



※無断で複製・複写・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ

蒼柩のラピスラズリ５

発行日　　　2013年10月31日　初版第一刷発行





OEBPS/nav.xhtml



		
Contents



		
第１章　梨央と雪奈



		
第２章　彼女からの宣告



		
第３章　騒乱ストレンジキャット



		
第４章　ストレンジデイズ



		
第５章　信用と信頼



		
第６章　オール・アウト・アタック



		
第７章　魔女戦争









OEBPS/image/o_p226.jpg





OEBPS/image/o_kuchie04.jpg





OEBPS/image/o_p133.jpg





OEBPS/image/o_p177.jpg





OEBPS/image/o_p043.jpg





OEBPS/image/o_p253.jpg





OEBPS/image/ec_000000_png_kune_y.png





OEBPS/image/ec_000000_png_kune_t.png





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg
MOLSObS ST
o -

HERWHRER TSR

NI MEIETO UK DRI
z.%a«&wﬁ?%&&
RO LGN
FONOLEBO S L.






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p240-241.jpg





OEBPS/image/o_p069.jpg





OEBPS/image/o_p127.jpg





OEBPS/image/o_p029.jpg
%\\

\\&’l V}h\ 5
R






OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/o_p098.jpg





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





